
  



  カルバリの十字架とそのメッセージ


  



  ジェシー・ペン-ルイス著


  



  
    「わたしが地上からあげられるなら、

    わたしはすべての人をわたし自身に引き寄せます。」

    （ヨハネによる福音書一二章三二節）
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  献辞


  



  わが夫にささぐ


  



  主に奉仕する自由を私に与えてくださり、

  天の幻に従順に歩むすべての歩みにおいて

  私を励まし、力づけてくれた夫に

  本書をささげます。


  



  序文


  



  私は一八九八年に「十字架のメッセージ」に関する小著を発行しましたが、それはその年の聖金曜日にマイルドメイのＣ．Ｉ．Ｍ．ホールで与えた、いくつかのメッセージの概要にすぎませんでした。


  主は恵み深く、その小著を格別に喜んで認めてくださいました。しかし私には、その本が荒削りで、一般読者には内容が濃すぎるように思えてなりませんでした。事実、聖霊は当時私の心の中に、「カルバリの十字架の刷新された宣べ伝えが必要である」という燃えるような思いを与えておられましたが、私はその思いを表現する言葉を持っていませんでした。私は、神の光の中ではっきりと見ていたものを、いわば「種子」の形で述べることしかできませんでした。


  今年、その小著の第一版が尽きました。私はその再刷をこれまで三回検討しましたが、その都度禁じられました。そして今、主は同じ重要な主題に関して、新鮮でさらに豊かなメッセージを与えてくださいました。


  私は最初のメッセージが主からのものであることを知っていました。そこで、私はページを増したこの新著の中にそれを取り込むよう努めました。しかし、丸ごと転載した段落は一つもありません。それゆえ、一八九八年に発行した小著と区別するため、本書に新たな題名をつけるのが良いと感じました。


  私はこの十字架のメッセージを再び送り出します。私には、以前よりも強い、深い確信があります。この終末の時代、教会が特別にまた切実に必要としているのは、主イエス・キリストがカルバリの十字架で成就された御業の刷新された宣べ伝えです。使徒パウロはこれを宣べ伝え、経験的に知っていました。


  おお、神の僕たちよ。私たちは、戦いが門に迫りつつある時代に生きています。私たちの信仰の土台そのものに、戦いが迫っています。


  地獄の穴が開かれています。そして、すでに敵は洪水のように私たちに押し寄せています。主の霊は敵に対して旗を掲げなければなりません。その旗とは、十字架の刷新された宣べ伝えです。十字架は、神との平和の手段であるだけでなく、罪の束縛からの解放の手段であり、この世の霊から分離する力です。このような十字架が宣べ伝えられなければなりません。


  暗闇の君は、「十字架不要」の旗の下に、自分の大軍を配置しています。ですから、私たち神の子供は、ささやかな違いをすべて捨て去り、主の戦いに馳せ参じて協力しなければなりません。そして、文明的ではあったけれども罪深かったコリントに行く時パウロが決意したように、私たちも「イエス・キリスト、すなわち十字架につけられた方」のほかは何も知るまいと決意しなければなりません。


  しかし、力強い十字架の宣べ伝えへの回帰を示す、喜ばしい兆候がたくさんあります。ご自身の民を見捨てなかった神がほめたたえられますように！私たちの神は来臨して、強大な敵と戦われるでしょう。もはや遅れることはないでしょう。これ以上、契約の血が足の下に踏みにじられ、俗なものと見なされることはないでしょう。


  どうか、神がこの小著を通して恵み深く語ってくださいますように。そして、本書を主の多くの道具の一つとして用いて、主が贖った者たちを死の中で主との真の結合に召してくださいますように。主が現れる前のこの終末の厳粛な時代に際して、贖われた者たちが主のいのちにあずかり、十字架につけられた主の、真に十字架につけられた使者となりますように。


  私は、自分が上辺に触れたにすぎないこと、深みは計り知れないことを、深く実感しています。このテーマはとても広大ですから、示唆的なメッセージを与えることしかできません。しかし、すべての読者が豊かないのちと豊穣さへの鍵である十字架の経験的知識を自分のために神に求めるよう導かれるなら、本書の目的は達せられるでしょう。


  さらに、次のことも述べておいた方がいいでしょう。信者は主の死の中で主と交わりを持ちますが、この面を強調する時、それは決して、その贖われた信者が罪人のための主の贖いの働きにあずかるということではありません。


  十字架に関して多少宣べ伝えることは容易です。しかし、聖霊によってカルバリの中心に連れて行かれることは、詩篇二二篇に予表されているように、主イエスの死との交わりを意味します。私たちはこの交わりによって、地上ではほふられたけれども天では御座についておられる小羊だけを永遠に見るようになります。自分の知っていることを語り、自分の経験したことを証しするには、彼の杯を飲み、彼のバプテスマでバプテスマされなければなりません。


  私は、神の尊い僕の本の中からこのテーマに関する箇所を抜粋して、付録に追加しました。神の聖霊は、神の使者たちにカルバリに戻るよう命じておられます。やがて、主に贖われた者たちを召し出すために、世界的なリバイバルが起きるでしょう。主がご自身の民のもとに戻られる前のこのリバイバルを、私たちは求めているのです。付録の抜粋は、これらのことをますます強く、多くの人の心に確信させてくれるでしょう。


  一九〇三年十月


  



  第五版への序文のノート


  



  私は神に深く感謝します。なぜなら、神はこの単純なメッセージに著しい祝福を注いでくださったからです。今日、サタンと人の暗闇の全軍勢は、全力をあげて、カルバリにおける神・人の身代わりの御業の真理に反対しています。このような時、私は再び本書を送り出します。


  どうか神が、この邪悪な日に際して、神の民を強めて戦いの中に立たせるために、本書を用いてくださいますように。


  Ｊ．Ｐ-Ｌ．


  



  第二版 一九〇六年十月

  第三版 一九〇九年十月

  第四版（インド 一九一九年三月）


  第五版 一九二〇年六月

  第六版 一九二九年八月


  



  故アンドリュー・マーレー博士によるオランダ語版への序文


  



  私は本書の著者であるペン-ルイス夫人をよく知っており、また本書の主題に心から共感します。ですから、私は喜んで最善を尽くし、本書をわが国のクリスチャンに推薦します。


  神の御言葉は十字架の二つの面を示しています。一つは、私たちの救いの土台である十字架の贖いです。十字架は、罪の呪いを取り去り、私たちに罪の赦しを与え、キリストの血による神との完全な平和の知らせを私たちに伝えます。もう一つは十字架の交わりを強調します。それは、「十字架を負ってわたしに従いなさい」というキリストの御言葉や、「私はキリストと共に十字架につけられています」、「私はこの世に対して十字架につけられています」、「あなたたちはキリストにあって罪に対して死んでいるのです」という聖パウロの言葉を示します。


  第一の面は私たちの義認のために必要です。それは神と和解するための、私たちの信仰の唯一の確固たる土台です。第二の面は私たちの聖化と関係があり、罪とこの世に対する死の中で私たちを主イエスに似た者とし、私たちに満ちあふれる力を啓示します。彼はその力で、私たちの内にある罪の力を打ち砕き、征服されます。


  言うまでもありませんが、第一の視点が説かれている所では、それを理解して信じることは、第二よりも容易です。そのため多くのクリスチャンは、罪の赦しのための十字架を信じる信仰から先に決して進みません。彼らは自己否定を理解しませんし、それについて聞くとき恐れます。この自己否定は、主の死に同形化されて全く従うよう、彼らを召します。


  ペン-ルイス夫人は、ウェールズのリバイバルでの彼女の経験に関して、数編の宗教論文を書いてこられました。それらの論文からわかるように、彼女は十字架の交わりの思想に深くとらえられています。また彼女は、「これこそ、神がご自身の教会を整えて、この世に打ち勝たせる道である」という強い感覚を持っておられます。


  霊の目を開かれて、（十字架の二重のメッセージの）この特別なメッセージを受け入れる時、それと同時に人は次のことを学ぶでしょう。すなわち、私たちが私たちの贖いをいっそう高く評価することを学び、その力を今まで以上に理解するのは、まさにこの経験によるのです。


  主は私たちに知恵の御霊と照らされたまなこを与え、十字架の栄光を知らせてくださいます。どうか主が私たちを強めて、「主の民が十字架を負うキリストの真の従者になりますように」と祈らせてくださいますように。また主が、著者と翻訳・印刷責任兄弟と私の切なる願いを、恵み深くかなえてくださいますように。


  



  ウェリントンにて 一九〇九年十一月四日

  Ａ．Ｍ．


  
    * "Het Kruis Van Golgotha" （ゴルゴタの十字架）。G. F. Marais と F. Zoon による訳。一九〇九年に南アフリカのウェリントンで出版された。

  


  



  第一章 カルバリと預言されていた十字架


  
    見よ、世の罪を担う神の小羊。（ヨハネ一・二九欄外）

    カルバリと呼ばれている所に来ると、そこで彼らは、彼を十字架につけた。（ルカ二三・三三、欽定訳）

  


  その時がきました！世の基が据えられた時からほふられていた小羊は、今まさに、世の目前でほふられようとしていました。「ヘロデとポンテオ・ピラトは、異邦人やイスラエルの民といっしょに集まって、あらかじめ起きるよう定められていたことを行いました」（使徒四・二七、二八）。


  神は何世紀も前から、予表と預言者たちの声により、この恐ろしい時を予告してこられました。そして約二千年間、神はそれに立ち返るよう世に命じてこられました。


  カルバリはまさに世界史の中心です。すべてカルバリ以前に起きたことはカルバリを指し示し、すべてカルバリ以後に起きたこともカルバリを指し示します。未来さえもカルバリにかかっています。なぜなら贖われた者たちは、「ほふられたばかりのように立っている」小羊を御座の中央に見る時、カルバリが天の中心であることを見いだすからです。


  人なるキリスト・イエスがカルバリと呼ばれる所に導かれる七百年前、神から霊感を受けた一人の預言者が十字架を預言しました。その預言者は世の救い主を詳しく描写したため、彼が地上に来られた時――神が肉身をとって現われた時――盲目な心の人以外に、彼を認識できない人はいませんでした。


  神の霊は、預言者イザヤを通してあふれるほどの光をカルバリに注ぎ、十字架への道、十字架の贖いの犠牲、十字架の苦難とその結果を描写されました。それゆえ、預言者たちの書を知っていた人はみな、栄光の主を十字架につけてしまった時、弁解することができませんでした。


  イザヤの預言は、キリストが「神の定めた計画と神の予知とによって引き渡された」こと（使徒二・二三）、神は「すべての預言者たちの口を通して、キリストの受難をあらかじめ語っておられた」こと（使徒三・十八）、カルバリで「不法者どもがいのちの君を十字架につけて殺した」時、「彼を罪に定める」ことによって、安息日ごとに読まれていた預言者たちの預言を、イスラエルの指導者たちが成就したことを明らかにします。


  



  預言されていた神の小羊 イザヤ五三・一～四


  
    彼には、私たちが見とれるような姿もなく、輝きもなく、

    私たちが慕うような見ばえもない。

    彼はさげすまれ、人々から見捨てられ（欄外）、

    悲しみの人で痛みを知っていた。

    人が顔をそむける者のように、

  


  「私たちの聞いたことを、誰が信じたか？」（イザヤ五三・一欄外）、「主の御腕は、誰に現れたのか？」と、神から聞いたことを告げた預言者は叫びます。そのメッセージ、知らせは、人の思いをはるかに越える、人の考えとは正反対のものでした。そのため、「その啓示は誰に与えられるのか？」と彼はいぶかります。なぜなら、いにしえの神の使者たちが「キリストの苦難とそれに続く栄光を前もって証しした」時（一ペテロ一・十一、十二）、彼らは十字架のメッセージを聞く後世の人たちに奉仕していたからです。使徒ペテロは、「預言者たちのうちにおられるキリストの霊が、キリストが地上で受ける苦難を前もって証しされたのです」と記しています。


  イザヤは、七百年後に実現する驚くべき物語を神から聞かされました。そして、その物語を人々が聞く時、人々の心を満たすであろう疑問を予見します。御父の御前で「若枝のように、砂漠の地から出る根のように」育つキリストを描写する際、「誰が信じたか？」、「誰に」それは現れたのか？と彼は叫びます。その若枝は神にとってとても貴重なものであり、その枝は「実を結ぶ」（イザヤ十一・一）べきものでした。なぜなら、選ばれたぶどうの木であるイスラエル、主の喜ばれる枝（イザヤ五・七欄外）は天の農夫を失望させ、主が大事に栽培されたぶどう園は乾いた地になってしまったからです。しかしここに、イスラエルの一つの根株から出た新芽（イザヤ十一・一）がありました。その新芽は御父の欲する実を結びますが、人々の目には「見とれるような姿もなく、輝きもなく」、「慕う」ような見ばえもないように見えました。


  御父にとって貴重な若枝だった方は、人々からさげすまれました。彼は「悲しみの人で痛みを知って」いました。そのため、人々は彼を拒絶し、見捨てました。苦しみや悲しみは人にとって好ましくないからです。


  エホバに対して、義の僕は「高められ、上げられ」、「非常に高く」さえされました。しかし人々に対して、彼は人々が驚いて顔をそむける者のようでした。彼の容姿は「人の子らよりも」そこなわれたからです（イザヤ五二・十四）。


  神の聖なる方の御顔は、茨の冠でどれほどそこなわれたことでしょう！彼の神々しい容姿は、兵士たちのむち打ちでどれほど引き裂かれたことでしょう！当時のむちは数百本の革ひもからできており、各々の先端にはごつごつした骨状のフックや角材が取り付けられていました（クルマッハー）。


  「殺人者や反逆者の血で黒く染まった向こうの柱を見なさい。（中略）獲物をせわしく取り囲む乱暴な野蛮人たちを見なさい」。見よ、彼らは「彼の衣を引き裂き、両手を縛り、その尊い顔を屈辱の柱に押しつけ、身動きできないようにロープで」彼を縛りました。見よ！むち打ちは十五分間も続きます！むちは、すでにつけられた傷をさらに深く切り裂き、ほとんど骨髄まで貫きます。ついに、「彼の背中全体が巨大な傷のようになってしまいました」（クルマッハー）。それから彼らは、苦悶する受難者の体に緋の衣を着せ、長い棘の突き出た茨を冠状に編んで彼の頭にかぶせました（クルマッハー）。


  こうして、彼の顔はそこなわれ、彼の姿は人の子らよりもそこなわれました。預言者イザヤは、悲しみの人が苦難の時に語る言葉をも預言しました。「わたしは逆らわず、うしろに退きもせず、打つ者にわたしの背中をまかせ、ひげを抜く者にわたしの頬をまかせ、侮辱されても、つばきをかけられても、わたしの顔を隠さなかった。なぜなら、神である主がわたしを助けてくださるからである。それゆえ、わたしは顔を火打石のようにした」（イザヤ五〇・五～七）。


  人々は彼から顔をそむけました。改訂訳の欄外では、「いわば彼が私たちから顔をそむけられたのである」となっています。変貌の山で彼の顔が太陽のように輝くのを見た人たちは、あのそこなわれた姿を見て、その隠れた栄光を思い出したでしょうか？いいえ、彼らでさえ「彼を尊ばず」、彼の辱めの時に彼を見捨てたのです。


  十字架の道を歩む悲しみの人。この方に対する神の評価と人の評価を、預言者はこのように完全に預言します。また聖霊は、彼の死の目的が身代わりであることを、あらかじめはっきりと告げておられます。


  



  十字架の目的 四～六節


  
    彼は私たちの痛みを負い、

    私たちの悲しみをになった。

    彼は私たちのそむきの罪のために傷つけられ、

    私たちの咎のために砕かれた。

    彼への懲らしめが私たちに平安をもたらし、

  


  キリストの受難の目的と原因について、聖霊は全く疑問の余地を残しません。身代わりという言葉が実際に使われているわけではありませんが、その言葉使いはまぎれもなく明白です。顔をそこなわれたこの方は、他の人々の「痛み」と「悲しみ」をになわれました。彼の傷は人々のそむきの罪のためであり、彼の体の打ち傷は人々の咎のためでした。


  
    「私たちはすべて、羊のようにさまよい、おのおの、自分かってな道に向かって行った。しかし、主は、私たちすべての咎を、彼に負わせた」（六節欄外）。

  


  このように傷つけられ、打たれた方を見つめつつ（実際のところ、イザヤはどうしてか知りません）、預言者は全人類の代表者となって叫びます―――


  私たちは彼の苦しみを見て思う。彼は「罰せられ、神に打たれ、苦しめられている」のだと。私たちは「さまよい」、「おのおの自分かってな道に」向かって行った。しかし主は、私たちの咎を、私たちすべての咎を、彼――私たちの神の聖なる御子――に負わせた。


  これは、エデンにおける堕落の結果と、十字架の原因及び目的を簡潔に示しています。


  神からの独立こそ、まさに罪の本質です。すべての人にとって、「自分かってな道」はそむきの罪と咎という結果に終わります。最初の「すべて」は、この世に生まれてくるすべての人を含みます。二番目の「すべて」は、罪の呪いの下にあるすべての人のためになされたキリストの贖いの犠牲を宣言します。


  



  十字架上の死 七～九節


  
    彼は低くなり、口を開かなかった。

    ほふり場に引かれて行く小羊のように、

    毛を刈る者の前で黙っている羊のように。

    彼は生けるものの地から絶たれた。

    彼らは彼の墓を悪者どもとともに設け、

  


  イザヤは今、受難者の死に至るまでの従順を描写します。彼は毛を刈る者の前で黙って身を任せている羊のようであり、ほふり場に引かれて行く罪のない無力な小羊のようです。彼は神と等しい方なのに、それを固守すべきものとはみなさず、ご自身を空しくして人と同じ姿になられました。彼は人として低くなり、さらに、人々の手の中にあるいけにえとして「ほふり場に引かれて行く」ことに同意し、死にさえ至られました。福音書が示すように、預言は細部にいたるまですべて文字どおり成就しました。


  キリストはピラトの前に立った時、「訴えられても何も答えませんでした」（マタイ二七・十二）。それには総督も非常に驚きました。彼は「しいたげとさばき」により、都の城壁の外のカルバリと呼ばれる所へ「連れて行かれ」ました。「彼の時代の者で」――彼と同国民、同時代の者で――自分たちの真っただ中で起きたその悲劇を「いったい誰が思った」でしょうか？


  彼は人生の盛りに「生けるものの地から絶たれ」ました。それが彼の民のそむきの罪のためであったことを理解した人は、ほとんどいませんでした。その打撃は本来、彼の民の上に下されるべきものだったのです（イザヤ五三・八欄外）。


  あの恐るべき時にエルサレムにいた人々のうち、預言者たちの書――自分たちが十字架につけた方をまさに描写している――を「思い出し」、熟慮した人は、いったい何人いたでしょうか？


  しかし、悲しみの人は知っておられました！彼は、ご自身の道のすべての歩みは「わたしについて書かれているとおり」でなければならない、と言われました。御顔をエルサレムに向けて最後の旅を始める時、彼は言われました、「預言者たちを通して書かれたすべてのことが、人の子に成就されるのです。彼は引き渡され」、「あざけられ」、「はずかしめられ」、「つばきをかけられ」、「そして彼らは彼をむちで打ってから殺します」（ルカ十八・三一、三二）。


  ユダが彼を裏切った時も、弟子たちが彼を見捨てた時も、「そう書かれている」と彼は言われました。そして再び、死人の中から復活した後、彼は弟子たちに思い出させました。彼がまだ彼らといっしょにいた頃、「わたしについて『モーセの律法と預言書と詩篇』に書かれていることは、『必ず全部成就されなければなりません』」（ルカ二四・四四）と告げて、彼らを彼の十字架に備えようとしていたことを。


  イザヤはキリストの受難と死を預言しただけではありません。さらに、彼の埋葬の方法をも預言しました。彼の墓は悪者どもとともに設けられ、人々からさげすまれ、拒絶された方は、「富む者と共に葬られ」ました。


  これは文字どおり成就しました。その御計画を遂行するために神によって備えられた人は、「有力な議員であるアリマタヤのヨセフ」でした。彼は「神の国を待ち望んでいる」人であり（マルコ十五・四三）、主イエスのひそかな弟子だったと述べられています。


  ヨセフは義なる方を罪に定めた議会に出席していましたが、「彼らの計画や行動には賛同しませんでした」。彼は総督と共に、神聖な受難者の驚くべき沈黙に驚嘆したにちがいありません。そして、「この人は死罪に当たることを何一つしていません」というピラトの判決が、彼の心の中にこだましたにちがいありません。


  ヨセフは訴える者たちから被告を救えませんでした。そこで彼は、死の判決が実行されるとすぐに、自分にできることをしました。彼は大胆にピラトのところへ行き、主の体の下げ渡しを願い、自分のために用意してあった新しい墓に後で主の体を恭しく葬りました。


  



  神が用意された小羊 十節


  
    彼を砕くことは主のみこころであった。

    主は彼を痛めつけられた。

    罪過のためのささげものである、彼の魂（欄外）

  


  アブラハムはモリヤ山でイサクに、「神ご自身が小羊を備えてくださるのだ」と言いました。そしてイザヤは、時満ちて現わされる、神ご自身によって用意される小羊を預言します。


  人々からさげすまれ、拒絶され、傷つけられ、砕かれ、生ける者の地から絶たれた方、顔をそこなわれた方は、「罪過のためのささげもの」として、今はっきりと示されます。それは、神ご自身の命令により毎日イスラエルでささげられていた、すべての罪過のためのささげものの本体でした。


  それまで、礼拝者たちはいけにえを持ってこなければなりませんでした。しかし、神が小羊を備えて、すべての咎をその上に置かれた以上、礼拝者がなすべきことはその備えを受け入れることだけです。


  御父の御前で「若枝」のように成長した方は、エホバの格別なみこころによって「痛めつけ」られます。「彼を砕く」ことは、彼の至高のみこころでした。


  この節で、私たちは御父の観点からカルバリを見ます。御父は世を愛し、ご自身の御子さえ惜しまずに、私たちすべてのために渡されました。前の段落で御子の自発的犠牲について述べましたが、まさにそのとおりに、「彼は低くなり」、「ほふり場に引かれて行く小羊」のように、毛を刈る者の手の中で口を開かない羊のように、ご自身を死に渡されました。


  



  十字架の実 十、十一節


  
    彼は自分の子孫を見、

    自分の日を長くする。

    彼は、自分の魂の苦しみを見て、満足する。

  


  この御言葉は十字架の別の面を述べています。カルバリは今、神の法則――豊かに実を結ぶための犠牲の法則――と調和するものと見なされています。


  キリストは、砕かれ、痛めつけられることで、そうして生み出される子孫を通して「自分の日を長く」します。また、ご自身のかたちにしたがった実を求めておられる「主のみこころ」が、彼の手により栄えます。


  創造主はご自身のすがたにかたどって創造した者たちとの交わりを切望しておられます。創造主のこの願いは、エホバの御心と御性格を示す啓示の中で、もっとも偉大な神秘の一つです。美しい地球が彼の御言葉によって創造され、彼の御前に置かれた時、そこには彼の御心に応えるものが何もありませんでした。そこで三一の神は、「われわれのかたちに、われわれのすがたにかたどって、人を造ろう」と言われました（創世記一・二六）。


  「彼は自分の子孫を見る」、「彼は、自分の魂の苦しみを見て、満足する」という御言葉は、神・人の同じ願いを啓示します。彼は、最初の創造の堕落を悲しんで、カルバリでそのいのちをささげられます。それは、さまよって「自分かってな道」に向かって行った人々を、新しい種族、再創造として生まれさせるためです。彼は人々の罪を担って死ぬことにより、「多くの人を義とし」ます。その死により、彼は自分の苦しみの実を見て、満足します。


  彼の十字架のおかげで、最初のアダムの堕落した子孫たちは、新しく生まれることができるようになりました。主イエスご自身、地上における公生涯の開始にあたって、これを宣言しておられます。彼はニコデモに向かって、罪人は新しく生まれなければ「ならない」、人の子は彼らへの永遠のいのちの源となるために「上げられなければならない」と言われました（ヨハネ三・十四～十六）。


  



  十字架の勝利 十二節


  
    それゆえ、わたしは、大いなる者と共に彼に分け前を与える。

    彼は強者と共に分捕り物を分かち取る。

  


  ここでは、カルバリのさらに別の面が示されています。「強者」と呼ばれているもうひとりの者が言及されており、使われているその言い回しは戦いを暗示します。また、戦いで勝ち取った「分捕りもの」を分かち取ることについても述べられています。他の箇所でイザヤは、「恐ろしい者の餌食」について、また「義なる捕虜」の「強者」からの解放について語っています（イザヤ四九・二四、二五）。


  さらに、悲しみの人に分捕り物が与えられるのは、「彼が自分の魂を死に至るまで注ぎだし」、「そむいた人たちとともに数えられた」からである、と述べられています。


  カルバリで、キリストは私たちの咎を負って私たちをいやし、罪過のためのささげものとなって私たちを義とし、陣痛の苦しみを通して神の御子に似た新しい種族を生み出されました。しかし、カルバリの意義はこれだけではありません。キリストはカルバリで恐ろしい敵と戦って、敵の力の下に捕われていた者たちを解放してくださったのです。


  これは他の聖書の箇所とも一致します。ダビデは幻の中で、昇天した主が「捕われた者をとりこにして」高き所にある聖所へ引いて行かれるのを見ました（詩篇六八・十八）。また、霊感を受けたヘブル人への手紙の著者は、キリストは「死を通して」悪魔を滅ぼし、「一生涯死の恐怖により奴隷となっていたすべての人を解放された」と述べています（ヘブル二・十五）。


  彼が強者から分捕りものを取ったのは、彼が「そむいた人たちとともに数えられた」からである、と記されています。彼は御父のみこころに全く従い、苦難と死の杯を受け取って、それを飲み干されました！「罪を知らない方」が「そむいた人たちとともに数えられ」、「私たちの代わりに罪とされ」ました（二コリント五・二一）。それが彼にとっていったい何を意味したのか、私たちには見当もつきません。カルバリのこの展望は、キリストが恐るべき者に打ち勝った一つの理由を私たちに示します。悪魔は自分を高くして、いと高き方のようにさえなろうとしましたが、神の御子はご自身を低くして、もっとも低い者よりもさらに低くされることに同意されました。それゆえ、神は彼を高く上げて、あらゆる名にまさる名を彼にお与えになりました。なぜなら、地上で恥の極致のカルバリは、天では栄光だったからです。


  



  天における十字架の効力 十二節


  
    彼は多くの人の罪を負い、そむいた人たちのためにとりなしをした。

  


  この短い節から、私たちは天を一瞥します。カルバリから凱旋した勝利者は、ご自身が贖ったすべての人のために、幕の内側、「神の御顔の御前」（ヘブル九・二四）におられます。


  彼は「そむいた人たちとともに数えられた」ので、そむいた人たちのためにとりなすことができました。また、彼ご自身（罪を除いて）すべての点で彼らと同じように試みられ、人として地上を歩んだ時、「試みを受けて苦しんだ」（ヘブル二・十八、四・十五）ので、彼らの悲しみに「同情」されました。


  



  
    * * * * * * * * * *
  


  



  カルバリへ行き、イザヤの預言が投じる光の中で彼を見つめましょう。彼は、ご自身の前に置かれた喜びのゆえに、恥をものともせず、十字架を耐え忍ばれました。彼がこの世に来た目的を果たす時が来ました。神・人がこうべを垂れ、霊を御父の御手に渡す時、「完了した」と叫ばれるのを聞きなさい。今、彼こそ御父が用意された小羊であり、罪のための罪過のささげものであることがわかります。だれよりもそこなわれた姿を持つ方は、私たちの咎のために傷つけられ、砕かれました。彼の打ち傷によって、私たちはいやされました。


  



  
    * * * * * * * * * *
  


  



  ペンテコステの日の少しあと、砂漠を行く馬車の中で、一人の高官がイザヤの預言を読んでいました。彼が「彼は羊のようにほふり場へ引いて行かれた」、「彼のいのちは地から取られる」という言葉に来た時、ピリポという名の一人の弟子が近づいて、馬車に同乗するよう聖霊に命じられました。彼は宦官の隣に座って、イザヤの預言から


  
    イエス

  


  を彼に宣べ伝えました。イザヤの預言は、御霊によって与えられた十字架の予表でした。今再びそれは、彼から教わった使者を通して、求める魂に対して、御霊によって与えられたメッセージになります（使徒八・二六～三五参照）。


  このように聖霊は、イザヤは確かに神のキリストについて預言したこと、そして


  



  
    「イザヤはイエスの栄光を見て、イエスについて語った」（ヨハネ十二・四一）
  


  



  ことを証しされました。


  



  第二章 昇天したキリストによって解き明かされた十字架


  
    真理の霊はわたしの栄光を現わします。わたしのものを受けてあなたたちに知らせるからです。（ヨハネ十六・十三、十四）

    私が宣べ伝えた福音は、人によるものではありません。私はそれを人からは受けなかったし、また教えられもしませんでした。ただイエス・キリストの啓示によって受けたのです。（ガラテヤ一・十一、十二）

  


  私たちはすでに、「預言者たちのうちにおられるキリストの霊が、キリストの苦難とそれに続く栄光を前もって証しされたのです」という使徒ペテロの言葉を見ました。


  この証しは神の御子を啓示しました。それによると、神の御子は定められた時に十字架上で死なれるだけでなく、世の初めからご自身に関する預言の霊でもあります。彼は聖霊により、世に現れる前の数世紀の間、来るべきご自身の十字架について霊感をお与えになりました。彼の受難以前にそうだったのですから、彼の死と昇天の後も、十字架の解き明かしや宣べ伝えが全く人の知恵に委ねられることはありません。


  使徒たちは彼の受難の目撃証人でした。しかし彼らは、十字架の意義に関する自分の考えを宣べ伝えるよう放っておかれたわけではありません。なぜなら、ペンテコステの日に二階の部屋で、祝福された三位一体の第三格位――御父から出る真理の霊――が選ばれた証人たちの群れに臨んで、彼らを働きのために整えられたからです。


  御父は、地上にいる贖われた者たちのために、御子に聖霊の賜物をお与えになりました。聖霊は来臨して、十字架につけられた方を証しし、彼の弟子たちを通して彼の死と復活を証しされます。


  「聖霊があなたたちの上に臨む時、あなたたちは力を受けます。そして、わたしの証人となります」と復活した主は言われました。そして今、選ばれた証人たちは聖霊によって強められ、主イエスの死と復活を証しします。


  「あなたたちは十字架につけて殺しました」、しかし「神はこの方をよみがえらせました」（使徒二・二三、二四）。「神が主またキリストとされたこのイエスを、あなたたちは十字架につけたのです」（使徒二・三六）。「あなたたちは、聖い、正しい方を拒んで、人殺しを赦免するよう要求し、いのちの君を殺しました。しかし、神はこの方を死者の中からよみがえらせました」（使徒三・十四、十五）。「あなたたちが十字架につけた方を、神はよみがえらせました」。


  これがメッセージの中心的内容でした。このメッセージは、「聖霊の分け与え」によって証しされ、十字架にかかって復活した神の御子の御名を通してなされたしるしと不思議によって証しされました。


  ステパノは特に、「恵みと力とに満ち、人々の間で、すばらしい不思議なわざやしるしを行なって」いました。彼はユダヤの議会の前で、十字架につけられたイエスを証ししました。そして、自分のために死んでくださった方にいのちをささげて、その証しの最後を飾りました。


  ステパノの死を通して、十字架の実が顕著に現わされました。彼の死から、神の御子の犠牲の完全な意義を大いなる力で宣べ伝えることになる人が起こされたのです。


  ステパノの死と、それに起因するパリサイ人サウロの回心は、十字架のメッセージが神の力である道の実物教材です。十字架のメッセージは、使者に与えられる十字架の霊と共に、聖霊によって語られる十字架の言葉ですから、他の人々のうちに十字架の実を結びます。


  主は十字架上で、ご自身を十字架につけた者たちのために、「父よ。彼らをお赦しください。彼らは自分が何をしているのか知らないのです」と祈られました。それと同じように、ステパノは死ぬ間際、「主よ。この罪を彼らに負わせないでください」と祈りました。パリサイ人サウロは、この祈りを聞いた時、殉教者ステパノに主イエスの受難を見たと言えるでしょう。


  あの日、悔悟の矢がサウロの心を貫いたことでしょう。ダマスコへの途上、復活した主に突然出会い、「サウロ、サウロ。なぜわたしを迫害するのか」、「とげのついた棒をけるのは、あなたにとって痛いことだ」という主の語りかけを聞いた時、サウロは自分が殉教者ステパノにキリストの霊を見ていたことを知りました。こうして、「選びの器」が主の足下に勝ち取られました。


  預言者イザヤは、神によって選ばれ、整えられて、十字架のすばらしい物語を預言し、神の小羊の特徴を穏やかな言葉で描写しました。同じように、パウロも主に選ばれて十字架のメッセージを受け、それを宣べ伝えました。


  イザヤもパウロも、神との個人的出会いにより、特別な奉仕のために整えられました。その出会いは二人の内に自己嫌悪の念を引き起こしたため、イザヤは「わざわいなるかな、私は滅びるばかりだ」と叫び、使徒は「私のうちには善が住んでいない」と言いました。また、二人とも自分を全く神に明け渡しました。イザヤは「ここに、私がおります。私を遣わしてください」と言い、パウロは「主よ、私はどうすればいいのでしょう？」と言いました。


  イザヤは自分の民のために激しく泣き（イザヤ二二・四）、パウロはイスラエルの盲目さのために魂を悩ませました（ローマ九・三）。このこともまた、二人が深い苦しみに耐え、神への奉仕に全く献身できる人だったことを示します。また二人とも、神の霊の教えを受けてそれを伝えることのできる、霊の広さを持っていました。それぞれカルバリのメッセージを与えられました。一方は種子として、他方は完全な結実としてでした。それぞれキリストご自身の霊により霊感を受けました。キリストの霊は、一方を通してご自身の受難を前もって証しし、他方を通してご自身の死のすばらしい成果を解き明かされました。


  ですからパウロが、自分の宣べ伝えた福音は「人による」ものではなく、「それを人から受け」もしなかったと強調しているのも、驚くにはあたりません。彼は、キリストの受難の目撃証人たちから福音を受けたわけでも、だれかから教わったわけでもありませんでした。それは、直接的な「イエス・キリストの啓示」によって彼に与えられました。ですから、彼はガラテヤ人たちに書き送りました、「あなたたちが私から聞いた知らせは神から出ており、正真正銘、御座からのものです。（中略）復活した主が個人的に私に啓示してくださったのです」（ガラテヤ一・十一～二四の概要の言い替え、モールによる）。


  復活、昇天した主ご自身――主は受難のしるしを聖なる身に帯びて天に昇られました――が、パウロにご自身の死の目的を解き明かされました。これは感動的で厳粛な事実です。パウロの文書に記されているカルバリのメッセージを黙想する時、これを心にとめるなら、「十字架の言葉」は私たちにとって実際に「神の力」となります。


  パウロが宣べ伝えた十字架の福音は、主ご自身から直接与えられました。これは、エルサレムにいるおもだったキリストの使徒たちを彼が訪問した結果からもわかります。パウロは、異邦人の間で宣べ伝えていた福音を使徒たちの前に示すよう、「啓示によって」（ガラテヤ二・二）命じられました。彼がそうした時、彼は自分が復活した主ご自身から十分教わっていたことを知りました。キリストの死を目撃し、彼が死人の中から復活した後、彼と会話し、ペンテコステの日に聖霊で満たされた人たちは、主がご自身の愛の知らせを宣べ伝えさせるために選んだ人に対して、何も付け加えませんでした。


  彼らは何も付け加えなかっただけでなく、「彼に与えられた恵みを認め」、この人に真に「福音が委ねられた」（ガラテヤ二・六、七、九）ことを理解しました。そこで、彼らは「交わりの右手」を彼に差し出しました。これは、彼が宣べ伝えた福音は使徒たち全員が宣べ伝えた福音と完全に調和していたことを示します。使徒たちが宣べ伝えた福音は、キリストが受難後「四十日間」彼らに現われて、「神の国のことを話された」（使徒一・三）時、まぎれもなくキリストご自身から与えられたものでした。


  こういうわけで、カルバリのメッセージは主の直接の啓示によりパウロに与えられました。ですから、それが彼の生涯を支配し、彼のすべての文書に織り込まれたのも驚くにはあたりません。彼は、神・人が実際に死なれるところを目撃したわけではありませんでしたが、心に燃えて彼の十字架と受難を宣べ伝えました。彼の宣べ伝えはとても力強く、聖霊の光に満ちていました。それゆえ、彼はガラテヤ人たちに、「十字架につけられたイエス・キリストが、まさにあなたたちの目の前に大きく描き出されたのです」（モールによるガラテヤ三・一の翻訳）と宣言することができました。


  彼の死を解き明かす使者を通して、私たちが慎んで主ご自身に耳を傾ける時、どうか聖霊なる神がパウロの十字架の福音をもう一度証ししてくださいますように。


  



  十字架と生まれながらの人


  
    生まれながらの人は、御霊に属することを受け入れません。それは彼には愚かなことだからです。（一コリント二・十四）

    十字架のことばは滅びつつある人々にとっては愚かです。（一コリント一・十八）

    十字架につけられたキリストは、ユダヤ人にとってはつまずき、異邦人にとっては愚かです。（一コリント一・二三）

  


  パウロはイエス・キリストの直接の啓示により彼の福音を受けましたが、生まれながらの人がその福音を受け入れるだろうとは夢想しませんでした。彼はイザヤと同じく、「主の御腕」である十字架は聖霊によって啓示されなければならないことを知っていました。なぜなら、不信仰の子たちの暗くされた知性（エペソ四・十八）や反逆的な意志にとって、十字架のメッセージはすべて愚かに見えるからです。


  別の人の死による救いだって！そんなのは「全く正義に反する」！人は自分自身を救えないだって！そんなことはない、全く馬鹿げている！


  ユダヤ人にとって、十字架の言葉はさらに大きなつまずきの石でした。彼らの聖書には、「神の目に、木にかけられる者は呪われている」（七十人訳）と記されていなかったでしょうか？


  パウロは、十字架につけられたメシヤをユダヤ人に宣べ伝えた時、「神に呪われている」、「神に対する冒涜だ」と何度も非難されたにちがいありません。なぜなら、ユダヤ人は主イエスについて話す時、しばしば彼を「木にかけられた者」（申命記二一・二三ヘブル語原文、ライトフット）という名で呼んでいたからです。


  ユダヤ人は御霊の照らしから離れていたため、申命記のその御言葉の意味を理解できませんでした。その御言葉は、カルバリの木の上で「私たちのために呪われたもの」となられたキリストの十字架を解き明かしているのです。


  しかし、ユダヤ人は王として地上を治めるメシヤを求めていました。そして、イザヤの預言を読む時、彼らは来たるべき方の栄光と王権の予示しか見ていませんでした。彼らはこのような先入観を持っていたので、自分たちの求めるメシヤを知らせる権威の証拠として、「天からのしるしを見せてください」と何度も主イエスに要求しました。主は心を痛めて、「ヨナのしるしのほかには、しるしは与えられません」「ヨナは三日三晩大魚の腹の中にいましたが、同様に、人の子も三日三晩、地の中にいるからです」と答えられました（マタイ十二・三八～四〇）。


  預言者イザヤは、カルバリと墓について預言しました。また、預言者ヨナの不思議な経験も、カルバリと墓を示しました。カルバリと墓こそ、神がメシヤを知らせるために約束された特別な「しるし」でした。しかし、イザヤはイスラエルについてこう記しました、「彼らの耳は遠く、目はつぶっている」（マタイ十三・十四、十六）。盲目な民に関する彼の預言は成就しました。


  「ユダヤ人はしるしを求める」とパウロは記しています。しかしユダヤ人は、神が予告されたしるしを見る目を持っていませんでした。また、「ギリシャ人は知恵を求める」とパウロは記しています。しかしギリシャ人は、「十字架につけられたキリスト」が神の力であり、神の知恵であることを理解できませんでした。


  



  十字架と人間的な知恵


  
    十字架のことばは神の力です。それは、こう書かれているからです。「わたしは知恵ある者の知恵を滅ぼす」。（一コリント一・十八、十九）

  


  パウロはかつて、十字架につけられたメシヤの物語を苦々しい敵対心で拒絶するパリサイ人でした。しかし今、天からの幻により、彼は十字架の目的を深く理解します。彼は十字架を、エデンの園での堕落の一つの原因に対する、エホバの決定的打撃として見ています。


  「女が見ると、賢くするというその木はいかにも好ましかった。」（創世記三・六）


  「主によって設けられた制限を越えて、知識を得たい」という願望が、堕落の原因の一つでした。その影響は今日まで及んでいます。知性の驕りは、いまだに人が創造主を知る邪魔をしています。


  十字架による救いは、堕落した被造物の知的傲慢に対する、全知なる創造主の決定的一撃でした。なぜなら、「十字架の言葉」は、「知恵ある者の知恵」を「滅ぼし」、無にする神の力だからです。神の力である十字架は、生まれながらの人の理解を遙かに越えています。ですから生まれながらの人は、自分の知性を創造主に明け渡し、エホバの御言葉だけに基づいて十字架のメッセージを受け入れなければなりません。


  「神の愚かさ」は「人よりも賢い」と聖書は告げます。すべての人が、創造主に知られているとおりに自分自身を知る日が来ます。その日、肉的な推論では「愚か」に見えたすべてのことが、実は神の最高の知恵だったことがわかるでしょう。


  「十字架の言葉」は神の力です。そしてそれを通して、全知なる主はすでに「この世の知恵」を「愚かな」ものにされつつあります。この世は「自分の知恵によって」神を知ることができないでいます。「神はみこころによって、宣教のことばの愚かさを通して、信じる者を救おうと定められたのです」（一コリント一・二一欄外）。愚かに見える「宣教のことば」を通して、神は咎と罪の力からの救いの奇跡をなされつつあります。そして、多くの兄弟たちの間で最初に生まれた方――死者の中から最初に生まれた方――のすがたにかたどって、新しい種族を再創造されつつあります。


  「弱さのゆえに十字架につけられた」方において現わされた「神の弱さ」は、「人よりも強い」のです。恥の十字架上で弱々しく苦しみを受けた救い主は、信じるすべての人を救う大能の力を持っておられます。


  



  十字架と真の知恵


  
    しかし、私たちは知恵を語ります。この世の知恵ではなく、奥義としての神の知恵を語ります。（一コリント二・六～八）

  


  十字架の言葉は、「救われつつある」人々にとって、知識の傲りを無にする神の力です。そのおかげで、彼らは神の知恵を教わることができます。神の知恵は、「目が見たことのないもの、耳が聞いたことのないもの、そして、人の心に思い浮かんだことのないもの」です。


  神の知恵は生まれながらの人にとって奥義です。しかし、神の知恵は神を愛するすべての人に神の霊によって啓示されます。使徒はまた、この世の知恵が過ぎ去る時、神の知恵は「私たちの栄光」となる、と記しています。


  「奥義としての神の知恵」は、「神の奥義であるキリスト」（コロサイ二・二、三）です。「このキリストのうちに、知恵と知識との宝がすべて隠されているのです」（コロサイ二・二、三）。十字架につけられたメシヤは、ユダヤ人であってもギリシャ人であっても、召された者にとっては、神の力、神の知恵です（一コリント一・二三、二四）。


  



  第三章 十字架の二重のメッセージ


  
    このように、キリストは苦しみを受けられたのですから、あなたたちも同じ思いで自分自身を武装しなさい。なぜなら、肉体において苦しみを受けた人は、罪を断ち切ったからです。（一ペテロ四・一）

    彼の十字架の血を通して平和をつくり………彼は、その肉の体において、死を通して、あなたたちをご自身と和解させてくださいました。（コロサイ一・二〇～二二）

  


  イザヤの預言は、悲しみの人の受難と死が自分自身のためではなく、さまよって行った人々のためだったこと、また悲しみの人は御父の格別な御旨により「罪のためのささげもの」となったことを、私たちに告げます。御父の御旨は、「彼を砕き」、「彼を痛めつける」ことでした。


  使徒パウロは同じテーマを取り上げて、神ご自身がキリスト・イエスの犠牲を計画し、それを「血による、また信仰による、なだめ」（ローマ三・二五）とされたことをローマ人に書いています。ただこうすることによってのみ、神は「罪を過ぎ越し」つつ、しかも罪の世に対してご自身の義を示すことができました。


  エホバはご自身の御子を惜しまずに、私たちすべてのために渡されました！そうです、神ご自身が「キリストにあって、この世をご自身と和解させてくださった」と記されています。なぜなら、御父と御子は一つだからです。


  聖霊なる神によって遣わされ、備えられた使者たちは、平和のたよりを宣べ伝えなければなりません。彼らは復活した神の御子により、その大使として任命されています。ですから彼らは、「キリストに代わって」滅びつつある人々に懇願し、自分たちを通して「あたかも神が懇願しておられるかのように」、「神と和解しなさい」と告げなければなりません。


  コロサイ人たちにパウロは書き送りました、「彼の十字架の血を通して平和をつくり」、悪い行ないのゆえに、神から離れ、神の敵となっていた「あなたたちを、彼は今、その肉の体において、死を通して、ご自身と和解させてくださいました」。


  「彼の十字架の血を通して平和をつくり」は、キリストの犠牲のなだめの面を述べています。彼はひとりで酒ぶねを踏み、民のうちに彼と事を共にする者はいませんでした（イザヤ六三・三、欽定訳）。「その肉の体において、死を通して」罪人が神と和解することは、救い主と救われた者が一つであることを私たちに示しています。この後者の面において、私たちは代表人である第二のアダムを見ます。そして彼の死の中で、信仰によって彼に結び合わされる人がみな、どのように自分の罪の刑罰を受け、彼を通して神と和解するのかを見ます。


  使徒は続けます。「その肉の体において、死を通して、あなたたちを、聖く、傷なく、御前で非難されるところのない者として、ささげるためでした」。


  十字架は、和解した魂が新しい領域に入るための門です。その領域で魂は、キリストにあって「聖く」、傷なく、御前で非難されるところのない者として、御父にささげられます。こうして和解する人たちは、キリストと共に自分の古い罪に対して死にます。彼らの「悪い行ない」――これにより彼らは神を離れ、心の中で神の敵になっていました――は、今や後に残されます。彼らは以前の生活を続けるために「和解する」のではありません。


  ですから、「彼の十字架の血を通しての平和」と、キリストの体において死を通して神と和解するというメッセージは、罪の刑罰からの解放だけでなく、罪の力からの解放をも含みます。


  もっと簡単に言うと、私たちは使徒ペテロが宣言した罪の束縛からの解放を、過去の罪の赦しと共に得ます。彼は第一の手紙の中でキリストの受難について記しています、「彼は自ら木の上で、私たちの罪をその身に負われました。それは、私たちが罪に対して死に、義に対して生きるためです」。改訂訳欄外の別訳はさらに印象的です。それは、キリストは「その体において、私たちの罪をその木へ運ばれた」と述べています。これは確かに、私たちが罪の支配下にとどまって、何度も罪を犯すためではありません！


  死による信者の救い主との結合を、使徒はこのように明言しています。主イエスは、十字架の贖いの犠牲によって平和をつくり、私たちの罪をその木へ運ばれました。それは、彼にあって私たちが罪とその力に対して死ぬためでした。そして今、私たちは神からの彼のいのちにあずかり、私たちの心の中に住まわれる聖にして義なる方の力によって「義のために生きます」。


  使徒はイザヤの預言を引用してさらに言います、「彼の打ち傷によって、あなたたちはいやされたのです」。彼は、罪の刑罰と罪の束縛からの解放を、あの最も聖なる十字架の預言に結びつけます。


  私たちのために実際に砕かれ、苦しみを受けてくださったのは、神の小羊でした。それは、彼のいのちの癒しの力を、信じる私たちに分け与えるためでした。私たちは、彼が私たちの罪をその木へ運ばれたこと、そして自分は彼にあってそれらの罪に対して死に、今神に対して生きていることを信じます。


  これこそ、復活した主がパウロに啓示されたカルバリのメッセージです。また、ペテロの言葉から確証されるように、これこそペンテコステの日に使徒たち全員が宣べ伝えた福音です。神の教会は、カルバリの福音を宣べ伝えるとき、十字架の言葉のこの二つの面を切り離すことにより大きな損害を被ってきました。


  さらに、明らかにパウロは、罪の力からの解放を高度な経験として教えませんでした。というのは、ローマの回心者たちに手紙を書いた時、彼はキリストと共なる死を初歩的な経験の段階として話したように思われるからです。彼らがそれを知らないのを知って、彼は驚きました。なぜなら、キリストの死にあずかることは、彼らにとって、彼のいのちの新しさを経験するための唯一の基礎だったからです。


  



  十字架と罪の束縛


  
    彼とともに十字架につけられました。それは、私たちがもはやこれからは罪の奴隷でなくなるためです。（ローマ六・六）

  


  パウロは神の素晴らしい計画を続けて示す際、「御子の死を通して神と和解させられたのなら、和解させられた私たちが、彼のいのちによって救いにあずかるのは、なおさらのことです」（ローマ五・十欄外）とローマ人たちに書きました。神の計画は、神とこのように和解して義の賜物を受けているすべての人が「いのちの中で支配する」（ローマ五・十七）ことです。かつて罪が彼らを支配したように、恵みがイエス・キリストを通して支配します。


  しかし、こう尋ねる人がいるかもしれません。神が豊かな恵みを示すために、「私たちは罪の中にとどまるべきでしょうか？」（ローマ六・一）。とんでもない！と使徒は答えます。キリストの死と、そこから満ちあふれる神の無代価の恵みとは、断じて罪に仕えるためではありえません！


  神の豊かな恵みが御子の死を通して罪人に与えられるのは事実です。しかし、私たちは神の御子と共に「死にました」。ですから、罪に対して死んだ私たちが、どうしてなおもその中に生きられるでしょう？（ローマ六・二、Ｃ．Ｈ．参照）


  十字架の使徒は書きつつ深く感動します！「イエス・キリストの啓示」によって彼はカルバリの意義を示されました。そして十字架の光の中、彼は堕落の深さと罪の極度の罪深さを見ました。神の御子ご自身が未曾有の苦しみと恥を受けて死ぬ以外、破滅した罪人を救う手だてがなかったほど、堕落は深く、罪は極度に罪深いのです。


  キリストは罪から解放するために死なれました。それなのに「罪の中にとどまり続ける」とは！とんでもないことです！罪は増し加わりましたが、罪人を束縛から救うために、「恵みはさらに満ちあふれました」。


  キリストにより示されたカルバリの上に輝く光の中、使徒はあの死の意義を示します。そのためローマ人たちは、キリストの死の目的について、もはや無知のままではいられませんでした。


  「私たちの古い人は彼と共に十字架につけられました」が、堕落した罪人に対するカルバリのメッセージであり、罪の束縛からの解放の鍵です。キリストの中にバプテスマされた人はみな、「彼の死の中にバプテスマされました」。「死のバプテスマ」を通して、彼らは彼の墓の中に葬られました（ローマ六・四）。それは、「キリストが死者の中からよみがえられたように」、彼らが彼の十字架と墓を自分と過去との間に横たわる大きな深淵とみなし、復活したキリストと共に出てきて、「いのちの新しさの中を歩む」（ローマ六・四）ためです。


  もちろんこれは、彼らが彼の死の中で主と本当に親密に結ばれていればの話でした！心の中で承認するだけでは、復活した主との真の結合は生じませんでした。彼らは、十字架につけられた方と聖霊によって堅く結ばれて、まさに彼の死の「様」にあずからなければならなかったのです（ローマ六・五）。


  もしこの結合が存在するなら、彼らは彼の復活の力を経験し、「彼と共に十字架につけられた」ことを知るでしょう。そして、「もはや罪に束縛されず」、罪の奴隷ではなくなるでしょう（ローマ六・六、Ｃ．Ｈ．）。なぜなら、「死んでしまった者は、罪から解放されている」からです。罪にはもはや支配権はありません。罪の圧制は終ります。


  さらに、キリストの死には消極的解放以上の意義がありました。彼らが罪の支配から解放されたのは、死によるだけでなく、いのちにもよりました。死と墓に勝利したキリストのいのちが彼らに現わされます。もし古きに対して「死んだ」のが本当なら、彼らはキリストと共に生き、彼が今生きているいのち――新しいいのち、「神に生きる」いのち（ローマ六・十）――にあずかるでしょう。


  豊かないのち、いのちの中で支配することが、カルバリの目的でした。キリストが死なれたのは、私たちのために、罪に対して死なれたのです。彼は「ただ一度」（ローマ六・十）死なれました。ですから彼らは、自分が彼と共に罪に対して死んだことを認め、罪が自分を支配するのを徹底的に拒むべきでした。なぜなら彼らは、「キリスト・イエスにあって神に対して生きて」いたからです。いのちそのものである彼の中に住むなら、彼らは彼らの主であるイエス・キリストにあって、いのちの中で支配するでしょう。


  しかし忘れてはならないのは、これを実際に生かし出す必要があるということです！キリストと共に十字架につけられたのが本当なら、罪にふけったり、自分の体の肢体を不義の武器としてささげることはできません。さもないと、「神の恵みを無にする」ことになります。カルバリの完全な解放を経験したければ、十字架につけられた方と共に死んだことを喜んで認める必要があるだけでなく、「死んで生きている者」（ローマ六・十三、モール）として自分を神にささげ、「いのちの新しさ」の中で自分の体の肢体を義の武器として神にささげなければなりません。


  しかし、ここで別の疑問が生じます。私たちを解放する恵みによって、自由の限度を踏み越えるおそれが生じるのではないでしょうか？（ローマ六・十五）


  「とんでもない！」と使徒は再び叫びます。彼の死と復活によるキリストとの結合は、人間存在の中心深くにおける革命を意味することを、彼らは知らなかったのでしょうか？このようにキリストの死の力を経験した人々は、「伝えられた」模範に「心から服従」しました（ローマ六・十七欄外）。彼らはいのちの新しさの中で、罪のしもべになるかわりに喜んで「神のしもべ」になり、楽しい神への従順により、毎日自発的に自分の肢体を「義の奴隷」としてささげました。


  ローマ人への手紙のこの章には、十字架の分離する力がはっきりと示されています。罪の刑罰と罪の束縛からの解放の働きは、カルバリで達成されました。使徒はローマのクリスチャンたちに、断固たる信仰の行いによってキリストの死の成果にあずかるよう求めます。キリストと共に十字架上で彼らは死にました。そして彼の死により、彼らは古い生活から断ち切られました。彼らは「彼の死と同じようになることによって、彼に結び合わされた」のですから、自分は彼と共に十字架につけられたこと、「罪に対して死に」（ローマ六・十一節、Ｃ．Ｈ．）、彼にあって神に対して生きていることを認めるべきでした。


  「私はそう認めてきましたが、まるで嘘を認めているようです」と、求める心の持ち主は叫ぶかもしれません。


  ああ、あなたの目はおそらく、間違った方向を向いているのです。あなたは、あなたの救い主の御業よりも「認める」ことに気を取られて、内側を見ています。認めるべき対象以外のものを「認め」ても、聖霊は証ししてくださいません。


  カルバリを見なさい。主イエスはあなたのために死んで、あなたの代表者としてあなたをご自身と共に十字架に連れて行かれました。あなたは本当に、自覚しているすべての罪と手を切る決意をされたでしょうか？あなたは、キリストと共なる死が自分の経験になることを願っておられるでしょうか？もしそうなら、この決定的瞬間から、自分は十字架につけられた主と共にその木に釘付けられた、と見なしてください。


  聖霊に信頼し、神の御言葉を信じ、「それゆえ罪に支配させてはなりません」。なぜなら、キリストの死を通して、またあなたがあの死にあずかることを通して、「罪があなたを支配することはありません」（ローマ六・十四、Ｃ．Ｈ．）と神は言われたからです。


  おお、神の子供よ、あなたは十字架上でキリストの中に隠され、彼のいのちによって彼に結び合わされました。あなたがなすべきことは、あなたの意志を常に働かせて選ぶことです。なぜなら、「あなたは服従する相手の奴隷」（ローマ六・十六、欽定訳）だからです。激しい誘惑の時、あなたは直ちにあなたの中心に、すなわち十字架に逃れなければなりません。そして、あなたをそこに導いてくださった方の中に隠れて、彼にあってあなたのいるべき所から連れ出されないようにしなければなりません。何かがあなたに臨んでも、自分でそれに取り組むのではなく、すべて彼（あなたは彼のいのちにあずかっています）に渡しなさい。そうするなら、彼は毎日あなたを解放して保護できることがわかるでしょう。


  「しかし今は、罪の束縛から解放されて、神の働きの奴隷となりました」（ローマ六・二二、Ｃ．Ｈ．）。あなたは罪を罪と呼んで、正直に罪を取り扱わなければなりません。またあなたは、御旨を願わせ、行わせてくださる主に信頼して、あなたの主に従順に歩むよう堅く心がけなければなりません。


  試練や誘惑に圧迫される時、圧迫されるままに、主の御顔の光の中にのがれましょう。そうするなら、あなたは主の光の中ですべてを見ることができます。あなたは「神が光の中におられるように光の中を歩み」、あなたをすべての罪から清めるイエス・キリストの尊い血を持ちます。「もしだれかが罪を犯しても、私たちには御父と共なる弁護者がいます。それは、義なるイエス・キリストです」。彼は「私たちの罪のための、私たちの罪だけでなく全世界のための、なだめの供え物です」（一ヨハネ二・一、二）。


  



  
    * * * * * * * * * *
  


  



  しかし、私たちは解放を切望するようになる前に、自分の鎖の重さを感じる必要があります。ここで、私たちはローマ人への手紙第七章で解き明かされている律法の目的に来ます。


  



  第四章 十字架と律法


  
    次のことばは信頼すべきことばです。「もし私たちが、彼とともに死んだのなら、彼とともに生きるようになる」（二テモテ二・十一）

    あなたたちも、キリストの体を通して、律法に対して死んだのです。今は、私たちは自分を捕えていた律法に対して死んだので、律法から解放されています。（ローマ七・四、六）

  


  死による解放について、使徒はさらに語り続けます。カルバリの十字架は神との和解の場所であり、罪の力からの解放の場所です。しかし、キリストと共に十字架につけられる人は、彼と共に罪の束縛に対して死ぬだけでなく、「律法」の束縛に対しても死にます。律法は無力な罪人に服従を要求しましたが、罪人は律法に従うことができませんでした。律法は、罪人をいっそう深く死の無力さへと至らせました。


  ローマ人への手紙五～八章における使徒の思想の流れは、クリスチャンが生活の中で実際に経験する事実と驚くほどよく一致します。これらの章をよく理解するには、内側から理解するしかありません。ある程度経験を積まなければ、ローマのクリスチャンに手紙を書いた時のパウロの立場から見ることはできません。


  彼は、「律法がはいって来たのは、違反が増し加わるためです」（ローマ五・二〇、二一）と記しています。しかし、罪とその忌まわしさの「増し加わり」を示すことを神が意図されたのは、彼の恵みが「あふれるほど豊かに」示されるためでした。


  あわれな罪人を「罪が支配したように」、贖われた人の中で「恵み」――無償の義の賜物――が「支配」し、勝利します。


  次に、恵みが入って来て支配するのは死によってであることが示されます。なぜなら、死以外の何ものも、罪人を鎖から解放できなかったからです。罪の報酬は死であり、罪の報酬は支払われなければなりません。死の宣告は執行されなければなりません。そして、代表者たるキリストの死により、その刑罰は執行されました。十字架につけられた主と共に死んだ人を、罪はもはや支配しません。罪の支配は終ります。


  信者は、自分を死に定めていた律法に対しても死にます。信者は、彼の死の中でキリストに結び合わされ、「キリストの体を通して、律法に対して死にます」（ローマ七・四）。それゆえ、信者は自分を捕らえていたものに対して「死んだ」ので、律法の要求から「解放」されます。


  死んだ人に対して、律法はもはや「あなたは………するべきです」と言うことはできません。なぜなら、彼は死の門をくぐって、律法の届かない別の領域に入ったからです。その領域とは「キリスト・イエス」です。キリスト・イエスの中で、彼は新しい方法で、喜んで服従する新しい霊をもって、神に仕えます。これまでのように、律法の文字への強制的隷従によるのではありません（ローマ七・六）。


  ここで別の疑問が生じます。それでは、神によって与えられた「律法」は罪なのでしょうか（ローマ七・七参照）？もう一度、使徒は「とんでもない」と答えます。そして続けて、律法が与えられた理由と、律法の実際上の働きを示します。律法は、十字架につけられて復活した主により解放される所に魂を導きます。なぜなら、自己に絶望している人だけが、キリストと共なる死による解放という知らせを、福音として迎えることができるからです。律法は私たちをキリストに導く教師です。


  律法の要求からの解放について述べた後、使徒は魂の中の苦しい葛藤を生々しく描写しました。その魂は、内なる人においては神のみこころを喜んでいますが、パウロが示したキリストの死による解放を理解していませんでした。


  ローマ人への手紙第七章は、これまでさんざん議論されてきました。パウロがこの章を書いたとき何を目的としていたにせよ、少なくともこれだけは確かに言えるでしょう。この章は、罪――神のみこころを行ないたいという願いにより活動を始めた――の圧制下にある人の姿を力強く描写しているのです。


  魂を死の場所に導くのは律法です。なぜなら、「死」はまさに葛藤の終わりだからです。もはや戦えなくなって、「誰が私を救ってくれるのでしょう？」と絶望して叫ぶ時、魂はその地点に到達します。


  パウロは記します、「私は律法を通して律法に死にました。それは、私が神に生きるためです」（ガラテヤ二・十九）。


  学問的観点からローマ人への手紙第七章を論じるのは容易です。けれども、私たちは自分自身の束縛を打ち砕くよう熱心に努めましょう。そうするならすぐに、その描写の真実さと、それが描写する経験の苦しさがわかるでしょう。


  律法がどのように人を終らせて、私たちの主イエス・キリストによる解放にあずからせるのか、御言葉から簡単に見ることにしましょう。


  



  律法は罪の何たるかを私たちに知らせるために与えられた


  
    律法によらずには、私は罪を知らなかったでしょう。（七節）

  


  たとえば、神が律法を与えず、「むさぼってはならない」と言われなかったら、どうして私たちはむさぼりが罪であると知ることができたでしょう？


  



  律法は罪の敵意を示すために与えられた


  
    罪はこの戒めによって機会を捕え、私のうちにむさぼりを引き起こしました。なぜなら、律法がなければ罪は死んでいるからです。（八節）

  


  人の心は、実際この描写のとおりです！私たちは「むさぼってはならない」と言われると、禁じられた当のことをすぐにしてしまうのです。


  「あなたは………してはならない」という戒めは、堕落した性質中にある、神の聖なる御旨に対するあらゆる敵意を呼び起こします。なぜなら、「肉の思いは神に対して反抗するからです」（ローマ八・七）。


  律法の戒めがなければ、「罪は死んでいます」。つまり、何の敵意も戦いもありません。人が自分勝手な道を行き、肉や心の欲望を満たす時、そこには何の戦いもありません。しかし、人が神の律法の前に来て、それを守ろうとする時、罪が目ざめ、その人の中で神の戒めに反するありとあらゆる働きをします。


  ですから律法は、人に人自身を示し、人の内にある神の律法への敵意を示すために与えられているのです。


  このように、律法は人の中にひそむ神への敵対心を人に示すために与えられたのです。


  



  律法は私たちを死に導くために与えられた


  
    私はかつて律法なしに生きていましたが、戒めが来たとき、罪が生き、私は死にました。（九節）

  


  かつて神の要求を何も知らなかった時、「私は律法なしに生きていました」。


  ところが、すべて順調だと思っていた矢先、私は突然、「あなたは………しなければならない」、「あなたは………してはならない」という私の創造者の戒めに直面しました。私の中で何かが目ざめ、神の律法に対して戦いました。それまで罪は休止状態でしたが、「罪がよみがえりました」。私は律法に従うことができませんでした。私は無力だったからです。


  罪は、神の戒めによって機会を捕え、その力と要求を私に示しました。私は、罪が私よりも強いことを現実に知りました。罪は私を惑わしました！私は、その結果が死であることを知りながら、その誘惑に屈服せざるをえませんでした。私には罪の報酬である死しかありません。罪は「私を殺しました」（十一節）。


  神の戒めは私をよりよい生活に導いてくれるはずでした。ところがそれは、私を死の無力さの中にますます深く沈め（十節）、「私は死んだ」という絶望の中に沈めました。


  



  律法は罪の罪深さを示すために与えられた


  
    律法は聖なるものであり、正しく、また良いものです。（中略）戒めによって、罪は極度に罪深いものとなりました。（十二、十三節）

  


  律法の聖さにより、「罪は罪として示されます」！創造者が考案された計画はなんと素晴らしいのでしょう！創造者は律法を用いて、罪の概念を持たない被造物に罪の何たるかを教え、さらに救いの必要性をも知らせてくださいます。


  罪は「極度に罪深く」ならなければなりません。その時はじめて、人は罪を忌み嫌い、罪を解決したいと願い、罪の束縛から解放されます。


  救い主の必要性を実感する時はじめて、人は救い主を歓迎することができます。


  堕落の深さを見る時はじめて、人は救いの高さ、深さ、広さ、長さを理解することができます。


  聖であり、正しく、良いものである「戒めにより」、またそれを守ろうとする、人の空しい努力により、神は人が自分と自分の状態を知るようにされます。


  



  死の無力さに導く律法


  
    罪は私に死をもたらす。（十三節）

    売られて罪の下にある。（十四節）

    私のうち、すなわち、私の肉のうちには善が住んでいません。（十八節）

  


  なんと苦しい葛藤でしょう！なんと人の高ぶりを低くするものでしょう！その人は叫びます、「律法は霊的なものです」「しかし、私は肉であり、売られて罪の下にあります」。事実、私は奴隷です。「私は自分が憎むことを行なっている」からです（十五節）。


  私が罪を憎んでいる事実こそ、私の目が神の御旨の美しさや卓越性に対して開かれている証拠です（十六節）。私はまるで二重人格者のようです。私の意志は正しいことを行ないたいと願います。しかし、私は「善を行なう」ことができません（十八節）。ですからある意味、悪を行なっているのは私ではなく、私を支配して虐げている罪なのです（十七節）。


  私は本当に奴隷です！このような隷従があるでしょうか？私は今、「私の内には善が住んでいない」ことを知ります（十八節）。私より邪悪な人間は地上に存在しません。もはや「自分は他の人々のようではない」とは決して思えません。以前、魂はこのような束縛の中になかったでしょうか？私は、自分がしたいと思う「善」を行なわないで、かえって、したくない「悪」を行なっています（十九節）！


  最終的に、「善をしたいと願っている私に悪が宿っている」（二一節）ことがわかります。「私は内なる人としては神の律法を喜びます」（二二節）。しかし、私の肢体の中には別の律法があって、それが「私の心の律法に対して戦っている」のを私は見ます（二三節）。私は罪の圧制下で奴隷にされています。


  



  解放の時


  
    ああ、私はなんとみじめな人でしょう！誰がこの死の体から私を解放してくれるのでしょう？（二四節欄外）

    私たちの主イエス・キリストにより神に感謝します。（二五節）

  


  そうです、解放される準備が整った時、魂は解放されます。「みじめな人」は助けを求めて叫びました。そしてその叫びの中で、自分では自分自身を解放できないことを告白しました！


  生活の傲りは打ち砕かれました。


  律法に従うことを願う「内なる人」は、神の目に「良しとされること」を行なおうと、ありとあらゆる努力をしたにもかかわらず、自分も自分の罪も克服できませんでした。彼は十字架の完全なメッセージを理解しませんでした。彼は、自分がキリストと共に死んだことや、キリストにあって罪の圧制と律法の要求から解放されたことを見ませんでした。彼は、この苦しい葛藤によって、自分の必要を見いださなければならなかったのです。


  彼はおそらく、神の恵みの助けにより、「内なる人」は神を喜ばせることができる、と思ったのでしょう。十字架の血を通して神と和解することにより、御霊によって始まったのに、肉の助けによって「完成される」（恵みによって成長する）ことができると思ったのでしょう！


  いいえ、「みじめな人」よ、再びカルバリに戻りなさい。あなたには、あなたの内にある別の力――聖霊の力――が必要なのです。「キリストにあるいのちの霊の法則」だけが、カルバリにおけるイエス・キリストの御業を通して、あなたを解放できるのです。


  あなたが自分自身の力で懸命に守ろうとしていた「律法」は、「人が生きている間だけ権限を持ちます」（ローマ七・一）。


  あなたは、あなたの救い主と共に十字架につけられ、彼と共に死に、キリストのからだを通して「律法に対して死にました」。


  「神の御業を信じる信仰」（コロサイ二・十二）により、あなたはこれを信じるでしょうか？


  もし信じるなら、あなたは律法の要求から解放されます。律法に対して「死んだ」からです！あなたは「死者の中からよみがえった方に結ばれ」（ローマ七・四）ます。あなたが自分の内に働く方に信頼する時、彼にある「いのちの霊の法則」はあなたを自由にします（ローマ人八・二、三）。「もし子があなたたちを自由にするなら、あなたたちはほんとうに自由なのです」。


  外側からあなたに命じる「律法にはできなかったこと」（ローマ八・二、三）を、あなたの代わりに死ぬためにあなたに似た姿で遣わされた神ご自身の御子は、あなたの内側で行うことができます。あなたが全く守れなかった「律法の要求」は、あなたが神の霊に明け渡し、「肉にしたがってではなく、御霊にしたがって歩む」（ローマ八・四）時、今あなたのうちで全うされます。


  ああ、あなたは絶え間ない罪定めの中に生きてきました。しかし、「私たちの主であるイエス・キリストによる」解放を叫び求め、心の中で死を覚悟し、自分にではなく死者をよみがえらせてくださる神に拠り頼む人々に対して、「もはや罪定めはありません」（ローマ八・一）。なぜなら彼らは、「キリスト・イエスにあって」、新しい法則の力、いのちの霊の内なる働きを経験するからです。この新しい法則は、罪の支配の古い法則と死の無力さから彼らを解放します。


  「キリストは自由を得させるために私たちを解放してくださいました。ですから、しっかり立って、再び奴隷のくびきを負わされないようにしなさい」（ガラテヤ五・一）。「御霊に属すること」（ローマ八・五）を思いつつ、一歩一歩御霊によって歩みなさい。あなたの内に住んでおられるいのちの霊の力によって「からだの行ないを殺す」（ローマ八・十三）よう気をつけなさい。こうしてあなたは生き、毎日神の霊によって導かれるでしょう。神への奴隷的な恐れは過ぎ去り、あなたは自分が御父の子供であることを知るでしょう。もし子供であるなら相続人でもあります。栄光を共に受けるために彼と苦難を共にするなら、あなたは神の相続人であり、キリストと共同の相続人なのです（ローマ八・十六、十七参照）。


  



  
    解放された、解放された！

    おお、罪の法則に縛られている捕らわれ人よ！

    いのちの別の法則があり、

    それがあなたを内側から生かす。

    あなたが御霊に信頼する時、

    彼のいのちは今、

    あなたの魂の器たる

    あなたの体の肢体を治める。

    

    解放された！イエスにあって解放された！

    あなたは彼と共に十字架につけられた。

    中心から辺縁に至るまで

    彼は罪の力を砕かれる。

    あなたの体はもはや、

    何の「法則」もないかのごとく行動してはならない。

    彼の「いのちの法則」は今や、

    放縦だったものをすべて治めねばならぬ。

    

    解放された！イエスにあって解放された！

    あなたは彼の死の中に深く植えられた。

    彼はいのちの力を解放し、

    霊の息を息吹かれる。

    その時、生かすいのちの力と共に、

    彼はあなたの霊を強められる。

    霊が魂と体を治め、

    体の肢体の戦いはやむ！

    

    Ｍ．Ｍ．

  


  



  第五章 キリストと共に十字架につけられた


  
    キリストは主となるために、死んで、復活されたのです。（ローマ十四・九）

    私は神に生きるために律法を通して律法に死にました。私はキリストと共に十字架につけられました。もはや私ではなく、キリストです。（ガラテヤ二・十九、二〇）

  


  パウロはためらわずに自分の経験を話します。なぜなら、彼はローマ人やガラテヤ人に自分が経験しなかった福音を宣べ伝えているのではないからです。彼は、キリストと共なる死に関してローマ人に書き送ったすべてのことを、ガラテヤ人への手紙のこの節で要約しています。


  彼はローマ人に対して、「私たち」、「私たちの」と言いました。ところがガラテヤ人に対しては、「私！」と言いました。「私は」「律法に死にました」、「私はキリストと共に十字架につけられました」というように。


  これらの言葉は、カルバリの解放の最も深い意義を表しています。そのメッセージを単純に受け入れれば受け入れるほど、私たちは十字架の言葉を解放する神の力としてますます速やかに経験します。


  この「私」は、堕落以降、あらゆる人間生活の中心的源でした。パウロは叫びます、この「私」は「キリストと共に十字架につけられた」と。律法は私をこの死の場所に連れて来るための手段でした。その場所で、私は自分の絶望的状態を知りました。その場所で私は、私のうち、すなわち、私の肉のうちに善が住んでいないことを見いだしました。その場所で、私は自分の苦闘をやめて、他に助けを叫び求めました。「律法」は律法に対して死ぬあの場所に私を導きました。律法に従うことは全く不可能だからです。１そして、私はそこから逃れて、キリストの死の中に隠れました。今、私は彼と共に死にました。


  
    １ 「律法の働きによって人が追いやられる、弱さや衰弱の感覚」は、「実際に死ぬ過程」である。（ライトフット）

  


  神の言葉はみな、一度の適用で使い尽くされるものではないことを、覚えておく必要があります。私たちは彼に導かれる時、十字架のメッセージがその意義を増しつつ広がっていき、いっそう深い必要に応じるようになるのを知ります。最初、私たちはキリストと共なる私たちの死を、ただ罪の束縛との関連で理解するにすぎません。私たちのために死につつある十字架につけられた主を見つめながら、私たちはローマ人への手紙六章六節の「私たちの古い人は彼と共に十字架につけられました」というパウロの宣言に耳を傾け、自分が罪に対して死んだことを認め、「怒り、憤り、悪意、悪口、ののしり」（コロサイ三・八、九、Ｃ．Ｈ．注）や、明白な「肉の行ない」をすべて捨て去ります。その時、私たちは喜びと共に、十字架の言葉は信じるすべての人にとって神の力であることを経験し、生けるキリストは「ご自身を通して神に近づく人々を完全に救える」（ヘブル七・二五欄外）ことを知ります。


  しかし、遅かれ早かれ、私たちはさらに深い解放の必要性に気づきます。私たちは自分が罪に対して死んでいることを認め、肉の明白な行ないから解放されましたが、私たちの生活は依然として幾らか自己中心的なのです。奉仕における自己の力・自己満足、苦難における自己憐憫、人からの誉れを求める自己追求、試練の時の自己分析・自己判断、人と接する際の自意識過剰、傷つけられた時の自己防衛、そしてとりわけ、人生をほとんど一つの重荷にしてしまう自意識は、内なる自己中心性のしるしです。


  私たちは全く主のものになることを願って、自分の力で自分を主にささげようとするかもしれません。そして、自分の活動の源を気にせず、新たな力で主のために働こうとするかもしれません。最終的に、私たちは消耗するか、あるいは、自分の働きから少しも霊的な実が得られないのを見て、主のために行なうあらゆる「被造物的活動」の無益さを悟ります。１


  
    １ 「魂と霊」及び他の書物を参照。

  


  新鮮な祝福に満ちた解放の知らせと共に、神の霊が十字架の言葉をもたらされるのは、この時です。この解放は、ある人々の人生に、彼らが以前経験した罪の束縛からの解放以上に大きな影響を及ぼしました。


  主イエスは、「もしだれでもわたしについてきたいと思うなら、自分を否みなさい」と言われました。この十字架への招きで、彼は生活上の問題の核心に触れたのです。主は人の罪や何か外側の事柄について話されたのではありません。人のうちにあるものを知っておられた方は、行いよりも一層深い、まさに人の中心を突いて、「自分」について話されたのです。１


  
    １ 十二章で再び見ます。

  


  人が自分を否み、自分はキリストと共に十字架につけられたと見なすなら、すぐに別の方――主キリストご自身――が心の中心を所有し、静かにすべてを治めてくださいます。


  パウロは教会内の争いの原因について、「あなたたちはめいめい、私は………………と言っている」（一コリント一・十一、十二）とコリント人に書き送りました。聖書は様々な形を取って現われる「私」の事例を次々と示します。


  ネブカデネザルは、「この大バビロンは私が建てたものではないか」（ダニエル四・三〇）と叫びました。地上の富を喜んでいたある人は、「私は自分の魂にこう言おう。さあ、安心して、食べて、飲んで、楽しめ」（ルカ十二・十九）と言いました。「私は他の人々のようではありません」（ルカ十八・十一）が、道徳的な人の自己評価です。「私はあなたよりも聖い」（イザヤ六五・五）が、自分を義とする人の思いです。「私は富んでいる、豊かになった、乏しいものは何もない」（黙示録三・十七）が、自己満足している人の態度です。「私」がこの人やあの人につく時、クリスチャンのその「私」は「ただの人のように」歩んでいます。「ある人が私はパウロにつくと言えば、別の人は私はアポロにと言う。そういうことでは、あなたたちはただの人ではありませんか？」（一コリント三・一～四参照）と使徒は記しています。


  しかし、「『私』はキリストと共に十字架につけられました」がパウロの解放宣言でした。彼は十字架のメッセージで当時のクリスチャンたちのすべての問題にあたりました。彼は罪に対する姿勢や神の教会内にあったこの世の要素について神の子どもたちを実際に取り扱う時、「死んだ私たち」、「すべての人が死んだ」、「なぜならあなたたちは死んだからです」と繰り返し述べました。彼が手紙を書き送った人たちは、彼がそれを自分自身の生活の中で生き抜いていることを知っていました。彼はキリストの使徒として「誉れを要求できた」（一テサロニケ二・六欄外）時でさえ、「私はキリストと共に十字架につけられました」と言って、最高の地位を求めなかったのです。


  彼はコリント人に「私は取るに足りない者」と書き送り、エペソ人に「私はすべての聖徒たちの中で最も小さい」と書き送りました。「もはや私ではない」という精神が彼の生涯に満ちていました。なぜなら、彼はキリストのゆえにいっさいのことを損と思い、愛する方のためにあらゆるもののかすになったからです。


  「キリストと共に十字架につけられた」がパウロの不変の宣言です。そして、彼はその観点からキリストの死の成果を語ります。ですから、彼は常にカルバリを基本的事実として保ち、真理を解き明かす時、決して十字架の範囲を越えません。使徒がガラテヤ人への手紙二章二〇節で使っているギリシャ語は、「一緒に十字架につけること」１を意味します。継続的解放を経験するには、「キリストと一緒に十字架につけられた」という事実の上に信仰を置かなければなりません。なぜなら、心の目は十字架につけられたキリストに集中するべきであって、内側の主観的経験に向けるべきではないからです。


  
    １ ローマ六・六でも使われています。

  


  「イエスを見つめること」は、霊的生活のすべての段階で解放の道です。イスラエル人が自分たちの悲惨な状態から目を転じて、荒野で上げられた蛇を見つめたように、私たちは十字架上のキリストを「見つめ」、罪の死の中にある自分自身から目を転じてカルバリを見つめます。そして見つめる時、私たちは生きます。再び私たちは、自分がキリストと共に十字架につけられているのを「見つめて」了解し、自分を彼に結合する信仰によって、自分が罪に対して全く死んでいることを認め、罪の支配を拒んで既知の罪をすべて放棄します。私たちが心から勝利を願い、期待しているかぎり、聖霊は真の解放をもって私たちの信仰に証印を押してくださいます。


  さらに、私たちはカルバリを見つめます。そして、自分が律法に対して死んだことを理解します。なぜなら、キリストにある者たちに対して、神はもはや「あなたは………するべきです」と言われないからです。私たちがキリストの律法に従う時、彼は私たちの心に御子の霊を送ってくださいます。それにより、私たちは「アバ、父」と叫び、自分のすべての必要を満たしてくださる彼を見つめることを学びます。


  再び、私たちはカルバリを「見つめ」ます。そして、「『私』は彼と共に十字架につけられた」ことを、ますますはっきりと見ます。御霊がそのメッセージを照らされる時、その素晴らしい秘訣を長らく理解しなかったことに私たちは驚きます。私たちは、彼の十字架を自分のものとして負うことにより、生けるキリストのために道をあければよいのです。そうするなら、彼は私たちを通してご自身を現わしてくださいます。


  これで終わりでしょうか？いいえ。死んで復活した方が内側で御座につかれる時、私たちは彼の光の中で光を見ます。そして、私たちの複雑な存在の新たな領域が彼の臨在の光によって照らされるたびに、私たちは自分の必要がますます深まっていくのを発見し、カルバリがいのちの場所であることを何度も見いだします。


  「キリストと共に十字架につけられた！」。彼の十字架は私のものです。私は彼と共にそこにあります。私は喜んで彼の十字架にあずかり、「もはや私ではない！」で万事にあたります。「私はもはや離ればなれの存在ではありません。私はキリストに合併されています」（ライトフット）。ですから、生ける方である彼が私によって御目にかなう働きを行い、私を通して前進されるのです。


  



  第六章 十字架と生けるキリスト


  
    主イエスは来て、ご自身の聖徒たちのうちで栄光を受け、信じるすべての者のうちであがめられます。（二テサロニケ一・十、欽定訳）

    私はキリストとともに十字架につけられました。もはや私ではなく、キリストが私の内に生きておられるのです。（ガラテヤ二・二〇）

  


  「神は御子を私の内に啓示することをよしとされました」と使徒はガラテヤ人への手紙の前の方で記しています。「あらゆる世代にわたって隠されていたが、いま神の聖徒たちに現わされた奥義」を彼はコロサイ人に書き送ります。神がご自身の子供たちに知らせたいと願っておられる奥義です。「この奥義の栄光の富（中略）それはあなたたちの内におられるキリスト、栄光の望みのことです」（コロサイ一・二六、二七）。


  これが十字架の目的・意図です。私たちがキリストと共に十字架につけられているのは、彼のために場所を空けて、彼に信仰によって私たちの心の中に住んでいただくためです。この主キリストの内住は「奥義」と呼ばれています。「奥義」という言葉は、啓示されるまで理解できないように隠されている何らかの「秘密」を意味します。


  律法の時代、この奥義は知らされていませんでした 。当時、御霊によってキリストの「日」を見て喜んだアブラハムのような少数の例外を除いて、すべての人が自分の「わざ」によって神の御前に立ちました。アブラハムらは遠く離れて約束のものを見、それを喜び迎えました。しかし恵みの時代、その「奥義」をすべての国々に宣べ伝えることが神のみこころです。それは、「信仰に従順」（ローマ十六・二五、二六参照）な人々がその栄光にあずかれるようになるためです。


  パウロは、「私は『神の御言葉（御旨）、奥義さえも成就する』ために仕える者とされました」と言いました。彼の心の願いは、人々が「理解力をもって豊かな全き確信に達し」、「啓示によって彼に知らされた」（エペソ三・三、Ｃ．Ｈ．）「神の奥義を真に知るようになること」（コロサイ二・二、Ｃ．Ｈ．）でした。彼が特に願ったのは、人々が神の永遠の御旨――すべての言語、部族、国の人々がキリストの計り知れない富にあずかるようになること――を知ることでした。パウロが神に選ばれたのは、すべての国々の間でこのような福音を担うためであり、また「すべての人に光」をもたらすことにより、各人が「奥義の執事職」を見れるようになるためでした。彼が言うには、それは彼に与えられた特別な恵みの賜物でした。「奥義の執事職」は、その啓示を受ける各人に与えられる委託であり、すべての人にそのメッセージを届けるためのものです。そして、その目的は天の領域にいる支配たちと権威たちに対して（彼らは堕落した被造物に対する神の取り扱いに注目しています）、「教会を通して」神の多様な知恵を知らせることです。


  パウロの内にキリストが啓示されたのは、彼が「キリストを宣べ伝える」ためでした。彼はガラテヤ人に「私はキリストと共に十字架につけられました」と宣言し、続けて「キリストが私の内に生きておられるのです」と証ししました。これから明らかなように、私たちの内に生きておられるキリストという奥義の啓示は、彼の死の中に真に実際的に植えられることにかかっています。


  ひとたび信者がこのカルバリの焦点を自分の実体験で認識するとき、神のすべての真理がみごとな調和のうちにそのあるべき場所におさまります。


  どんな人生の理想も高すぎることはありません。なぜなら、信者が主のために道を空けさえするなら、主ご自身が信者を通してその理想をかなえてくださるからです。どんな神の奉仕の命令も難しすぎることはありません。なぜなら、信者が信仰によって十字架に戻り、それから内住の主に信頼して一つ一つの奉仕に当たる時、キリストご自身が信者の内であらゆる知恵、力となってくださるからです。まさに神の力そのものが信者の生活の中に流れ込みます。そして、このように自分を通して働く復活のキリストの力を喜びと共に経験する時、信者の展望は一変します。「私は秘訣を教わりました。私は彼にあってどんなことでもできるのです」（ピリピ四・十二、十三、Ｃ．Ｈ．）が喜ばしい勝利の叫びとなり、「私にとって生きることはキリストです」（ピリピ一・二一、Ｃ．Ｈ．）が増し加わる喜びとなり、「私はキリストがこの私を用いて成し遂げてくださったことだけを話します」（ローマ十五・十八、Ｃ．Ｈ．）が単純な証しとなり、「私は自分の内に力強く働く彼の働きによって、苦闘しながら労苦しています」（コロサイ一・二九、Ｃ．Ｈ．）が日毎に活力を与える奉仕の精神となります。


  なんと幸いな生活でしょう！ひとたび秘訣を知り、魂が神の御子を信じる信仰によって生きることを学ぶとき、なんという安息、喜び、自由があることでしょう。


  しかしパウロよ、これはあなたが個人的な選択や願望を持たない一個の機械になったことを意味するのでしょうか？


  「十字架につけられました………しかし私は生きています」とパウロは叫びます。私はミイラでも機械でもありません！私は、感情や個人的な望み、希望、願いを持つ一人の人間です。


  私は死んだからこそ、ますます生きるのです。なぜなら、罪の束縛によって鈍らされていたこの人体の感覚が、今や解放されて鋭敏活発になったからです。それはもはや自意識、自己追求、自己愛の媒体ではなく、今「私の内に生きておられる」キリストの愛といのちを現わすための、よみがえった伝達手段になりました。


  「私」――使徒パウロ――は、使徒と呼ばれる値打ちのない者です。なぜなら、私は神の教会を迫害したからです。


  「私」には私自身の性格、気質、好みがあります。これらすべてが「私」の個性を形成しており、キリストはこの私の内に住んでおられるのです。


  それにもかかわらず、私は知っています。私の人生の原動力・中心は、もはや「私」ではないことを。どの使徒たちよりも多く働くことを可能にするのは、「私ではなく」、神の恵みです。私を通して現されるのは、私のいのちではなく、私の心の中におられる生けるキリストから流れ出るいのちです。


  しかしパウロよ、あなたはこの素晴らしさを感じていますか？あなたは「死んだ」ことを感じ、あなたの心の中にこのように住んでおられる復活の主を通して大いなる喜びと天的喜悦とを実感していますか？


  いいえ、「私は今、肉（体）の中で生きているそのいのちを、信仰によって生きます」。


  しかしパウロよ、どのような類の信仰でしょうか？「自分はキリストと共なる死を経験した」という信仰でしょうか？それとも、毎瞬たいへんな努力や労苦を要する信仰でしょうか？


  いいえ、それは「私を愛し、私のためにご自身を与えてくださった神の御子の信仰」です。


  ああ、「私」がキリストと共に十字架につけられているなんと幸いな証拠よ！「私」が魂の視界から消え去り、神の御子が十字架の死の大いなる愛で心と思いを全く満たしてくださるとは。


  「彼は私のためにご自身を捨ててくださいました」が人生を支配する思想となり、万事をカルバリの光と愛の中で了解します。死んでくださった方の刺し通された御手に明け渡すことは、最も甘美な喜びを生じさせます。そして愛の対象で満たされて、彼を信じる信仰が魂の自発的・無意識的姿勢になります。魂はもはや自分の経験を気にしませんし、地上の何かを自分のためだけに顧みることもしません。魂が心の底から願うのは、死なれた方がカルバリの十字架のその苦しみの成果を見て満足されることです。


  



  信仰の道


  
    私は神の御子の信仰によって生きます。（ガラテヤ二・二〇、Ｃ．Ｈ．）

    十字架につけられたイエスが、あなたたちの目の前にはっきりと示された。（中略）あなたたちが御霊を受けたのは、行ないによるのですか、それとも信仰によるのですか？（ガラテヤ三・一、二欄外）

  


  パウロは「まだ残っている外側の生活」（ガラテヤ二・二〇）を「神の御子の信仰によって生きます」と述べています。自分の内で生きて働いておられるキリストをはっきりと知ることにより、彼自身の信仰の行いさえも彼の意識野からなくなってしまったかのようです。復活した主は信者を満たして、ご自身と共に「信仰の霊」をもたらされます。そして毎瞬信頼することが、最終的に呼吸するのと同じくらい自然で容易になります。


  しかし、魂がますます深く自分自身と自分の無力さを知るよう導かれて、復活された主の豊かな富を知ることができるようにされるとき、魂は霊的生活の過渡期を経ることになります。このような過渡期に、信者は激しい試みの中で「私はキリストと共に十字架につけられた」という神の御言葉のみにすがらなければならないことがしばしばあります。信者が新たに自分を主に委ねて「主は私によって最高の御旨を成就してくださる」と信じる時、また、あらゆる試みを通してキリストのいのちのいっそう豊かな所に自分を連れ出す責任を真実な神に委ねる時、神との新たな交わりが必要になることがしばしばあります。


  神と交わる時、私たちの信仰は常に現在時制であることに絶えず注意しなければなりません。つまり、「私たちは十字架につけられた方と共に十字架へ運ばれた」という御言葉を取る時、堅く信じなければなりません。「死者を生かし、無いものを有るもののように呼ばれる方」（ローマ四・十七）は、ご自身の創造的な御言葉によって、キリストのいのちを今私たちに与え、保持してくださると。エホバにとっては語ることが行なうことです。世界を創造する時、彼が「…………あれ」と語られると、そのものが存在するようになりました。神の口から出る十字架の言葉は、創造の時に語られた言葉と同じく全能の言葉です。エホバは十字架上の御子をさして、「彼と共に十字架につけられた」と御言葉を語られます。魂が「アーメン、そのとおりです」と応じる時、十字架のメッセージはこのように信じるすべての人の内で神の力になります。


  また、信者はこの過渡期に信仰の道から「律法の行ない」や自分の努力に向かいがちです。「律法の行ない」に後退することが、ガラテヤのクリスチャンたちが陥った危険でした。おそらく、キリストの死の完全な意義と、十字架にかかって復活した主を信じる信仰の道を彼らがよく理解していなかったせいで、彼らの間の聖霊の働きの最初の喜ばしい経験は終わっていたのでしょう。彼らは、自己とその行いに頼る昔の生活に逆戻りさせようとする者たちの餌食になりかねない状況にありました。


  彼らに対する使徒の懇願から明らかなように、カルバリから目をそらしたことが彼らが危機に陥った原因でした。また彼の言葉から、クリスチャン生活の全行程にわたって、十字架におけるキリストの御業が魂の錨でなければならないことがわかります。


  十字架につけられたイエス・キリストがどのようにガラテヤ人たちの間で「公に示された」のかを思い起こして、使徒は叫びます、「私は十字架につけられたキリストを、あなたたちの目の前にはっきりと示したのです！」（ライトフット）、「ああ愚かなガラテヤ人。誰があなたたちに魔法をかけたのですか？」（ガラテヤ三・一、Ｃ．Ｈ．）。なぜなら彼は、コリント人やローマ人に宣べ伝えたのと同じ完全な福音を、彼らにも宣べ伝えたからです。どうして彼らは、このようなキリストの死の啓示を忘れて、自分自身に逆戻りできたのでしょう。彼にはわかりませんでした。


  いったい誰があなたたちの目をカルバリとその意義から逸らしたのですか？誰が「あなたたちを魅了した」（ライトフット）のですか？何らかの作用があなたたちの知らぬ間にあなたたちに臨んだのです。使徒は叫びます、「あなたたちはそんなにも愚かなのですか？」 。彼らは死なれた方を仰ぎ見て、「信仰の知らせ」（ガラテヤ三・二欄外）を単純に信じることにより御霊を受け、「十字架の言葉」が神の力であることを経験しました。神は彼らが「信仰を聞いた」（ガラテヤ三・五欄外）ことに応えて、彼らに豊かに御霊を与え、彼らの「中で奇跡」（ガラテヤ三・五欄外）を行なわれたからです。


  イエス・キリストがこのように「彼らの目の前で十字架上に大きく描き出された」というのに、彼らはその死の意義を学ばなかったのでしょうか？信仰の道が啓示される前、彼らは律法を守ることができず、「律法の下で牢獄に閉じこめられて」（ガラテヤ三・二三、Ｃ．Ｈ．）いました。しかし十字架上でキリストは彼らを贖い、彼らのために呪われた者となられました。それはただ信仰によって、自分たちの内に常に働かれる聖霊を彼らが受けるためでした（ガラテヤ三・十三、十四）。彼らは、「キリスト・イエスを信じる信仰を通して」神の子どもとなったことや、「キリストへとバプテスマされた」人はみな、キリストを「着」、キリストを「身にまとった」ことを知らなかったのでしょうか？（ガラテヤ三・二七、Ｃ．Ｈ．）


  彼らの過去の苦難はすべて無駄だったのでしょうか？彼らは神の子どもの特権を享受するかわりに、むち打つ律法の捕虜に戻ろうというのでしょうか？パウロは魂の苦悩の中から叫びます、「あなたたちの内にキリストが完全に形造られるまで、私は再びあなたたちのために産みの苦しみをしています」（ガラテヤ四・一九、Ｃ．Ｈ．）。キリストに信頼する単純さから自己とその行ないへの信頼に逆戻りするとは、なんと愚かなのでしょう。この原因は、あなたたちを欺く悪の力、あなたたちをカルバリから引き離す惑わし以外にありません。


  ああ、このような狡猾な影響が今日神の民の間に働いており、彼らの目を十字架につけられたキリストから逸らしているのです！


  魂の敵は人知れず「誘惑する」すべを心得ており、私たちをカルバリの十字架から引き離そうとします。敵の策略は無数にあります。霊のいのちの成長のどの段階も、この特別な惑わしによって敵に攻撃されます。カルバリとその二重のメッセージを、信者の生活の中心的事実として、また他のすべての神の真理がそこから発する中心的真理として保ちそこなうことが、真理の歪曲や過失の根本原因です。「真理の線」はどれも、決してその端点に至らせてはならず、十字架の範囲内に保たれなければならないのです。


  十字架につけられたイエス・キリストを常に見上げること、そして彼の死の分離する力を私たちの内に働かせ、彼の復活のいのちを私たちに与えてくださる神の霊に堅く拠り頼むこと。これが「信仰の道」です。この道により、キリストが「内側に完全に形造られ」、信者は「キリストの豊満の身の丈の度量」にまで成長します。


  キリストの尊い血により贖われた魂よ。もし、十字架の言葉が神の力の中であなたに臨み、十字架につけられた方と共に十字架につけられることにあなたが同意して、あなたが復活の主である方と真に結ばれているなら、日々あなたの心の目を十字架に向けなさい。そして、死なれた方と共に自分が十字架にあることを三一の神に賛美しなさい。また、


  （１）神の御業を信じる信仰によって、あなたに啓示される古いいのちに属するものを直ちに十字架の死に渡しなさい。聖霊はあなたを呪われたものから分離することによってキリストの死を証しされます。この聖霊に拠り頼みなさい。あなたの霊的生活の全行程を通して、神からではないものとしてあなたに示されるものは、即座にこのように対処しなさい。光があなたの道を照らします。その神の光の中を歩む時、あなたは自分の「美点」ですら堕落していることを見るでしょう。


  （２）神の真実さを信じる信仰によって、今この時だけを生きなさい。イエスのいのちをあなたに賜る聖霊に信頼し、その力に自分を明け渡しなさい。「みこころのままに、自分のうちに働いて志を立てさせ、事を行なわせてくださるのは神である」と信じて、あなたのなすべき「次の事」をなしなさい。たとえ主との歩みで失敗したとしても、主に信頼しなさい。主は熟練した腕前で、あなたを再び歩ませてくださいます。空しい後悔で自分をむち打ってはいけません。彼の愛の中にとどまって、自分を全く彼の保護に委ねなさい。


  （３）復活のキリストを信じる信仰によって、彼と共に前進しなさい。内側を見つめようとする誘惑や、自分自身に逆戻りしようとする誘惑をいっさい拒みなさい。彼の御言葉をあなたの内に豊かに住まわせなさい。御言葉は、あなたの生活方法に対する彼の御旨をあなたに教えます。あなたを通して彼が周囲全体にご自身を現わしてくださるよう、あなたの心の願いを彼に注ぎ出しなさい。


  （４）信仰によって立ちなさい。高ぶらないで、かえって恐れなさい。もしあなたがあなたの主への単純な信頼から逸れるなら、主の恵みの過去の経験はあなたの益になりません。あなたにはその都度主から受けるもの以外に何もありません。敵はあなたを見張っており、あなたが隙を見せるなら、いつでもあなたを欺こうと待ちかまえています。主の中に隠れて安全でありなさい。主はあなたのために神の御座の前でとりなしておられます 。あなたが光の中を歩んで、自分の行ないを光にもたらすなら――その行ないが「神にあってなされた」（ヨハネ三・二一）かどうかが明らかにされるためです――御子イエス・キリストの血はすべての罪からあなたを清め続け、あなたは彼とのさいわいな交わりの中を歩むでしょう。


  



  
    「私たちの揺るぎない望みの告白を、堅く保持しようではありませんか。なぜなら、約束された方は真実だからです。」（ヘブル十・二三）、「私たちは真実でなくても、彼は常に真実である。彼にはご自身を否むことができないからである。」（二テモテ二・十三）

  


  



  
    おお、カルバリ！その空の墓に

    私は彼と共に葬られた。

    その復活の朝は

    決して古びない新しいいのちを与える。

    

    おお、カルバリ！そこでサタンの軍勢は

    打ち破られ、辱められた。

    ただあなたの御力を通し、

    イエスの御名により、彼らは私に服従する。

    

    おお、カルバリ！私は見いだした、

    彼の御名は戦いの時に十分であることを。

    敵はその時恐れて逃げなければならない。

    敵はキリストの御力に対抗できない。

    

    おお、カルバリ！私は私の主をほめたたえる。

    そこで私のために死んでくださったゆえに、

    私に自由を与えるため、

    その尊いいのちをささげてくださったゆえに！

    

    おお、カルバリ！私はつねに学ぶ、

    イエスのあらゆる価値を！

    そして今、信仰により、

    私は彼と共に勝利のうちに立つ！

    

    Ｇ．Ｗ．Ｒ．

  


  



  第七章 十字架と聖霊


  
    イエスは、その手とわき腹を彼らに示された。（中略）彼は彼らに息を吹きかけて言われた。「聖霊を受けなさい」。（ヨハネ二〇・二〇、二二）

    キリストは、私たちのために呪われたものとなって、私たちを呪いから贖い出してくださいました。（中略）それは、私たちが約束された御霊を受けるためです。（ガラテヤ三・十三、十四）

  


  ガラテヤ人への手紙の使徒パウロのこの言葉によると、聖霊の賜物はカルバリの十字架におけるキリストの御業に基づきます。


  主イエスは、十字架と受難の前の晩、弟子たちへの別れのメッセージの中で、御霊の働きを予告されました。


  御子は、御父から出る真理の霊（ヨハネ十五・二六）を、贖った各々の人に遣わされます。それには特別な目的があります。その目的とは、神に関する事柄を彼らに教えること（ヨハネ十四・二六）、キリストの言葉を彼らに思い起こさせること、ただキリストだけを常に証しすること（ヨハネ十五・二六）、各々の人をあらゆる真理に導くこと、自分のことを語るのではなく、顧みの下にある民に御父と御子の御心を伝えること（ヨハネ十六・十三、十四）、神の永遠のみこころを彼らに啓示すること、贖ったすべての人にキリストの栄光を現わすこと、彼のあらゆる豊かさを受けてそれを彼らに知らせることです。


  イエスご自身が来て弟子たちの真中に立たれたのは、復活した日のエルサレムの二階の部屋でのことでした。彼は十字架の傷跡の残る両手と脇腹を彼らに見せ、「彼らに息を吹きかけて、『聖霊を受けよ』と言われました」（ヨハネ二〇・十九～二二）。また彼は、「神の右手によって高く上げられて」天に昇った後、御父から約束の聖霊を受けて、地上で待ち望んでいる群れの上に注がれました。それまで彼らは「父の約束」を待ちつつ、「心を合わせて」ひたすら祈りに専念していました。聖霊が必ず彼らに到来して、神の御子の死と復活を御霊と共に証しする働きのために彼らを整えるであろうことを、主は告げておられました。


  神の霊がどのように弟子たちを教えてキリストの御言葉を解き明かされたのか、どのように彼らの先入観や境遇とはかけ離れた真理に彼らを導かれたのか、どのようにキリストを証しして地上にいる贖われた者たちに御父と御子の御心と御旨を知らされたのか、どのようにキリストの栄光を現わして彼の豊かさを受けてそれを彼らに知らされたのかを、使徒たちの働きの書は示します。


  御霊からこのように教わった使徒パウロを通して、私たちは御霊の内住と満たしがただカルバリのみに基づくことを学びます。彼は記しています、「キリストは私たちを贖ってくださいました。（中略）私たちが御霊を受けるためです」。「贖われた」という語は、私たちをカルバリに連れ戻します。私たちはカルバリで、「傷もなく汚れもない小羊のようなキリストの尊い血」（一ペテロ一・十九）によって贖われました。それだけではありません。キリストは私たちのために呪われたものとなって、私たちが御霊を受けられるようにしてくださったのです！「キリストは、私たちのために呪われたものとなって、私たちを贖ってくださいました。（木にかけられる者はすべて呪われたものであると記されているからです。）その目的は、私たちが信仰を通して約束された御霊を受けることです」（ガラテヤ三・十三、十四、Ｃ．Ｈ．）。


  このように、カルバリの二重のメッセージは明らかに聖霊の賜物と関係があります。キリストが私たちのために呪われたものとなったことは、私たちは呪われたものであって、私たちのために彼が木にかけられたこと、そして私たちの代表者として、彼は彼と共に私たちをその木に連れて行かれたことを意味するからです。


  十字架の呪いは御霊の約束と関係しています。これは彼が私たちの内で自由に働ける条件をも深く暗示しています。なぜなら、自分自身であるものはすべて「呪われている」ことを真に理解する時だけ、私たちはカルバリのメッセージ――私たちは私たちのために死なれた方と共に十字架につけられた――を喜んで受け入れ、聖霊の完全な内住と働きのために場所を備えるからです。


  「十字架は御霊に導き、御霊は再び十字架に戻る」（マーレー）。ただキリストの死を通してのみ、人は御霊を受けることができます。そしてこのように受けた御霊によってのみ、信者はキリストの死にしっかりと結び合わされ、復活の主の内住を確かに知り、「私はキリストと共に十字架につけられた」と真に言うことができます。「キリストが私のうちに生きておられます！」。しかしながら、次のこともまた真実です。すなわち、十字架でキリストとさらに深く交わることによってのみ、私たちは聖霊の豊かさと力を知ることができるのです。


  ガラテヤ人へのパウロの言葉もこれを示しています。というのは、パウロはカルバリの宣べ伝えを彼らの間における聖霊の働きの基礎として強調しており、しかも、彼らは明らかに聖霊を受けていたにもかかわらず、もっとはっきりと十字架を知る必要があったことは明白だからです。また、もし彼らがキリストと共なる死をパウロのように十分見ていたなら、昔の自己努力の段階に戻る気にはならなかったはずだからです。ガラテヤ人は、律法を守ることに一つでも失敗した者の上にふりかかる律法の呪いを悟っていませんでした。そのため、彼らは自己信頼の終焉に至っていなかったのです。彼らは「御霊によって」始めましたが、十字架につけられた神の御子を信じる信仰に基づいて、どのように「御霊によって」生きればいいのか知りませんでした。その信仰が最初に御霊を彼らの生活の中にもたらしたのです。


  今日、ガラテヤの信者に対するパウロの言葉を新たに強調する必要があります。なぜなら、神の子どもたちの多くもまた、魂の内側における聖霊の働きに関して、カルバリの十字架のいっそう明確な幻を必要としているからです。また、聖霊はカルバリのみに基づいて働かれるからです。贖われた者たちに対するキリストの死の意義をどの程度理解するかが、個々の信者がどの程度聖霊に満たされるのかを決めます。


  十字架は御霊に導きます！キリストの贖いの御業により、明け渡された心はみな聖霊を受けることができます。そして受け手の明け渡しに応えて、御霊は「信仰によって（その）心を清め」、満たしてくださいます（使徒十五・九）。


  御霊は十字架に導きます！これは主キリストの生涯にはっきりと示されています。彼がヨルダン川でバプテスマを受けられた時――彼が（型としての）死の水の中に入り、罪人と同一視されることを選ばれた時――天が開けて、聖霊が彼の上に臨みました。しかし、これは実際のカルバリではありませんでした。彼が御顔をまっすぐエルサレムに向けて進み、カルバリで実際の死の杯を飲むことができるようにされたのは、ヨルダン川で彼の上に臨んだ「永遠の霊によって」でした。十字架の後、彼は神の霊によって生かされ、死人の中から復活させられました。そして御父の右で、共に立つ者にまして油を注がれました（詩篇四五・七、ヘブル人への手紙一・九）。


  彼の足跡に従う人たちもみなこのようです。神への明け渡しと、ヨルダン川によって予表される十字架の受け入れを通して、聖霊は心の砦を占領し、信者を真の十字架の交わりに導かれます。聖霊は、内側から外側へ、中心から辺縁に向かって継続的に御業を進め、生活の新たな領域を取り扱い、新たな必要を示してそれを満たす十字架の様々な面を次々に啓示されます。この聖霊の働きは、古いいのちから分離する力であるキリストの死を適用することと、復活のキリストのいのちを分け与えて新創造を建て上げることによります。


  信者は、最初に御霊を受けた時、御霊で「満たされた」と言えるでしょう。ただし、信者はその時の容量の範囲内で満たされたにすぎません。その容量は小さいものかもしれません。御霊は十字架に導いて容量を拡げ、聖霊の大いなる豊かさを真に知らせてくださいます。しかし、信者がこれを理解しないなら、その容量は小さいままでしょう。


  聖霊のすべての取り扱いに「はい」と喜んで即答して彼に協力する時、聖霊はその信仰者を信仰から信仰へ導かれます。この聖霊の働きは、主が天から現われる時、信者の卑しい体が変容されて主の栄光の体のようにされる時まで続きます。あるいは、肉体の死が贖われた人に対する神の御旨の場合、聖霊はキリストの豊かないのちを与えてくださるので、彼は「死を見る」ことなく眠りに落ちて「いつまでも主と共に」いるようになります。今や、死ぬべきものは「いのちにのまれて」います。「私たちをこのことにかなう者としてくださった方は神です。神は私たちに御霊の保証をくださいました」（二コリント五・四、五）。


  



  神の満ち満ちたさまにまで満たされる


  
    どうか父が、あなたたちの内なる人に彼の霊を与えて、あなたたちに力を与えてくださいますように。こうして、信仰によって、あなたたちの心のうちにキリストが住んでくださいますように。（中略）キリストの愛を知ることができますように。こうして、神の満ち満ちたさまにまで、あなたたちが満たされますように。（エペソ三・十七～二〇、Ｃ．Ｈ．）

  


  この御言葉は、信者の内の聖霊の働きの目的を簡潔に要約しています。パウロはエペソ人のために、彼らが御霊によって「力をもって強められ」、信仰によって彼らの心のうちに「キリストが住んでくださいますように」と祈りました。御父の永遠の霊は贖われた者たちを満たします。それは特に、御子の内住を啓示する目的のためです。キリストが内側に完全に形造られるのに必要な条件を満たすため、彼は信者を強めます。私たちはすでに、その条件がガラテヤ人へのパウロの手紙の中で説明されているのを見ました。「私はキリストとともに十字架につけられました――キリストが私のうちに生きておられるのです」。


  贖われた人の側の信仰が再びここで述べられています。信仰はその対象を離れては存在しません。信仰は単純に神の御言葉に信頼すること、神ご自身が御言葉の背後におられると信じることです！「信仰は聞くことから始まり」、神が御言葉を魂に語られる時、神ご自身の霊により、受け手の心の中に呼び起こされます。「彼をよみがえらせた神によってあなたたちの中にもたらされた信仰を通して、あなたたちは彼の復活にあずかる者とされたのです」（コロサイ二・十二、Ｃ．Ｈ．）とパウロはコロサイ人に書き送りました。


  ですから、私たちのすべての必要を満たしてくださる聖霊に信頼しましょう。聖霊は信仰さえも与えてくださいます。その信仰によって私たちは彼に協力し、主キリストが私たちのために十字架の死によって達成してくださったものをすべて所有します。


  主は不信仰を罪と示されました。それにもかかわらず、不信仰はしばしば、その力の下にある哀れな魂が負うべき「欠点」として嘆き悲しまれています。しかし、私たちは不信仰を罪として扱わなければなりません。不信仰を罪として神に告白しなさい。不信仰を罪として放棄しなさい。キリストの死を通してどんな既知の罪からも解放されるのですから、不信仰からの解放をも期待しなさい。


  もう一度、カルバリを見つめましょう。私たちはキリストと共に十字架につけられています。ですから、生ける方である彼に信頼しましょう。彼は私たちに「信仰の霊」を与えてくださいます。そして「信じよう」ともがくのをやめて、彼の御言葉に信頼し、その上に横たわりましょう。そうするなら、幼な子のような信頼に満ちた確信を与えられ、御子が御父によって生きられたように、神の御子の信仰によって生きることを教わるでしょう。


  キリストがこのように内に啓示される時、神の霊は信者をさらに導かれます。信者はすべての聖徒と共に、キリストの愛の広さ、長さ、高さ、深さがどれほどであるか、「理解できるよう強め」られます。この愛はカルバリにおける彼の死により最高度に現わされました。「理解できるよう強められる！」。神の力が必要です。なぜなら、この理解は彼の苦難にあずかることによってのみ生じるからです。人の悲しみを心で理解するだけでは、同じ道を歩むことから生じる交わりを産み出しません。主は弟子たちに「あなたたちはわたしの飲む杯を飲むであろう」と言われました。


  しかし、キリストをカルバリに導いた愛を多少なりとも「理解できるよう強め」られることがすべてではありません。使徒は「あなたたちが満たされますように」と記しています。パウロよ、どのくらいでしょうか？「神の満ち満ちたさまにまで」です！


  しかし、おお、忠実な十字架の使徒よ、これは私たちの理解力を越えています。そのとおりです。しかし、「彼は、私たちの願うところ、思うところのすべてを越えて、はるかに豊かに施せる方」です。なぜなら、ここに人の観念が入り込む余地はないからです！「私たちのうちに働く力によって」（エペソ三・二〇）、私たちはキリストの愛で満たされることができます。私たちは満たしに満たされて、神の満ち満ちたさまにまで満たされます。そうして、「水かさは増し、泳げるほど」（エゼキエル四七・五）になります！


  



  
    * * * * * * * * * *
  


  



  以上の言葉を読んだ人の中には、「ああ、このさいわいな生活を自分も送れたら！」と心の中で叫んでいる方がいるかもしれません。神の子どもよ、もし神の霊の内なる働きに信頼せずに、カルバリの解放を実現しようと空しく努力しているのなら、あなたの全存在を彼に開いて、その御手に自分を委ねなさい。彼は、あなたを十字架につけられた方にしっかりと結び合わせ、あなたの内に生ける主を啓示してくださいます。この方に明け渡しなさい。


  あなたはどんな代価を払っても、喜んで絶対的に彼に服従されるでしょうか？あなたの人生の通行権を全く彼に渡されるでしょうか？今、信仰の知らせのための用意はできているでしょうか？そうならば、もう一度カルバリに向かいなさい。死なれた方を仰ぎ見る時、「私はキリストと共に死んだ」と書いてある神の御言葉を思い切って信じなさい。そうするなら、奥義である神の知恵が永遠の霊（ヘブル九・十四）によってあなたに啓示されます。


  「しかし、御霊の油塗りとは何でしょう？」


  あなたは王の奉仕の中におられるでしょうか？聖霊があなたの内にキリストを啓示される時、あなたの主があなたの内に住んでおられることだけでなく、あなたがキリストのからだの一肢体であることも、あなたは理解するでしょう。あなたがそのからだの中で自分のいるべき所にもたらされる時、彼のともがらにましてキリストを油塗った聖なる油は、あなたの上を、あなたを通して流れ、神のみこころのあらゆる奉仕のためにあなたを油塗り、彼の衣の裾にまで流れ下ります。


  あなたが自分を彼のみこころに明け渡す時、キリストご自身があなたを通して聖霊によって力強く働かれます。しかし、次のことを覚えていてください。「賜物にはいろいろな種類がありますが、御霊は同じ御霊です」。「働きにはいろいろな種類がありますが、神はすべての中ですべての働きをなさる同じ神です」。「同一の御霊がすべてのことをなさるのであって、みこころのままに、おのおのにそれぞれの賜物を分け与えてくださるのです」（一コリント十二・四～十一参照）。


  神の御子は彼のともがらにまして喜びの油を注がれました。なぜなら、御子は「義を愛し、不正を憎んだ」からです（ヘブル一・九）。キリストは同じように罪に対する深い憎しみと、神の義から出たすべてのものに対する愛とをあなたの内に送ってくださいます。あなたはあなたの主を愛なる神としてだけでなく、恐るべき聖なる神としても愛するようになるでしょう。あなたは自分の内にある主にふさわしくないものをことごとく主によって厳格に対処されることを切望するようになり、主の聖さにあずかる者となるために喜んで懲らしめを受けるようになるでしょう。そうしてあなたは、あなたの主といっそう親密な絆で結ばれ、彼の油塗りにあずかる者となるでしょう。彼の御国の杖は「公正な」杖、「厳格な」杖です（ヘブル一・八、欽定訳欄外）。


  聖霊に明け渡したことを覚えつつ、今一歩一歩御霊によって歩みなさい。彼だけに拠り頼み、彼のみこころと喜びだけを求めなさい。そうするなら、彼はあなたを導き続け、どのようにあなたの主の中に住むのか教えてくださいます。あなたは彼の奥義的からだの中で、あなたのいるべき所に調整されます。そしてあなたは知るでしょう、「彼から受けた油塗りがあなたたちのうちにとどまっています。（中略）同じ油塗りがすべてのことについてあなたたちを教えます。それは真理であって、偽りではありません。それがあなたたちに教えたとおりに、あなたたちは彼のうちにとどまるのです」（一ヨハネ二・二七、欽定訳）。


  



  第八章 十字架のいのちの面


  
    死者の中から生かされた者として、あなたたち自身を神にささげなさい。あなたたちの肢体を、武器として神にささげなさい。（ローマ六・十三）

    ひとりの人がすべての人のために死んだ以上、すべての人が死んだのです。彼がすべての人のために死なれたのは、生きている人々が、もはや自分自身にではなく、彼に生きるためです。（二コリント五・十四、十五）

  


  これまで、「十字架には二つの面がある」とよく言われてきました。すなわち、死による消極的な解放を意味する地的な面と、生ける主と結合されたいのちについて告げる天的な面です。キリストが罪のための身代わりになられたことと、彼を信じる者はみなキリスト共に罪に対して死んだこととは、分けることができません。それと同じように、クリスチャン生活の全行程を通して、死といのちは分けるべきではありません。


  「彼の死と同じようになって彼に結合されるなら、私たちは彼の復活とも同じようになります」 とパウロはローマ人に書きました。すでに見たように、これは聖霊の働きです。聖霊は私たちを「彼の死の実際」にあずかる、真に「緊密な結合にあずかる者」としてくださいます。この結合は、「接ぎ木された枝と幹の間の結合関係のように」（ローマ六・五、コニーベアのノート）実際的です。


  このような緊密な結合が何を意味するのかは、聖霊の働きによってしかわかりません。聖霊は、カルバリの十字架上のキリストの御業に信頼する信仰に応えて働かれます。


  聖霊は、「生きていて、力があり、両刃の剣よりも鋭い」「十字架の言葉」を用いて、魂と霊、関節と骨髄の分かれ目さえも刺し通し、心のいろいろな考えやはかりごとを判別して、新しいいのちから古いいのちを分離されます。聖霊のこの働きは、上からのいのちが妨げられずに支配するようになり、贖われた人が真に十字架のいのちの面に基づいて生きるようになるまで続きます。


  しかし、復活の主の他にいかなる「復活のいのち」もありえないことを覚えておかなければなりません。私たちは「彼の死」の中に植えられました。私たちが十字架につけられたのは彼と共にであり、私たちは生ける方である彼に結合されています。これにより私たちは、私たちの領域である彼の中で、いのちの新しさによって歩むことができます。復活のいのちも継続的ないのちです。それは遠い昔に何かの転機で通過した一度きりの経験ではなく、生けるキリストです。生けるキリストご自身こそ復活であり、私たちの内に住んで、私たちを通してその大能の力を現わされます。ただしそれは、彼にそうすることを許す条件を私たちが満たすならばの話です。


  なおまた、いのちは模倣できません。復活のいのちを持っているとどんなに主張しても、それを生み出すことはできません。しかし、いのちが現存するなら、それを主張する必要はありません。なぜなら、いのちはその力を現して、自ら証しするからです。


  神に感謝すべきことに、キリストと結合したいのちは正真正銘のいのちであり、確固たる強い力であって、魂を復活のキリストとの生ける交わりに導き入れます。この交わりにより、魂は「来たるべき時代の力」を味わい、永遠の観点から時間の中の出来事を見、高く引き上げられて誘惑や地上の事柄に対する執着を超越します。


  十字架の復活の面で、聖霊はカルバリの十字架を照らされます。この照らしは、心の目に「十字架につけられたイエス・キリストがはっきりと示される」ようになるまで、そして魂が彼の死の新たな面を常に教わるようになるまで続きます。なぜなら、罪の束縛からの解放がなされ、それに続いて心と生活の清めがなされなければ、主はその心の中で王座につくことができず、聖霊もカルバリのさらに深い学課を教えることができないからです。


  使徒パウロは、コリント人への第二の手紙五章十四節以降で、十字架の復活の面に基づく生活を描写し、カルバリの死が神からのいのちの基礎であることをはっきりと示しています。


  



  新しい生活の原動力


  
    キリストの愛が私たちを縛っています。（十四節）

  


  パウロが用いている「縛っている」という言葉は、新約ギリシャ語原文中、圧倒的で抗しがたい「捕縛」や束縛を表現する言葉として数回現われます。この言葉はピリピ人への手紙一章二三節では「圧迫される」となっています。また主ご自身も、ご自分の前に置かれた苦難のバプテスマについて語られた時、この言葉を用いて、「それが成し遂げられるまで、どれほど『圧迫される』ことであろう」（ルカ十二・五〇）と言われました。


  この言葉は、「イエスを捕らえていた者たち」（ルカ二二・六三）、またキリストの臨在によって大いなる恐れに「捕らえられた」人々、ひどい熱に「捕らえられていた」シモンの妻の母らの様子を描写するのにも使われている言葉です。


  これらの事例とその文脈から、自分を縛っているキリストの愛について述べた時、パウロがこの言葉をどんな意味で使ったのかがわかります（Ｗ．Ｄ．モファット）。キリストの愛は彼を「縛り」、一つの道に制限して、そこから逸れないようにします。彼はこの大いなる愛に「捕らえられ」ています。また、それに完全に支配され、前に向かって進むようせき立てられ、駆り立てられています。キリストの愛は進路にあるものをすべて押し流す一本の激流のようです。


  キリストは神と等しい方でしたが、それを固守すべき尊いこととは見なさず、かえってご自身をむなしくし、へりくだって人の姿を取り、死に至るまで、実に十字架の死にまで従われました。キリストの愛はこのような愛だったのです。


  そしてこの愛は、生ける主と結合した新しい生活の原動力です。それは聖霊によって心の中に豊かに注がれる愛であり、あらゆる自己愛と利己主義を取り除き、その力で魂を完全に捕らえる愛です。


  



  新しい生活の基礎


  
    一人の人がすべての人のために死んだ以上、すべての人が死んだのです。（十四節）

  


  いつものようにパウロは、キリストの死が新しい生活の基礎であることをはっきりと示します。この節ほど、十字架の二重のメッセージを簡潔に要約している節はありません。「一人の人がすべての人のために死んだ」は、救い主が罪人の身代わりだったことを意味します。そして「すべての人が死んだ」は、彼に贖われた人はみな彼と共に死んだことを意味します。


  「キリストの愛が私を縛っています」とパウロは叫びます。なぜなら、私はカルバリへ行き、死なれた方の死の中に自分の死を見たからです。私は彼と共に死にました。そして、彼の死の中で彼と交わることにより、あらゆる利己的な障害物は取り壊されました。彼をカルバリに導いた愛が、私の心の中に聖霊によって豊かに注がれています。そして、この愛は彼を縛って十字架に向かわせたように、今、私を縛っています。


  



  新しい生活の目的


  
    彼がすべての人のために死なれたのは、生きている人々が、もはや自分自身にではなく、自分のために死んでよみがえった方に生きるためです。（二コリント五・十五）

  


  彼と共に「死んだ」人々は、今、彼のいのちによって「生きます」。彼らは、彼が死なれたのは「自分のため」だったこと、そして「自分のため」に彼は生きておられることを悟ります。それゆえ、彼らは彼のために、もはや自分自身にではなく彼に生きることに、喜んで同意します。


  彼らは自分が彼と共に十字架につけられたことを見ます。そして今、死んで再びよみがえった方が、彼らの視界を全く満たします。彼は彼らを縛って、彼らの体を「聖い、神に受け入れられる」生きた供え物としてささげさせます。これは彼らにとって、喜ばしい「理にかなったささげもの」です。


  



  十字架の分離する力


  
    ですから私たちは、今から後、だれをも肉にしたがって知ろうとはしません。（十六節）

  


  十字架の光の中で、パリサイ人としてエルサレムの街路を歩んでいた頃とは違った観点から、パウロは世の人々を眺めます。


  かつてパウロは「ヘブル人の中のヘブル人」でした。彼はサマリヤ人と関わろうとしませんでした。しかし、彼のあらゆる排他的地位は、カルバリの光の中で、そして復活の主と結合したいのちの中で、消滅しました。パウロは叫びます、「今から後、私はだれをも肉にしたがって知ろうとはしません」。なぜなら私は今、あらゆる区別が消滅した領域、「ユダヤ人もギリシャ人もありえない、みなキリスト・イエスにあって一つ」である領域の中に生きているからです。


  実は依然として人々から分けられているのですが、「そこに立っておれ。私はあなたよりも聖い」という排他的な聖さによってではなく、聖なる方ご自身の内住する臨在によって神へと分けられているのです。しかし、神に生きることによって、いっそう人々に近くなります。なぜなら、人々を「キリストの死の対象」として見るようになり、彼の目に「ユダヤ人とギリシャ人の区別は無く」、「同じ主がすべての人の主であって」、「彼を呼び求めるすべての人に対して豊かである」ことを知るようになるからです。十字架によって地的・排他的誇りから分離され、キリストの代わりにすべての人に向かい、主のようにすべての人のしもべになります。


  パウロはまた、「肉にしたがった」キリストの知識もありうる、と見ています。十字架は聖霊の力によりそのような知識から分離します。その知識はいわば、カルバリ以前に弟子たちが持っていたような、キリストに関する外面的知識です。弟子たちは彼を知っていましたが、それでも彼を知りませんでした。なぜなら、彼は実は人体という覆いの中におられたからです。


  今日も、史的キリストを知ることは可能です。彼の生涯、彼の死、彼の復活、昇天は、すべて頭で知っただけの外面的事実にとどまって、生活の中で真の力を発揮しないかもしれません。キリストの死にあずかるなら、これは一変します。なぜなら十字架のいのちの面に基づいて聖霊は復活の主を啓示され、「御霊にしたがって」彼が生ける方として知らされるからです。


  



  キリストにある新しいいのち


  
    ですから、だれでもキリストにあるなら、その人は新創造です。古いものは過ぎ去りました。見よ、それらは新しくなりました。（十七節）

  


  十六節と十七節の「ですから」という言葉は十四節を指し示しています。だれでもキリストにあるなら――彼の死の中へバプテスマされたなら――十字架の門を通って、キリストが自分の環境、自分のいのちの新たな源になる領域に入ります。生けるキリストと結合されることにより、古いものは過ぎ去ります。なぜなら、キリストにある人は新創造であって、旧創造を改善したものや教化したものではないからです。


  十字架のいのちの面で生けるキリストに結合された魂は「新しい人」（コロサイ三・十、十一、Ｃ．Ｈ．参照）を着たのである、と述べられています。


  日毎のイエスの霊の供給により（ピリピ一・十九）、「新しい人」は「絶えず成長して、さらに完全な造り主の知識と似姿に至り」（コロサイ三・十、十一、Ｃ．Ｈ．参照）、「キリストがすべてであり、すべてのうちにおられる」領域の中で、「造り主のかたちにしたがって」成長します。子どもは自然に父親の似姿に成長します。そして贖われた人に伝達される新しいいのちは、新創造の創造者である方の似姿に成長します。ただしそのためには、キリストと共に死んだことを臆さずに認め、「古いもの」を真に過ぎ去らせて、「義と聖と真理とをもって神にかたどり造り出された」（エペソ四・二四欄外）新しい人の成長のために場所を備える必要があります。


  



  人々のための新しい奉仕


  
    これらのことはすべて、神から出ているのです。

    神は和解の言葉を私たちの内に託されました。私たちはキリストのための使節なのです。（十八、十九、二〇節）

  


  神が「和解の務め」を委託されるのは、キリストにある新しい人――自分が神へと分離されたことをはっきりと知り、どんな人とも、もはや地的な立場によってではなく、万人のために死なれた方の御名の中で会う人――に対してです。改訂訳の欄外の別訳は示唆に富んでいます。それは、「神は彼の使節の内に十字架のメッセージ――『和解の言葉』――を託される」と述べています。


  和解の言葉は彼らの心に記されており、彼らの存在そのものの中に造り込まれています。それはちょうど、エゼキエルが「巻物を食べて」から、まさにその神の言葉をイスラエルに語ったのと同じです。キリストの使節もそのように、キリストのために「神に代わって」真に語ることができるよう整えられます。


  彼らを通して、「十字架の言葉」は神の力であることが明らかにされます。なぜなら、彼らは「彼と共に働いて」いるからです。彼はご自身の死の対象である人々に、「神の恵みをむだに受け」ないように、かえってこの救いの日に彼の召しに心を留めるようにと、彼らを通して嘆願されます。


  



  外側の生活の描写


  
    どんなことにも人につまずきを与えないようにと、あらゆることで自分を神のしもべとして推薦しているのです。（二コリント六・三、四）

  


  私たちは五章十四節の十字架の基礎の上から、カルバリから生じる生活、死んで再びよみがえった方と結合した生活の特徴を順番に見てきました。


  「もはや自分のためではない」という堅い決意。「私のために死なれた方のため」という不動の目的。「万人を彼の死の対象として見る」という人々に対する行動原則。「古いものは過ぎ去った」という過去に対する一貫した姿勢。「彼は和解の言葉を私の内に託された」という人々に対する変わらぬ責任感。「彼と共に働かなければならない」という制限された注意深い日々の姿勢。


  「もはや自分のためではない」という鮮やかな実例が、使徒自身の生涯の短い描写の中に続けて示されます（二コリント六・四～十参照）。彼の外側の状況は、艱難、欠乏、困窮、むち打ち、投獄、暴動、労役、徹夜、断食でした。しかし、大いなる忍耐、純潔、神を知る知識、辛抱強さ、親切のうちに、新しいいのちが現わされました。彼は現された神の力によって真理の言葉を語り、そのいのちを「聖霊によって」、純粋な愛によって生きました。


  義の鎧で全面を守られ、ほめられる時もそしられる時も、悪評の時も好評の時も、パウロはこのいのちを生きました。彼は人をだます者のようにみなされましたが、真実であり、知られないようでも、よく知られ、死にそうでも、見よ、生きていました。それは、彼の内にあったいのちの日毎に新しい力によりました。


  彼は激しい苦しみによって罰せられているようでしたが、殺されませんでした。敵は彼のいのちに触れることができなかったからです。彼は死にかけている世のあらゆる必要を悲しんでいましたが、彼が知ることを学んだ方にあっていつも喜んでいました。彼はあらゆることで乏しいようでしたが、多くの人を永遠の富で富ませました。彼は自分のうちに、また自分のためには何も持たないようでしたが、キリスト――この方の内に知恵と知識との宝がすべて隠されています――にあってすべてのものを持っていました。


  ああ、神の子供よ、この模範には自己に生きる余地は全くありません。もしあなたがあなたの主と真に結合されて主の死に同形化されるなら、あなたはあなたの度量にしたがって、カルバリから発するこのいのちを知り、主が歩まれたように歩んで、神の栄光と誉れに至るでしょう。


  
    得たものによらず、失ったものにより、

    飲んだぶどう酒によらず、注ぎ出したぶどう酒により、

    あなたのいのちを測りなさい。

    なぜなら、愛の力は愛の犠牲にあり、

    多く苦しむ者ほど、多く与えるものを持つからです。

  


  



  第九章 この世に対して十字架につけられた


  
    イエスは門の外で苦しみをお受けになりました。ですから、私たちは、彼のはずかしめを身に負って、宿営の外に出て、彼のみもとに行こうではありませんか。（ヘブル人十三・十二、十三）

    しかし私には、私たちの主イエス・キリストの十字架以外に誇りとするものが決してあってはなりません。この十字架によって（この方によって、欄外）、この世は私に対して十字架につけられ、私もこの世に対して十字架につけられたのです。（ガラテヤ六・十四）

  


  カルバリの復活の面から使徒はこの世を眺めます。そして、十字架が再び分離する力によって、自分とこの世の間に立つのを見ます。カルバリに注がれる神の光により、「私には十字架以外に誇りとするものが決してあってはなりません」と彼は叫びます。


  使徒がこう叫ばずにいられないのは、十字架のゆえに受ける迫害を避けようとする人々を知っていたからでした。パウロの時代、十字架は特に「つまずき」でした。十字架は外側の割礼の儀式とは関係無く、ユダヤ人にも異邦人にも、すべての人に救いを豊かに無償で提供しました。これは、ユダヤ教がその排他性や肉的な戒めと共に終わったことを意味しました。霊なる方は、霊とまことによって礼拝し、心の霊の宮の中で賛美の霊的いけにえをささげる礼拝者たちを求めておられました（ヨハネ四・二三、二四）。


  このような福音の宣べ伝えは、つまずきを意味するものであり、人よりも神を喜ばせることを意味します。


  いいえ、それ以上です。パウロは叫びます、「私はキリストと共に十字架につけられました」。私は宗教的な世界に対してさえも十字架につけられました。もし主キリストが啓示された十字架を私が宣べ伝えるなら、彼の十字架は「彼を磔にしたように、私をも磔にします！」（ライトフット）。事実、私はすでにあらゆる事で損失を被りました。しかし、神は私に、キリストのために受ける苦難を取るに足りないものとみなし、「私のために彼が受けてくださった苦難」（ライトフット）に栄光を帰すよう求めておられます。カルバリが彼に対して持っていた意味を洞察することにより、「十字架のつまずきは私の最大の誇り」となります。「私にはキリストの十字架以外に誇りとするものが決してあってはなりません。あの十字架上で、私はこの世に対して十字架につけられ、この世は私に対して十字架につけられました。今から後、両者とも互いに対して死にます。キリスト・イエスにあって古いものは過ぎ去りました。割礼も無割礼もありません。あらゆる外側の区別は消滅しました。新しい霊的な創造がすべてのすべてなのです」（ライトフット）。


  このようなカルバリの展望は、十字架のいのちの面でしか見れません。その時、神の光の下で、十字架は神の知恵、神の力として栄光のうちに立ちます。


  最初の頃、私たちは十字架の要求にしりごみし、十字架は分離と死しか告げていないように思います。しかし、人が生ける方との親密な交わりの中を歩む時、カルバリにおける彼の死は天の光で照らされるようになります。そして、その幻はますます明瞭になり、キリストの受難の深さとそれに続く栄光――「御使いたちもはっきり見たいと願っている」（一ペテロ一・十二）――を見るようになります。


  パウロにとって十字架はいわば、自分とこの「今の悪の世」のあらゆる面との間に横たわる、大きな深淵のようでした。彼はキリストと共に十字架につけられて、罪の圧制と律法の要求から解放されるだけでなく、この世そのもののあらゆる面からも解放されます。


  主キリストは、「この今の悪の世から私たちを解放するために」（ガラテヤ一・四）死なれました。そして、十字架上で私たちを「暗闇の力から」（コロサイ一・十三）――「この暗闇の世の支配者たちから」（エペソ六・十二）――解放し、「御子の王国の中に」移してくださいました。ですから、私たちはこの世に対して十字架につけられています。「この世的な」物事や慣習に対してだけでなく、この世そのものに対して十字架につけられているのです。私たちはキリストと共に十字架につけられているのですから、この世は木にかけられたキリストを見るように私たちを見るであろうことを私たちは覚悟しなければなりません。彼と共にそこに釘づけられて、私たちも十字架からこの世を眺め、十字架につけられたイエスと同じ精神で、私たちを十字架に釘づける者たちのために祈らなければなりません。


  十字架の光の中でこの世を眺めるために、もう一度カルバリと呼ばれている場所へ行き、この「今の悪の世」を構成するすべての要素が神の聖なる方に敵対して集結するのを見ましょう。そして彼と共に苦しんで共に栄光を受けるために、彼と結ばれている人が何を覚悟しなければならないのかを知りましょう。


  
    兵士たちは、イエスを十字架につけると、彼の着物を取り、互いに言った、「さあ、くじを引こう」。（ヨハネ十九・二三、二四）

  


  十字架の下で賭事に興じている四人の兵士たちの姿から、人の苦しみに無頓着で、自分の支配下にあるすべての人から搾取しようとする、人の性質を見ることができます。


  ああ、今日なんと多くの人が、このキリストの死刑執行人たちのようでしょうか！彼らは、「あすは死ぬのだ。さあ、飲み食いしようではないか」と叫び、刹那的な物質的必要しか顧みません。


  苦しみに敏感で、同情心のある人にとって、この邪悪な世のこの要素に出会うことは、なんという苦しみでしょうか！ああ、その力の中にあるすべての人のゆえに！


  
    祭司長たちも律法学者、長老たちといっしょになって、彼をあざけって言った、「今、十字架から降りてもらおうか。そうしたら、われわれは信じるから」。（マタイ二七・四一、四二）

  


  イエスの十字架を拒絶する「宗教的な」この世もあります。彼らは十字架につけられた主に従う覚悟がありません。彼らは「上座や上席が好き」で、「広場であいさつされたり、人から先生と呼ばれたりすることが好きです」（マタイ二三・六、七）。彼らは「言うことは言うが、実行せず」、「彼らのすることはみな、人に見せるためです」（マタイ二三・五）。二十世紀において、宗教的な世は十字架で死なれた方の御名を帯びていますが、十字架を愛していません。権力や人からの栄誉を愛することは、十字架の精神とは正反対です。


  
    道を行く人々は、頭を振りながら彼をののしって言った、「おお！神殿を打ちこわして三日で建てる人よ。十字架から降りて来て、自分を救ってみろ」。（マルコ十五・二九）

  


  様々な人が十字架のそばを通り過ぎ、大衆の叫びに加わります。彼らはしかし、人の指導者たちに群れとして導かれる羊にすぎません。彼らは指導者たちの思いを伺って、時代精神にすぐに左右されます。彼らは十字架のそばを通り過ぎ、彼が語られた言葉を浴びせて、十字架につけられた方をののしります。


  あの恐るべき日、兵士たちや強盗たち、指導者たち、祭司長たち、長老たちと律法学者たちは、群衆全員と共に心を一つにしました。宗教的な人々、乱暴な兵士たち、犯罪者たち、この世の人々らはみな、自分たちを隔てていた壁を忘れて、カルバリで一致団結しました。彼らは一つになって、「もしキリストなら、自分を救ってみろ」と叫びました。彼らにとって、十字架は彼が神の御子ではない証拠のように見えました。彼が超自然的なしるしを見せるなら、彼らは信じるでしょう。自分がメシアであることを証明するのは、まだ遅すぎません。「十字架から降りてこい」―――これに尽きました！


  今日も同じです。この今の悪の世の要素はことごとく、カルバリで一致団結します。肉的な要素、この世の知者たち、犯罪者階級、伝統的宗教家たちは、邪悪な者の特別部隊と共に団結し、十字架に大反対しています。そしてまた、イエスの十字架の傍らに立つ人々は小さな群れであり、十字架の宣べ伝え自体が「この世に対して十字架につけられた」者として彼らを分離します。十字架は彼を磔にしたように、彼らをも磔にします。十字架は再び分離する力を現わします。カルバリでは中立の立場はありません。


  あの恐るべき日、もしイエスの十字架のそばに立っていたなら、私たちは「十字架のつまずきは私の最大の誇りです」と叫んだでしょうか？十字架を負うこと、この世から追放されることに、私たちは同意するでしょうか？世はこの世的な世界であり、固有の目的、固有の関心、自己追求・自己賛美・自己愛の固有の精神を持つ世界であり、「この世の要素」を内に持ち、私たちと主との間に割り込もうとする宗教的世界ですらあります。「イエスは門の外で苦しみをお受けになりました。ですから、私たちは、彼のはずかしめを身に負って、宿営の外に出て、彼のみもとに行こうではありませんか」（ヘブル十三・十二、十三）。


  



  クリスチャン生活におけるこの世の要素


  
    もしあなたたちが、キリストと共に死んで、この世の要素から離れたのなら、どうしてまだ、この世に生きているかのようなのですか？（コロサイ二・二〇）

  


  ガラテヤの信者たちは、クリスチャン経験において成長しようとして、律法の行いへの信頼に逆戻りする危険の中にありました。しかしコロサイ人たちは別の方法、すなわち「哲学」や「人の伝統」によって、キリストから引き離されつつありました。パウロは、「哲学」や「人の伝統」は「この世の要素によるものであって、キリストによるものではない」と断言しました。


  ガラテヤ人にもコロサイ人にも、パウロは同じメッセージ、カルバリのメッセージを語りました。


  彼はコロサイの騒ぎに、さらにもう一つの声を付け加えようとはしませんでした。なぜならコロサイ人たちは、「食べ物」や「飲み物」や祭りのことで互いに裁き合い（コロサイ二・十六）、「人の教訓や教義」ですでにかなり混乱していたからです。それらはみな外面的な事柄であって、古い律法の下ではキリストにあって「来るべきものの影」でしたが、今や少しも重要ではありません。使徒は彼らをカルバリに連れ戻して言います、「もしあなたたちがキリストと共に死んだのなら」、「どうして」まだ「この世に生きている」かのように振る舞っているのですか？


  なぜあなたたちは、「外側の事柄に関する幼稚な教え」（コロサイ二・二〇、Ｃ．Ｈ．）に逆戻りして、「見える事柄に安住し、肉の思いによっていたずらに誇る」（コロサイ二・十八）、キリストにしっかりと結びつくことをしない人々の支配に服するのですか？キリストはそのからだである教会のかしらであり、その肢体のいのちです。こうして彼のからだは、まさに「神の増し加わり」である自然ないのちによって、内側から増し加わります（コロサイ二・十九）。


  しかし、キリストと共に死んで、あなたたちのいのちである彼に今結ばれているのなら、どうしてあなたたちはあれやこれに「触るな」という方面に戻るのですか？このような外側のものはみな、「用いれば滅びる」ものです。「私たちを神に近づけるのは食物ではありません。食べなくても損にはなりませんし、食べても益にはなりません」（一コリント八・八）。


  パウロは、禁欲主義は「賢いもののように見える」けれども、神からの戒めに関するかぎり、「人の好き勝手な礼拝」（コロサイ二・二三、Ｃ．Ｈ．）にすぎないと指摘します。禁欲主義は「謙遜」であるかのように、また賢い「肉体の苦行」であるかのように見えますが、これらのものはみな、「肉の欲望に対して何のききめもありません」（コロサイ二・二三）。


  コロサイ人たちはキリストと共に死んで、このようなこの世のすべての要素――「人の伝統に基づく」要素――から解放されました。それらの要素は、人が自分自身を克服できると夢想して考え出した「虚構」の産物であり、キリストにしたがったものではありませんでした。キリストの中に真の割礼（コロサイ二・十一）である心の割礼がありました。コロサイ人たちは彼と共に彼の墓の中に葬られ、彼と共に新しいいのちによみがえらされました。ですから彼らは、今「この世に生きている」かのように振る舞うべきではありませんでした。


  彼らはキリストと共に十字架につけられ、「キリストと共によみがえらされ」ました。これを心で信じることは、超自然的な力、キリストの復活の力をもたらします。ですから彼らは外側の事柄を禁止したり、あれやこれをするべきかと問う代わりに、キリストにあって所有している天の富を思い、上にあるものを求めるべきでした（コロサイ三・一～三）。


  使徒は繰り返します、「なぜなら、あなたたちは死んだのであり、あなたたちのいのちは、キリストとともに、神のうちに隠されているからです」（コロサイ三・一～三）。彼らはキリストのいのちにあずかるために、古いいのちから分離されました。この神からのいのちにより、彼らは「肢体」を「死に渡す」ことができ（コロサイ三・五欄外）、肉の欲からの解放の秘訣を学ぶことができました。


  コロサイの信者たちを脅かした危険に、今日私たちも直面しています。この危険はしばしば、聖潔や献身といった名目の下に隠れています。


  この世的なクリスチャン（なんと矛盾した言葉でしょう！）が、このような特別な罠にかかることはまずありません。しかし、主に従うことを願う人ほど、「人の教え」、特に働きのゆえに敬愛してやまない人々の教えによって、すぐに影響されてしまうのです。


  キリストの十字架は万人のためのメッセージであり、万人のための救済手段です。キリストと共に十字架につけられることに、心から真に同意しましょう。そうするなら間もなく、この世は私たちに対して十字架につけられたこと、この世は魅力を失ったこと、宗教的な世は主の御前における私たちの歩みに影響を及ぼさなくなったことがわかるでしょう。


  すべて「世にあるもの：肉の欲、目の欲、暮らし向きの自慢」：すべて「御父から出たものではなく、この世から出たもの」（一ヨハネ二・十六）は、私たちに対して十字架につけられます。そして、私たちはこの世に打ち勝ちます。なぜなら、私たちのうちにおられる方は、「この世のうちにいる者」（一ヨハネ四・四）よりも偉大だからです。


  



  合一の基礎としての十字架


  
    キリストの血によって近い者とされたのです。

    彼は私たちの平和であり、二つのものを一つにし、両者を十字架を通して一つからだの中で神と和解させてくださいました。敵意は十字架によって葬り去られました。

    （エペソ二・十三、十四、十六）

  


  十字架は神の子どもとこの世とを分離する力であるだけでなく、尊い血によって神に近づくすべての人を結び合わせる力でもあります。


  「キリスト・イエスにある」すべての人が一つであることを、血によって買い取られた神の子どもたちがきわめて明確に悟るのは、十字架のいのちの面においてです。カルバリのメッセージは、罪人に対して、神との和解の基礎として宣べ伝えられます。しかしそれは、人と人との間の、またキリストを告白して彼に従う者たちの間の、合一の基礎として特に宣べ伝えられなければなりません。


  神の真の子どもたちの間にある分裂はみな、「この世の要素」によります。私たちはどれほど痛ましい思いで、この事実を見る必要があることでしょう。神の子どもたちは、十字架につけられた主と共に、「この世の要素」に対して死にました。キリストが死によって解放してくださったものを私たちが生活の中で許容するなら、それは「事実上、キリストの死の効力を拒む」（ライトフット）ことです。


  かつてヘブル人の中で最も排他的な階級に属していた使徒パウロは、キリストの死が同じ主を礼拝することを求めている人々の間のあらゆる隔ての壁を打ち壊したことを、はっきりと見ました。彼はかつて、いやしいナザレ人に従う人たちを根絶しようとしましたが、その時と同じ熱意で、十字架につけられた方の求めに応じ、「かつて滅ぼそうとした信仰」（ガラテヤ一・二三、欽定訳）を高らかに宣べ伝えました。


  十字架の言葉は彼の生涯に革命を起こしました。それは、彼の先入観、国民的偏見、民族的誇り、排他的身分を一掃しました。


  新しいいのちへの門としての十字架がパウロの不変のテーマです。彼はコロサイ人に手紙を書いて、彼らが死なれた方と共に死んだこと、それは今後、地的な区別や分裂の余地のない新しい領域に生きるためであることを、彼らに印象づけます。この新しい領域では、「ギリシャ人とユダヤ人、割礼と無割礼、未開人、スクテヤ人、奴隷、自由人はありえません。キリストがすべてのすべてなのです」（コロサイ三・十一）。


  パウロはコリント人にも、「私たちはみな、ユダヤ人もギリシャ人も、奴隷も自由人も、一つ御霊の中で、一つからだの中へバプテスマされました」（一コリント十二・十三）と書いています。


  ユダヤ人は異邦人を「無割礼の者」と呼びました。彼らの間の壁は、外面的儀式、モーセの律法、レビ的いけにえから成っていました。それらはみな、キリストご自身がすべてのものの成就として、また人々の罪のための一つの完全で十分ないけにえとして来臨されるまでの間、神によって定められたものでした。


  パウロは言います。キリストは「彼の肉において、敵意と様々な規定から成る戒めの律法さえも廃棄し」（エペソ二・十五）、彼ご自身が平和となって、ユダヤ人と異邦人から「一人の新しい人」を創造されました。なぜなら、ユダヤ人と異邦人は、ユダヤ人と異邦人として、彼と共に死んだからです。もし彼らが彼を通して神に近づくなら、ユダヤ人と異邦人はキリストのからだの中で神と和解します。ですから、十字架を通して彼は彼らの間の敵意を廃棄されたのです。


  ああ、カルバリの栄光のメッセージ。そのメッセージからクリスチャンの教会が起こり、二十世紀に私たちが享受している解放の祝福がことごとく流れ出ました。なぜなら、復活した主ご自身が使徒パウロに鮮やかに啓示されたカルバリの十字架を通して、またパウロ自身の忠実な十字架の宣べ伝えを通して、私たち「異邦人」は、福音により、イエス・キリストにあって、「共同の相続者」となり、「ともに一つのからだに連なり」、「ともに約束にあずかる者」となったからです（エペソ三・六）。


  しかしながら、キリストの御名によって呼ばれている、主を告白するクリスチャンの教会の中には、依然として、神を礼拝する者たちの間に壁が見られるのです！この壁はパウロの時代にユダヤ人と異邦人の間にあった壁と同じです。


  パウロはエペソ人に、「彼は来て、平和の良いたよりを宣べ伝えてくださいました」（エペソ二・十七）と記しています。両手に受難の傷跡を持つ復活の主、あらゆる人種から「一人の新しい人」を創造するために死なれた方が、自ら平和のメッセージを携えて来てくださいます。ああ、どうか主が今日再び、同じ喜びのたよりを携えて、ご自身の民を訪れてくださいますように！彼の両手と脇腹を私たちに示して、


  



  
    「あなたたちに平和があるように」
  


  



  と語ってくださいますように！そして、彼の教会の生ける肢体のすべての部分を「十字架を通して」結び合わせてくださいますように！


  



  第十章 十字架と暗闇の勢力


  
    神の子が現われたのは、悪魔の働きを滅ぼすというこの目的のためです。（一ヨハネ三・八）

    彼は私たちの負債を記した手書きの書を消し去り、（それを）彼の十字架に釘づけにされました。彼はその体を渡すことにより、彼ご自身において、支配たちや権威たちを辱め、さらしものにされました。（コロサイ二・十五、シリア訳）

  


  カルバリの十字架におけるキリストの御業の別の面が、ここで私たちの前に示されています。彼はその死により、「支配たちや権威たちをはぎ取り」、「さらしものにして、彼らに勝ち誇られました」とパウロはコロサイ人たちに書いています。


  これらの支配たちや権威たちは、エペソ人への手紙六章十二節で、「この暗闇の世の支配者たち」、高きところ、天にいる、もろもろの悪霊――「邪悪な霊の軍勢」――として描かれています。


  十字架の勝利は、特にイザヤによって語られました。彼は、悲しみの人が「強い者と共に獲物を分かち取る」ことを預言しました。そして今、使徒パウロは、「主キリストは十字架上で、支配たちや権威たちをはぎ取り、彼らに勝ち誇られました」と宣言します。


  十字架の復活の面にある魂に与えられる、カルバリで成就された御業全体に関する明瞭な幻に、私たちは再び気づきます。キリストが自分のために死なれたことだけでなく、自分がキリストと共に死んだことを理解する時はじめて、信者はパウロが「天」として描写している領域の中に実際に入ります。パウロは「天」の領域の中を「御霊によって」生き、「御霊にしたがって」歩みます。


  信者はこの領域の中で、使徒が描写した暗闇の勢力が実在することを悟ります。彼らは「霊の」軍勢ですから、「肉にしたがって」歩み、「まだ肉的」で「ただの人のように」（一コリント三・三）生きている人はそれを知りません。


  ですから、神の子供たちが十字架の二重のメッセージを理解しないでいることは、「この暗闇の世の支配者たち」にとって好都合なのです。なぜなら、十字架の二重のメッセージを通して神の子供たちは天の領域に入り、そこで悪魔の策略に対して目を開かれ、自分たちの「格闘は血肉に対するものではなく、邪悪な霊の軍勢に対するもの」（エペソ六・十二）であることを見るからです。


  魂の敵は十字架のメッセージのあらゆる面に反対する、というのは真実です。しかし地獄の勢力は、暗闇の君とその邪悪な軍勢に対するカルバリの勝利を信者が知るのを、こぞって邪魔します。なぜなら十字架の地的な面において、狡猾な敵はしばしば神の真の子供たちすら説き伏せて、「敵は全く存在しない」と思い込ませるからです。あるいは、自分の力を現して、「この墓の側には解放がない」と彼らを欺いて信じ込ませ、彼らを常習的な罪の虜にするからです。


  神のための奉仕においても、多くのクリスチャンは肉的な武器を用いていますが、それは現実の敵に対して全く役に立ちません。他の人々は真剣な計画に没頭し、群衆を彼らの主に勝ち取るために、心や魂を用いて労しています。しかしその背後や周囲には、邪悪な者と実在するけれども目には見えない悪の軍勢がいて、あらゆる肉の武器をあざ笑っているのです。彼らはキリストが成就された御業の力以外何も恐れません。キリストが成就された御業の力は、十字架につけられた主の真に十字架につけられた使者となった男女を通して、聖霊によって現わされます。


  こういうわけですから、暗闇の君が十字架を憎み、十字架のメッセージを無にしようと躍起になり、その完全な意義を神の子供たちから隠し、その力を知ることからなんとしても彼らを遠ざけようとするのも、驚くにはあたりません。


  イザヤの預言によると、カルバリの人はその魂を注ぎ出して死に渡すことにより、「恐るべき者から獲物」を取り、「強い者と共に分捕り物をわかちとる」ことになっていました。ですから、神のキリストが地上を歩まれた時、イザヤの預言を熟知していたその「恐るべき者」は、彼のみもとにやってきて、彼を十字架から遠ざけるために徹底的に彼を試みました 。試みる者は荒野で、もし自分に頭を下げさえするなら、十字架に行くまでもなく、この世の王国をすべてさしあげましょう、とキリストに申し出ました。しかしキリストは、御父の御旨を成就するために、御顔を火打ち石のようにして答えられました、「あなたの神である主を礼拝せよと書かれている」。そして、誘惑者から転じて恥の十字架に向かわれました。


  後に、彼の弟子ペテロの口を通して、その誘惑が繰り返されました。ペテロは主から受難と死の予告を聞いて、「ご自分をあわれんでくださいますように」と主をいさめました。主は、「下がれ。サタン。あなたはわたしの邪魔をするものだ。あなたは神のことを思わないで、人のことを思っている」（マタイ十六・二三参照）と言われました。


  サタンは再び失敗して、執拗な攻撃を再開するまで、「しばらくの間」神の御子から離れました。サタンは人の体に取り憑いた悪鬼どもにより、彼を激しく攻撃しました。なぜなら、「邪悪な霊ども」はみな、この神の聖なる方が人に対する自分たちの権威と権力を終わらせるであろうことを知っていたからです。


  ついに、最後の戦いが間近に迫りました。敵はキリストを十字架から逸らすことに失敗しました。そして今、激しく十字架を煽る者になります。


  受難の時に近づいた際、神の御子が語った御言葉は、彼がご自身の死の目的をはっきりと知っていたことを示しています。彼の死は「すべての人のための贖い」であっただけでなく、地獄の勢力に対する最終的な完全勝利でもありました。主は弟子たちに、「今、この世の君は追い出されます。わたしが地上から上げられるなら、わたしはすべての人をわたし自身に引き寄せます」（ヨハネ十二・三一、三二欄外）と語って、カルバリを中心とする力について予告されました。その力は、魂を罪の死と悪魔の捕囚から解放して、彼ご自身に引き寄せます。


  晩餐の席上、主は再び、「この世を支配する者が来ます。しかし、彼はわたしのうちに何も持っていません」（ヨハネ十四・三〇、三一）と言われました。彼は御父を愛して、御父が彼に与えた「十字架へ行くように」という命令を、そのとおりに行おうとしておられました。彼は、狼が神から奪った羊たちを救うために、自分自身の自由な意志で自分のいのちを捨てようとしておられました。


  暗闇の君は、神の御子を十字架から引き離す試みに完全に失敗すると、主を十字架に導くために、主ご自身の弟子の一人の中に入りました。


  晩餐の席上、悪魔は主を裏切るという恐ろしい思いを「ユダの心の中に入れ」ました（ヨハネ十三・二）。そして、ユダがキリストの手から直接パンを受け取った後、「サタンが彼の中に入り」ました。そして彼は、自分の主の敵の願望を成就するため、急いで外に出て行きました。


  神の聖霊は、神の御計画を成就するために、明け渡された心と生活を求めておられます。それと同じように、悪霊も自分の計画を実行する人間を見つけなければならないのです。これはなんと厳粛な事実でしょう！


  血の汗を流すほどの彼の苦しみの後、人々はゲッセマネの園で彼を捕らえ、彼を法廷に連れて行きました。その時、キリストは言われました、「今はあなたたちの時です。暗闇の力です」（ルカ二二・五三）。この時から、彼はこの暗闇の世の支配者たちに引き渡されました。彼らは、彼に対して極みまでも力を振るうことを許され、彼らの意志を行なう邪悪な人々の手によって、「いのちの君を殺しました」。


  



  勝利の時


  
    彼は、支配たちや権威たちをご自身から引き離し、さらしものにして、それによって彼らに勝ち誇られました。（コロサイ二・十五）

  


  これが、神の観点から描写したカルバリの悲劇です。


  その時、世の人々の目には、この世の君がまんまと神のキリストをさらしものにし、彼の体を死に渡して勝ち誇っているように見えました。その同じ時、神と天の軍勢の前では、支配たちや権威たちの方が、彼らが十字架につけたキリストによって、さらしものにされ、打ち負かされていたのです。


  パウロは言います、「勝利者が凱旋行進で捕虜や戦利品を見せ物にするように、彼らは見せ物にされました」（ライトフット）。征服者はいわば、天の軍勢の前で、彼らを「凱旋行進の中で引いて行かれ」ました。ここで使われている比喩は、コリント人への第二の手紙二章十四節で使われている比喩と同じです。そこではこう言っています、「キリストは、彼の愛によって征服されて、喜んで彼の死の戦利品となった人々を、勝利のうちに導かれます」。


  カルバリの勝利のなんという絵が、ここで私たちの前にあるのでしょう！地上の光景に対するなんという対比が、いま示されているのでしょう！悪の全軍勢が征服者によってさらしものにされた時、十字架の周囲で嘲っていた群衆は、目に見えない領域で起きていたこの凱旋行進について、少しも知りませんでした。


  使徒はこのような描写によって、「十字架の逆説を強力な光の中に置きます。（中略）罪人をさらしものにする道具は、勝利者を乗せる車だったのです」（ライトフット）。


  



  聖霊の証し


  
    慰め主は裁きについて認めさせます。なぜなら、この世の君が裁かれたからです。（ヨハネ十六・七～十一）

  


  十字架と受難の前の晩、主は弟子たちに、真理の霊が到来して彼らの中に住み、彼を証しし、彼の栄光を現わすであろうことを語られました。


  十字架の前、主は、「今、この世の君は追い出されます」と言われました。しかし、彼の死と復活の後、「この世の君は裁かれた」と御霊は証しされます（ヨハネ十六・十一）。


  神の御子はカルバリの十字架上で地獄の勢力に対して勝利を収められました。聖霊は、その勝利をこの世に認めさせ、神の御子の御業を証しするために与えられます。


  カルバリの死により、魂の敵は征服されました。しかし、これを悟っている神の子供はなんと少ないことか！邪悪な者の策略を対処する方法を知っている人は、なんとわずかなことか！しかし、果敢に戦って敵を攻撃し、十字架の勝利にあずかる方法を知っている人となると、さらに少ないのです！


  



  小羊の血


  
    彼らは、小羊の血と自分たちの証しのことばのゆえに、彼に打ち勝った。彼らは死に至るまでも自分のいのちを愛さなかった。（黙示録十二・十一）

  


  黙示録のこの章は、覆いを一瞬取り去って、目に見えない世界の戦いを示します。


  この章がある特別な時のことを預言的に語っているのかどうかは、私たちにとってさしあたり重要な問題ではありません。少なくとも次のことは明らかです。すなわち、十字架上でいのちの君と暗闇の君との間に最後の戦いがあったように、天で最後の戦いがあるでしょう。十字架における戦いでは、十字架につけられた方に信頼する人々に対する権威の座から暗闇の君が投げ落とされました。天における戦いでは、主の軍勢がやって来て、竜とその使いたちを地に投げ落とします。続いて、彼らは最終的に底知れぬ穴へ、それから火の池へ行きます。


  しかし、竜とその使いたちはまだ自由なのです！支配たちと権威たちはカルバリの十字架上で征服されましたが、あの輝かしい勝利と彼らが最終的に投げ落とされる時との間には、ある期間があります。この期間、贖われた各人はカルバリの勝利を行使し、征服済みの敵に個人的に打ち勝ち、そうして勝利者の座にあずかる勝利者たちと共に冠を勝ち取らなければなりません。


  この天での最後の戦いの啓示の中に、勝利の三重の秘訣と、各々の勝利者が敵に打ち勝つ方法が示されています。


  「彼らは小羊の血のゆえに彼に打ち勝った」。これは私たちをカルバリとキリストの受難に連れ戻します。この勝利者たちは聖霊から十字架の勝利をはっきりと教わりました。ですから、小羊の血――小羊の死――は勝利者たちが敵に対して用いた一つの武器でした。


  これには「彼らの証しのことば」、すなわち恐れずにキリストを告白することと、「死に至るまでも自分のいのちを愛さない」ことが伴いました。勝利者たちは邪悪な者に打ち勝つために十字架の力を用いただけでなく、死なれた方の霊を飲み、その結果十字架につけられたいのちを生き、主の霊を通して暗闇の君に勝ち誇ったのです。


  神のすべての子供たちにとって十字架は勝利の道です。彼らは彼の死の中で主に結び合わされ、彼の復活のいのちにあずかり、地獄の支配たちや権威たちを「遙かに超越し」、天で彼と共に座についています。


  



  十字架の苦難


  
    このように、キリストは肉体において苦しみを受けられたのですから、あなたたちも同じ心構えで自分自身を武装しなさい。（一ペテロ四・一）

  


  敵はすでに征服されており、私たちは戦いの時いつでも血の力を用いることができます。しかし、十字架につけられたイエスの内なる霊を絶えず深く知ろうとしないかぎり、私たちを攻撃する悪の勢力との戦いにおいて、私たちは依然として無力なままでしょう。


  使徒ペテロは、「キリストは肉体において苦しみを受けられました。あなたたちも同じ心構えで自分自身を武装しなさい」と記しています。主イエスはよくよく考えた上で、この今の悪の世で苦難を受ける道を選ばれました。彼は万物の主であるのに僕の姿をとり、全能者であるのに「人と同じような姿になって」弱い立場を取り、天では神と等しい方なのに、地上で最も低い所に行って人としてご自身を低くし、苦しみと恥の十字架に至るまで神の御旨に従う道を歩まれました。主イエスはよくよく考えた上で、このような苦難の道を歩まれました。一歩一歩、彼は低くなられました。彼にとって十字架は理屈ではありませんでした！彼は肉体において苦しみを受けられたのです。


  ああ、神の子供よ、同じ心構えで自分自身を武装しなさい。キリスト・イエスの心をあなたの心としなさい。十字架上の彼の死の霊を受け入れることを選ぶなら、あなたは「罪をやめ」（一ペテロ四・一欄外）、もはや生まれながらの人の通常の欲望にしたがってではなく、それとは反対の「神の御旨」の観点にしたがって生きるようになるでしょう。他の人々は「それを奇妙に思い」、「あなたたちの悪口を言う」かもしれません。しかし、「もしキリストのために非難を受けるなら、あなたたちは幸いです。なぜなら、栄光の霊、神の霊が、あなたたちの上にとどまってくださるからです。彼らの方は彼を悪く言いますが、あなたたちによって彼は栄光を受けられます」（一ペテロ四・十四、欽定訳）。


  内側に息吹かれたイエスの十字架の霊により、私たちは内側を武装されなければなりません。そうするなら、私たちは外側で勝利し、「小羊の血」の武器を用いて確かな勝利を収め、悪魔はカルバリで征服されたことを経験的に知るようになるでしょう。


  



  神のすべての武具


  
    神のすべての武具を身に着けなさい。悪魔の策略に対して立ち向かい、いっさいを征服して、立つためです。（エペソ六・十一、十三、欽定訳）

  


  ここでパウロは、カルバリの復活の面で私たちが直面する敵や戦いについて、非常に克明に描写しています。


  「主にあって、その大能の力によって強められなさい」（エペソ六・十）とパウロは記しています。これは、信者が自分の力の終わりに達していることを前提とします。なぜなら、使徒が書いているのは、「キリストと共に生かされ」、彼と共に「よみがえらされ」、「キリスト・イエスにあって彼と共に天の所に座らされ」、こうして「新しい人」を着た人々に対してだからです（エペソ四・二四）。


  「激しい誘惑の時、どう振る舞えばいいのでしょう？」。これが彼らの心中の疑問です。彼らは「キリストと共に十字架につけられ」、今、毎瞬、彼のいのちによって生きています。彼らは戦うべきなのでしょうか？彼らはどうすればいいのでしょう？


  彼らは「主にあって強く」なければなりません。そして、彼らの内にある彼の力によって強められなければなりません。彼らはただ、自分の立場に立つべきです！悪魔は彼らをカルバリから、「主にあって」彼らのいるべき所から引き離そうとします。この「悪魔の策略」（十一節）に立ち向かいなさい。


  「私たちの格闘は血肉に対するものではないからです」（十二節）とパウロは記しています。そうです、これはまさに「格闘」です。霊的な敵は霊的な人を霊的な方法で攻撃します。信者は、目に見えない何らかの敵と取っ組み合いの格闘をしていることに気づきます。言うなれば、敵は内なる人に絡みつき、実際に「格闘」しているのです。戦っても望みはありません。信者にできるのは「堅く立つ」（コニーベア）こと、どんな代価を払っても、キリストにあって自分のいるべき立場を放棄しないこと、そして悪魔の策略に屈しないことだけです。


  「血肉」への言及は、これらの「策略」がしばしば人の姿を取って来ることを暗示しています！しかし、主の中にしっかりと守られている魂は鋭い視力を与えられて、「不従順の子ら」（エペソ二・二）のうちにその霊が働いているのを見るだけでなく、しばしば神の僕たちによっても働くのを見ます。実際、その霊はペテロを通して働いて神の御子を誘惑しましたし 、サタンがダビデを神の命令によらずに行動させた時にも働きました。


  聖霊により力をもって内なる人の中で強められることにより、信者は神の真の戦士となり、支配たちや権威たちを「この暗闇の世の支配者たち」としてますます認識できるようになります。「空中の権の支配者」（エペソ人への手紙二・二）は、昔ヨブを攻撃したように、空中の勢力を用いて神の子供を攻撃します。また、彼は自分のたくらみを成し遂げるために、人々を無意識のうちに手先として操ることができます。信者はこれらのことも学びます。


  「ですから、戦いのために神のすべての武具を取りなさい」（エペソ六・十三、コニーベア）と戦士パウロは叫びます。キリストは彼の十字架によって、これらの邪悪な霊の軍勢を勝利のうちに引いて行かれました。しかし、彼に結ばれている人々よ、あなたはあなたのためにこのように用意されている武具を常に積極的に「取り」なさい。


  ああ、神の子供よ、キリストはいのちを犠牲にして勝利されました。しかしこれは、あなたのなすべき分が何も無いということではありません。戦いにおいて、あなたにはあなたの分があります。彼の御座にあずかりたければ、彼が勝利されたように、あなたも勝利しなくてはなりません。


  あなたがカルバリの勝利を学び、自分から出てキリストの中に駆け込む時、次々と敵があなたに襲いかかり、あなたをあなたの主から連れ出そうとするでしょう。「邪悪な日に際して彼らに対抗するために」（コニーベア）、信仰の手で神の武具のすべての項目を取るよう、あなたは気をつけなければなりません。


  悪霊どもは無数の策略を巡らして、あなたの周りに群がるでしょう。すべての武具を身に着けるなら、あなたは敵に「対抗し」、「すべての敵を投げ落とす」（コニーベア）でしょう。あなたは小羊の血により勝利のうちに堅く立つでしょう。


  「すべての武具」とは主キリストご自身です。地獄のすべての軍勢を対処するために、あなたは「主の中に」住み、「彼にあって」「強くされ」なければなりません。


  彼の内に住むことを願うなら、「真理の帯を腰に締め」（コニーベア）なければなりません。なぜなら、あなたの生活の中に、真理である方の目から見て真理に反するものが少しでもあるなら、あなたは敵の手によって完全に打ち負かされるからです。


  あなたの義である方の中に住んで、彼の義――彼の王国の杖はまっすぐな杖です（ヘブル一・八）――に反するいかなるものもあなたの生活の中に許さないなら、義の胸当てがあなたのものになります。


  「主にあって」、あなたは常に平和の福音の使者でなければなりません。なぜなら、あなたは「仕えるために救われている」からです。地上を歩む時、あなたは御霊の促しに直ちに従わなければなりません。さもないと、あなたを見張っている敵につけ込まれるでしょう。


  あなたは「信仰の盾」を素早く取って、その後ろで「悪い者が放つ火矢」から隠れなければなりません。そして、蛇がその悪賢さによってエバを欺いたように、あなたの「思い」が「キリストにある単一さ」（二コリント十一・三、改訂訳と欽定訳）から堕落することが決してないよう、特に「救いのかぶと」を頭にかぶらなければなりません。とりわけ、防御と攻撃のために、あなたは御霊の剣である神の御言葉を常に必要とするでしょう。神の言葉は生きていて、力があり、いかなる両刃の剣よりも鋭いのです。


  あなたの主との親密な会話により、「どんなときにも御霊によって」（エペソ六・十八）主に語りなさい。そうすれば、あなたは敵を対処するために装備され、あなたを愛しておられる方によって圧倒的な勝利者になるでしょう。


  また、あなたは戦いの激しさを知り、キリストのからだの一肢体が苦しむ時、全体も苦しむことを知ります。あなたは「忍耐のかぎりを尽くし」、「すべての聖徒」のために祈るようになるでしょう。特に、戦士パウロのように主の戦いの最前線にいる人々のために祈るようになるでしょう。


  その時あなたは、「主の日に際して戦いの中に立つ」方法を彼から教わり、輝く鎧を身にまとう武装した戦士として、敵を攻撃する戦いに送り出されるでしょう。あなたは、十字架につけられて復活した主の御名によってなされるしるしや不思議を目撃し、十字架の栄冠を勝ち取るでしょう。


  



  第十一章 十字架とその継続性


  
    もし彼とともに死んだなら、彼とともに生きるようになる。もし耐え忍んでいるなら、彼とともに治めるようになる。（二テモテ二・十一、十二）

    彼とその復活の力を知り、また彼の苦しみにあずかることも知って、彼の死に同形化されるためです。（ピリピ三・十）

  


  私たちはまたもや「彼の死」という言葉に出くわします。今回は、パウロが彼の愛するピリピ人へ宛てた手紙においてです。


  パウロはガラテヤ人への手紙で、「私はキリストと共に十字架につけられました」と歓喜して叫びます。その約六年後、ピリピ人への手紙が書かれました。しかし彼はここで、キリストの死との一致・同形化を、キリストの復活の効力の偉大な力をさらによく知るための条件として述べています。


  クリスチャン生活において十字架は継続的に働きます。これを証明するこれよりも明らかな証拠は聖書中に見あたりません。


  パウロは聖霊の豊かさを確かによく知っていました。彼はキリストご自身の直接の啓示によって任命され、十字架のメッセージを与えられました。彼は十字架による罪の束縛からの解放をはっきりと宣べ伝えました。そして、ローマのクリスチャンたちへの手紙の中で、彼の死における信者の主との一体化について、また信者を罪と死の法則から解放する、キリストにあるいのちの霊の力強い効果的働きについて説明しました。


  聖霊の力はこれらのメッセージに証印を押されましたし、彼も自分の生活の中で個人的に経験していました。しかし、使徒はこれらすべてを後にして、さらに「彼の死」を知ることを求めます。


  パウロの言葉の中に、いっそう深い経験の段階が啓示されています。また、霊のいのちの成長はキリストの苦しみとのいっそう深い交わりを意味することを、彼の言葉ははっきりと示しています。なぜなら、「頂点に達した復活のいのちは、奇妙なことに、十字架へ戻る」（Ｃ．Ａ．フォックス）からです。


  ですから使徒は、主の死に同形化されることを熱心に願って、「キリスト・イエスにおいて上に召してくださる神の栄冠」を目指して進みます。なぜなら、「彼と共に苦しむ」ことは「彼と共に栄光を受ける」ことでもあることを知っていたからです（ローマ八・十七、欽定訳）。


  使徒の手紙に戻って、十字架への同形化が実際の経験で何を意味するのか、彼自身の生涯から見ることにしましょう。


  



  死の宣告


  
    非常に激しい、耐えられないほどの圧迫を受け

    生きる望みさえ失い

    死という宣告を持ちました。それは、もはや自分自身を頼まず、死者をよみがえらせてくださる神に拠り頼むためでした。

    （二コリント一・八、九）

  


  この節から明らかなように、どれほどよくキリストと共に死んだことを理解し、彼の復活の力を知っていたとしても、自分には何の力も能力も無いことを、了解済みの理屈としてだけでなく実際の事実として知る所に、私たちは何度も導かれます。


  「私たちは生きる望みさえ失いました」とパウロは記しています。しかし、私たちは神から答えを得ました。それは「私たちの死」であり、ただひとり死者をよみがえらせることのできる方に自分を委ねざるをえない絶望に私たちが導かれるためです。彼は大きな危難から私たちを救い出してくださいました。なおも救い出してくださるという望みを、私たちは彼に置いています。


  これこそ、「私はキリストと共に十字架につけられました」と歓喜して叫んだ魂にふりかかった多くの苦難の意義です。自分の知恵を終わらされることにより、そして自分の力を越えた、神しか助けにならない状況に次々に導かれることにより、私たちは死者をよみがえらせてくださる神の力を現す方法を学ばなければなりません。


  使徒パウロは神をよく知った後で自分自身についてこう記しえたのですから、私たちの生涯においても、「自分に頼る」ことは明らかに危険です。また、キリストの復活の力を現わすには、自己の終わりに保たれることが確かに必要です。


  



  弱さを通して十字架につけられる


  
    彼は弱さを通して十字架につけられました。私たちも彼と共に弱い者です。（二コリント十三・四、改訂訳）

  


  この御言葉は「彼の死に同形化されること」の別の面を示しています。キリストはご自身を渡して、ほふり場に引かれて行く小羊のように、人々の手の中にある弱い無力ないけにえのように引いて行かれました。その時現わされたキリストの人間的弱さは、パウロにとって彼自身の弱さの絵図でした。


  パウロは「弱さを通して十字架につけられた」神の御子を見つめて、「私も彼と共に弱い者です」と叫びます。しかし再び彼は、「御父の栄光によってよみがえらされた」キリストを思い、彼がどのように「神の力によって生きておられる」のかを思い出して、たとえ弱さの中にあっても、神の同じ大能の力により、自分もキリストのいのちにあずかれることを知って喜びます。そこで、彼はさらに言います、「私は、あなたたちに対する神の力によって、彼と共に生きます」。パウロは叫びます。私自身は弱い者です。私も自分の弱さによって「十字架につけられて」います。しかし、私は私の主の死に同形化されます。そして、私のうちに働き、私を通してあなたたちコリント人たちに働く彼のいのちに信頼します。あなたたちを取り扱う時、私は自分の弱さではなく、私にあって語られるキリストの神聖な力を示しましょう。確かに私は弱いですが、私を通して働かれる方は弱くありません。彼はあなたたちの中で力強いのです。


  ですから、「弱さを通して十字架につけられること」は、「彼の死に同形化されること」の一つの面です。それにもかかわらず、なんと多くの人が、自分のうちに力を感じなければならない、あるいは、力の貯蔵庫、天の「力（dunamis）」で充電された蓄電池にならなければならない、と思っていることでしょう！


  私たちは、これらの天の奥義に関する人間的観念のせいで、ひどく妨げられています！しかし、カルバリの途上にある静かな受難者の中に、力の神聖な模範が啓示されています。「神の弱さ」は「人よりも強い」。しかし、これは力に関する人の考えとは正反対です。そこで私たちは、聖霊に私たちの目を開いてもらって、その模範を見る必要があります。そして、同じ御霊を受ける必要があります。聖霊は、私たちの前に置かれた御姿に同形化されたいという願いを私たちのうちに起こし、同じ力でそれを私たちのうちに実現してくださいます。


  十字架の復活の面で「彼の死に同形化されること」は、私たち自身はますます弱くなることを意味するのであって、ますます力を感じるようになることを意味するのではありません！弱さこそ、真に十字架の苦難です。なぜなら、私たちは「自分はあれやこれができる」という感覚を持つことを願いますが、弱さはこの自然な願望の正反対だからです。しかし、常に弱さを意識しつつ、神の力に信頼して信仰によって歩むこと、信仰によって神の力にもとづいて行動すること、信仰によって「私にあって語られるキリスト」に信頼すること、信仰によって、自分に対する神の力によってではなく、他の人々に対する神の力によって「彼と共に生きる」こと。これが信仰生活です。


  信者の「弱さ、恐れ、おののき」を通して、他の人々の心や生活の中に「御霊の現れと力」がもたらされます。これが、キリストと共に十字架につけられている人々を通して神がキリストのいのちを現わされる道です。


  



  イエスの死


  
    いつでもイエスの死をこの身に帯びていますが、それはイエスのいのちが私たちの身に現されるためです。（二コリント四・十）

  


  私たちは再び、カルバリに対するパウロの深い洞察を垣間見ます。イエスの死と復活のいのちは、彼のすべての思想中に織り込まれており、彼にとって常に霊のいのちの成長の基礎です。


  この節はローマ人への手紙第六章とよく一緒にされます。なぜなら、一方は他方の結果だからです。コリント人への第二の手紙四章十節は、カルバリにおけるキリストの御業という客観面から生じる主観的結果を描写しています。「イエスの死を身に帯びる」この主観的働きが信者のうちに無ければ、イエスのいのちが私たちを通して周囲の世界に力をもってますます現されることはありえません。


  多くの人は、死によるキリストとの一体化という真理を知り、自分が彼と共に十字架につけられたことを見、その新鮮な幻から生じる喜びと信仰によって、復活の主に信頼しながら奉仕してきました。しばらくの間、彼らの証しには神の証印が伴います。しかし徐々に、力強いいのちの流れは涸れていき、証しもうるさいシンバルのように空虚なものになっていきます。ああ、彼ら自身それに気づかないことがあまりにも多いのです！


  何が問題なのでしょう？彼らは十字架の解放の過去の経験に基づいて生きており、カルバリの客観的な幻と、彼の死によるキリストとの一体化の後も、すべての行程において、死がなおも常に増し加わり続けるいのちの基礎でなければならないことを見落としています。「いつでもイエスの死をこの身に帯びる」ことは、絶えず彼のいのちを現わすための不変的条件なのです。


  イエスの「死を身に帯びる」ことは、神の子どもの経験で実際に何を意味するのでしょう？この節の文脈がその答えを示しています。キリストは十字架上で四方八方から苦しめられましたが、耐える力を失われませんでした。彼は御父が御顔を隠されたことに困惑して、「なぜわたしを見捨てられたのですか？」と叫びましたが、絶望されませんでした。彼は暗闇の全勢力によって攻撃されましたが、神は彼を見捨てず、彼を最後まで支えられました。彼は打ち倒されて死に渡されましたが、滅びませんでした。なぜなら、彼は神の力によって生きておられたからです。


  同じように、パウロも苦しめられ、困惑させられ、攻撃され、打ち倒されました。しかし、彼はキリストによって啓示された十字架の原則に常に忠実でした。自分があらゆる苦難の中で「イエスの死を帯びている」のは、イエスのいのちが死ぬべき肉体に現わされるためであることを、彼は理解しています。彼は自己の力の終わりに保たれました。それは、彼を強める力が全く神からのものとなるためでした。


  全知なる主はご自身の子供たちをこのように扱われます。それは、彼らを本当に主に頼らせ、主に用いられる真に空っぽの器としておくためです。こうして主は、彼ら自身の力や能力を全く追い出して、彼らにすべての力をただ主からのみ引き出させます。


  主は、ご自身のいのちしか頼りにならない所に、彼らを導く方法をご存じです。その所で、四方八方からの圧迫により、神の無尽蔵の豊富が必要になります。その所で、彼らは途方にくれて迷路の中を歩みますが、後になると、主の巧みな御手が実際に自分たちを導いてきたことを見いだします。その所で、彼らは嵐の海の中で翻弄されますが、神に見捨てられることはありません。その所で、彼らは「打ち倒され」、見たところすべてのものが彼らに敵対しているようですが、それでもなお、イエスのいのちが、彼の恵みの栄光へと至る神聖な耐久力により、自分たちを通して現わされるのを見いだします。


  



  絶えず死に渡されている


  
    私たち生きている者は、イエスのために絶えず死に渡されていますが、それは、イエスのいのちもまた私たちの死ぬべき肉体に現されるためです。（二コリント四・十一）

  


  一見、この節は前の節を繰り返しただけのようです。しかし、「聖霊が教える御言葉」では、文章の変更には必ず意味があります。ここには一つの違いがあり、それはいっそう深い死への同形化を示しているようです。今回はイエスのため、そして他の人々のためです。


  七節から始まる段落の結論の文章は、まず最初に、「いつもイエスの死を身に帯びる」のは私たち自身のためであることをはっきりと告げています。それは、頼るべき私たち自身の力が全く無く、現わされる計り知れない偉大な力は神のものであって、私たち自身からではないという点に、私たちが保たれるためです。


  しかし今、このように自己の終わりに保たれて、土の体に現わされたイエスのいのちによって生きる信者は、ますます「イエスのために死に渡されます」。信者は次々と、弱さ、試み、困難、戦いに渡されます。それはみな、自分の魂の苦しみを見て満足するために死なれた方のためです。


  私たち神の子供は、これほどまでに私たちの主と交わることを望んでいるでしょうか？私たちが試みに次ぐ試みを受けてきたのは、霊的生活で「栄光に次ぐ栄光」しか感じられなくなる時の到来を望んでいたからではないでしょうか？


  しかし、豊かに実を結ぶための犠牲の法則を、私たちはなんと理解していなかったことか。私たちは生ける方に結ばれています。ですから、彼のいのちの真の光が私たちの上にのぼって、神の事柄に関する私たちの曇った考えが雲散霧消するまで、彼は私たちを導き続けてくださいます。私たちは彼の御顔の光の中で、自分が実際に「栄光から栄光へと」導かれているのを見ます。こうして私たちは、死なれた方といっそう深く交わることができるようにされ、キリストの教会のために、キリストの苦しみの欠けたところを満たせるようにされます。


  



  自分のうちに死が働くことによって

  他の人々のうちにいのちが働く


  
    こうして、私たちのうちには死が働き、あなたたちのうちにはいのちが働くのです。（二コリント四・十二）

  


  これがイエスのために死に渡される結果です。死は私たちのうちに働いて、他の人々のうちにいのちの実を結びます。


  私たちは用いられること、魂を勝ち取ることを願うかもしれません。しかし、私たちの願いは十分に強いでしょうか？いのちを他の人々に与えて、自分には空しさと弱さしかなくなるほどに強いでしょうか！これは真の自己犠牲、真の自己放棄、真の自己否定です。これは真の十字架の精神であり、死ぬべき肉体におけるイエスのいのちの真の現れです。なぜなら、これは彼をカルバリへ促したキリストの愛そのものだからです。カルバリにおいて、彼には言い尽くせない恐怖と恥を伴う死しかありませんでした。それは、私たちが彼を通して神からのいのちを持つようになるためでした。


  真に魂を勝ち取るには、ただ一つの道しかありません。それは犠牲の道です。キリストはカルバリでいのちを犠牲にされました。私たちはキリストと結び合わされているのですから、他の人々に彼のいのちを流す管となるには、私たちも自分のいのちを犠牲にしなければなりません。


  もし私たちが自分の奥深い所で十字架の内なる真の力を経験するなら、他の人々の心は深く触れられるでしょう。そして、いのちの力が彼らのうちに働くでしょう。なぜなら、私たちのうちに死が働くのに応じて、いのちは周りの人々――彼らのために「キリストは死なれました」――を生かすからです。


  これは贖われたそれぞれの人が送ることのできる使徒の生活であり、実を結ぶ生活です。これがパウロの言う「父たること」です。「私が福音を通して、キリスト・イエスにあって、あなたたちを生んだのです。養育係が一万人いたとしても、父は多くありません」。私たちのためにカルバリの十字架で苦しんだ方と交わって、喜んでこの死に同形化される人は多くありません。この死に同形化されるなら、人々のために苦しむようになります。


  「死は私たちのうちに働く」とパウロは記しています。ローマ人への手紙第八章には、キリストにあるいのちの霊による解放という豊かな栄光の福音、御父に近づく喜ばしさの啓示、内住する御霊の証し、キリストとの共同の相続権が記されています。注目すべきことに、この章は死への同形化の鮮やかな描写で締め括っています。死への同形化は、それらすべての外面的成就なのです。


  「あなたのために、私たちは一日中、死に定められている。私たちはほふられる羊とみなされた」（ローマ八・三六）とパウロは叫びます。しかし、「私たちは、私たちを愛してくださった方によって、圧倒的な勝利者なのです」が、使徒の勝利の証しです。そうです、キリストは小羊としてほふり場に引いて行かれました。そして、私たちが彼の十字架を選び、彼と共にほふられたことを認める時、他の人々も私たちの見解と同じ見解を私たちについて取るようになり、私たちをほふり場に引かれて行く小羊とみなすようになります。これは実に偉大なことではないでしょうか？


  ああ、神の子供よ、私たちは十字架を宣べ伝え、十字架のために戦いさえするかもしれません。しかし、もし私たちに十字架を生きる覚悟、パウロの言う「一日中、死に定められる」覚悟がないなら、私たちは自分のメッセージを空しくしてしまうでしょう。「一日中、死に定められる」ことによって、私たちのうちには死が働き、他の人々のうちにはいのちが働きます。そして、私たちのために死んで再びよみがえった方の栄光に至ります。


  「こうして、死は私たちのうちに働き、いのちはあなたたちのうちに働くのです」と使徒は記しています。私たちのうちには空しさ、弱さ、苦難、圧迫、困惑が働きます。しかし、あなたたちのうちにはいのちが働きます。


  父よ、このようなことはあなたの目にかなうことだからです。どうか、あなたの御言葉どおり私になりますように。


  
    主よ、あなたは秘訣を啓示されました、

    私があなたと共に死んだという秘訣を。

    私は完全な勝利を得ることができます。

    他に道はなく、他に場所はありません。

    

    あなたの十字架は私のもの。あなたの「永遠の十字架」は、

    私の生涯を光で照らします。

    私の神であるキリストと共にそこに釘づけられ、

    世はそのあらゆる喧噪と共に色あせました。

    

    しかし主よ、ただ一つの道しかありません、

    あなたの死により、私たちは勝利します。

    あなたが行かれた道を私たちも行かねばなりません、

    私たちの天の住まいにたどりつくまで。

    

    そうです、私は「あなたと共に十字架につけられ」ます。

    その深さを内側で私に啓示してください。

    日々私を導いてさらにそれを知らせ、

    自己と罪から私を解放してください。

    

    主が勝利されたように勝利する！

    主と共に勝利のうちに座す！

    これが私たちのものになります。もし私たちが、

    カルバリで自分のいのちを主に明け渡しさえするなら！

    

    Ｇ．Ｗ．Ｒ．

  


  



  第十二章 十字架への招き


  
    勝利を得る者を、わたしと共にわたしの座に着かせよう。それは、わたしが勝利を得て、わたしの父と共に父の御座に着いたのと同じである。（黙示録三・二一）

    自分の十字架を負ってわたしについて来ない者は、わたしにふさわしい者ではありません。（マタイ十・三八）

  


  十字架への途上、救い主は「あなたの十字架を負ってわたしについて来なさい」と叫ばれました。しかし彼は、ご自身が死を経過して墓の向こうのいのちに至り、いと高き所におられる全能者の右の座に昇るまで、十字架を負うとは何を意味するのかを説明されませんでした。天から彼は、彼の選びの器である使徒パウロを通して、彼の十字架と、彼に従うことを願うすべての人に対する十字架の要求とを解き明かされました。


  意義深いことに、パウロは決して「あなたの十字架を負いなさい」とは言いません。彼は、キリストの十字架をすでに勝利した十字架として宣言し、信者に主の勝利の中に入るよう命じます。


  パウロの言葉は、十字架への途上、小羊によって与えられた十字架への招きを解き明かします。そして、キリストの御言葉は再びパウロのメッセージを解き明かします。十字架はすでに勝利しており、解放の働きと地獄の勢力に対する勝利はすでに達成されています。しかし信者は、個人的に十字架の経験面を受け入れ、小羊に従って地上で十字架の道を歩むことを選ばなければなりません。


  十字架を忍んだ方の口から出た十字架への招きは、今もなお、贖われた各々の人を招いており、小羊の従者が今の世で歩める唯一の道をあらかじめ示しています。


  福音書の中には、十字架への主の招きが五回記録されています。それぞれ、信者が招きに応じるとき生活の中で経験する、十字架の異なる面を示しています。


  最初に、次の主の御言葉に注目しましょう―――


  



  十字架の道は避けられない


  
    自分の十字架を負ってわたしについて来ない者は、わたしの弟子になることはできません。（ルカ十四・二七）

  


  キリストにとって十字架の道は避けられないものでした。彼はニコデモに向かって、「モーセが蛇を上げたように、人の子も上げられなければなりません」（ヨハネ三・十四）と言い、弟子たちに、自分はエルサレムへ行き、苦しみを受け、殺されなければならない、と言われました。この「ならない」は命令でした。彼は別の時に、「こうならなければならない」と言われました。彼は、羊たちのためにいのちを捨てて、彼らを御父に連れ帰らなければなりません（ヨハネ十・十六）。


  しかし、小羊とその従者たちが歩む道は同じです。「ならない」は、彼にとってだけでなく、彼らにとっても命令です。彼は、彼に従って十字架に来ることを拒む者は、彼の弟子になることはできない、と言われなかったでしょうか？キリストは罪人を贖うために、罪人に代わって十字架を負われました。ですから、キリストから学ぼうとする人は、キリストの十字架を負わなければなりません。さもないと、キリストから学ぶことはできません。


  主イエスが彼の前に横たわる道を弟子たちに示し始める時まで、弟子たちは彼に従うことの内容を知りませんでした。彼らは彼の最初の呼びかけを聞き、すべてを捨てて主に従いました。ある日ペテロが言ったように、彼らは彼がキリストであることを信じていました。彼らは、彼が永遠のいのちの言葉を語られたことを心の中で知っており、彼の力強い御業を見て彼の恵みに驚いていたからです。ところが十字架です！受難と死？彼らには全く思いもよりませんでした。「彼が行われたすべてのことに、みなが驚いていると、彼は弟子たちに言われた、『このことばを、しっかりと耳に入れておきなさい。なぜなら、人の子は人々の手に渡されるからです』。しかし、彼らは理解しなかった」（ルカ九・四三～四五）。


  今日、多くの神の子供たちもこのようです。しかし昔と違い、彼らはキリストが十字架を負われたことや、彼の死によって自分たちがいのちを持っていることを知っています。しかし彼らは、キリストが負われた十字架は自分たちの十字架でもなければならないとは考えません。彼らは、十字架につけられた主は十字架につけられた従者を持たなければならないこと、死による以外に小羊に真に従うことはできないことを理解しません。小羊は地上でただ一つの道――ほふり場に引かれて行く道――しか行くことができません。ほふられた小羊に御座が与えられるのは、ただ天においてだけです。


  



  十字架の意味


  
    だれでもわたしについて来たいと思うなら、自己を否み、自分の十字架を負ってわたしについて来なさい。（マタイ十六・二四）

  


  自己を否みなさい！自己の楽しみを否むのではありません。自己の罪を否むのでさえありません。ただ、自己を否みなさい。そして、自己に結ばれているものをすべて否みなさい。自己こそ、行為の中心的源、動機です。自己こそ、外から来るあらゆる物事の中心的対象です！


  自己！これ以外の言葉では、主の十字架の意味を狭めてしまっていたでしょう。なぜなら、復活した主が後に使徒パウロに啓示されたように、この言葉はカルバリの解放全体を網羅するからです。


  人に対するカルバリの重要な知らせは、「自己」からの救いです！人が自分の十字架を負い、自分のために死んでくださったキリストにおいて現わされた十字架の霊を受け入れて、主と共に十字架につけられたものとして自己を否む（放棄する）とき、そうすることにより、その人は悪魔の力からだけでなく、罪の束縛、律法の圧制、この世の霊からも解放されます。


  ああ、さいわいなカルバリの福音！なんと単純で、深く、効果的で、賢明なのでしょう！なぜなら、「自己」こそ、あらゆる問題、反逆、自己中心性、高慢、罪の中心であり、核心だからです！自己は十字架に釘づけられたと見なしなさい。毎日自己を否み（または、自己を知ることを否み）、静かに落ち着いて十字架の道を取りなさい。そうするなら、小羊に従ってカルバリに行くだけでなく、まっすぐ天の中心にまで行き、彼の御座にあずかるでしょう。


  



  十字架の深さ


  
    自己を否み、自分の十字架を負いなさい。なぜなら、自分のいのち（魂）を救う者はそれを失うからです。（マタイ十六・二四、二五）

  


  十字架への招きに続けて、主は三回奥義的な言葉を語られました。その言葉は、生まれながらの人や「ただの人のように」歩んでいる信者には理解できません。「自分のいのちを救う者は、それを失い、自分のいのちを失う者は、それを救うのです」（ルカ九・二四）。また、十字架についてではなく、地に落ちて死んだ麦粒について語られた時も、主はほぼ同じ奥義的な言葉を使われました。「自分のいのちを愛する者はそれを失い、この世で自分のいのちを憎む者はそれを保って永遠のいのちに至ります」（ヨハネ十二・二五）。


  私たちは罪を放棄することで満足してしまい、自己を保っています！人の「自己」が罪と同じように聖霊の道を全くふさいでしまうことを、私たちは見落としていました。さらに、最初のアダムの源から私たちに流れ込むいのちが、私たちの死ぬべき肉体におけるイエスのいのちの現れを妨げることを、私たちは見落としていました。


  それにしても、人が救おうとして失ってしまう、このいのちとは何でしょう？憎むかわりに愛するなら永遠に失ってしまうこのいのちとは、どんないのちなのでしょう？


  私たちが引用した節はみな、改訂訳の欄外を見ると、いのちの代わりに「魂」という言葉を示しています。パウロはコリント人への手紙の中でこれに光を当てています。「最初の人アダムは生ける魂となりました。最後のアダムはいのちを与える霊となりました」。「第一の人は地から出て、地的です。第二の人は天からの主です」（一コリント十五・四五、四七）。


  放棄する（憎む）よう述べられているそのいのちは、私たちが最初のアダムから受けるあのいのちです。それを魂のいのちと呼んで、天からの主との結合によって私たちに与えられる天的ないのちと区別することにしましょう。別の所で、主はそれを人の「己のいのち」として描写しておられます。それゆえ、人はそれを愛します。なぜなら、それは自己の一部だからです。私たちが魂のいのちを愛するのは、それが感覚領域・意識領域の中で働き、地上の事柄とより密接に結びついているからでもあります。その感情的・感覚的いのちは、神の子供が幼い間は、神からの真のいのちとかなり混ざり合っています。そのため多くの人は、特に不従順や罪を犯した心当たりがない時でも、気分の変化や「浮き沈み」を経験します。しかし、御霊によって生き、御霊によって歩み、いのちを与える霊なる方だけに頼るなら、私たちを絶えざる平和の領域の中に導いてくださいます。この平和は感覚の喜びの情動や地上の移ろいゆく喜びを遙かに超越しています。


  御霊の剣である神の御言葉を用いて、私たちのうちで魂的なものを真に霊的なものから全く分けるのは、聖霊の働きです（ヘブル四・十二）。御言葉が私たちのうちに豊かに住んで、その分離が行われる時、私たちは暴露された魂のいのちを憎み、それを十字架に渡して「失」わなければなりません。


  小羊に従って彼のいのちを現わし、真に彼が歩まれたように人々の間を歩むには、彼の十字架の深さを知らなければなりません。また、彼の死のすべての恩恵の中に入るには、私たちの側で「自己の」いのちをすべて否み、放棄し、憎んで、彼のいのちを取らなければなりません。


  私たちがどの程度、どれくらい深く彼の復活の力を経験するかは、自己放棄の程度と深さにかかっています。私たちは自分の罪を放棄します。それは、キリストと共にそれらの罪に対して死ぬためです。私たちはこの世を放棄し、そしてキリストと共にこの世に対して死にます。私たちは「自分自身」を放棄し、それによってキリストご自身に内側を治めてもらいます。同様に、私たちは魂のいのち――これから地上のあらゆる生命活動が生じます――を放棄し、「いつでもイエスの死をこの身に帯び」、イエスのいのちに頼ることを学びます。こうして、イエスのいのちが私たちの死ぬべき肉体において現わされ、私たちを通して周囲の人々を生かします。


  



  十字架と地上の絆


  
    わたしよりも父や母、息子や娘を愛する者は、わたしにふさわしくありません。自分の十字架を負ってわたしについて来ない者は、わたしにふさわしくありません。自分のいのちを見いだす者はそれを失います。（マタイ十・三七、三八、三九）

  


  ここで私たちは、十字架を負うことの多くの面の一つと、魂のいのちを放棄することの意味を一瞥します。


  魂のいのちは、地上の強い絆によって束縛されているかもしれません。地上の絆は合法的ですが、あまりにも強固です。そのため、それを「主にあって」しかるべき所に置くには、十字架の死と聖霊の深い働きが必要です。神がなさなければならない最も鋭い剣の働きは、地上の関係において魂と霊を分けることです。なぜなら小羊に従う道は、十字架につけられた方の要求が愛情の絆と衝突する地点を、いつかは必ず通るからです。その時、「家族の者が敵となり」、愛する者たちの手が私たちを十字架に釘づけます。その時、「わたしよりも父や母、息子や娘を愛する者は、わたしにふさわしくありません」と主はささやかれます。従順な心は多くの涙と共に、自分のいのちを束縛していたものを主の足もとに下ろし、主に従うことに同意します。その人は愛する主のためにすべてを失いますが、それがみな天の喜びで変容されて戻されるのを見いだします。


  主の身内の者たちが「彼は気が狂ったのだ」と言った時、そして天の父の御旨を成就するために彼の上にのしかかっていた必要を理解しなかった時、それは主ご自身にとって苦難ではなかったでしょうか？天の父の御旨は友人たちの望みとは反対の道を意味しましたが、主は天の幻に従うことしかできませんでした。


  おお、小羊に従うすべての人たちも、こうでなければなりません。そしてまた、一歩一歩しっかりと神に従順に歩まなければなりません。そうするなら、模範である方と同じようになるでしょう。主の場合、主の兄弟たちが主を信じて、「失う者は見いだす」という主の御言葉が成就される日が確かに訪れました。


  



  十字架とキリストを告白すること


  
    自分の十字架を負いなさい。（中略）わたしと福音のためにいのち（魂）を失う者は、それを救います。（マルコ八・三四、三五）

  


  この御言葉の文脈によると、人気を愛することや人を恐れることの中心に、強い魂のいのちが存在する場合があります。周囲の罪深い世代がキリストと彼が御父から語られた真理に反対する時、信者は人気を愛して人を恐れるがゆえに、キリストとその御言葉を恥じるかもしれません。


  「わたしとわたしの言葉を恥じるような者なら、人の子も、父の栄光を帯びて来る時、そのような人のことを恥じます」（マルコ八・三八）と主は、マルコによって記録された十字架への招き――主と福音のためにいのちを失うことについて主が語られた時のことです――に関して仰せられました。「自分自身」と地上の魂のいのちを放棄してキリストの十字架を負うことだけが、私たちをこの世から分離することができます。これにより、彼のはずかしめを身に負って宿営の外に出ていくことを、私たちは恥じなくなります。


  「十字架のつまずき」と十字架のメッセージのつまずきを、主はあらかじめご存じでした。パウロに啓示されたような福音は「十字架の言葉」だからです。模範的な人としてのキリストを宣べ伝えることは、十字架ではありません。なぜなら、主の山上の垂訓は地上のあらゆる教師たちの教えよりも優っていることを、生まれながらの人は認めるからです。人を欺く大詐欺師は、十字架とキリストを人が忘れてくれさえするなら、山上の垂訓が示す生活を模倣するよう人に勧めさえします（十字架とキリストこそ、山上の垂訓が示す生活を送ることを可能にする力です）。それどころではありません。悪魔は、それによって人を迷わせて、イエス・キリストの贖う十字架のない福音を受け入れさせることができるなら、人に力を与えて、王国の律法をうわべ上、みかけ上守らせることができます。


  十字架の血による平和をもって、キリストとその十字架の福音を宣べ伝えること、そして、この世からの分離を告げる十字架、カルバリの人への絶対的な全き服従を要求する十字架を宣べ伝えることは、魂のいのちを実際に失い、放棄することを意味します。なぜなら、このような福音を宣べ伝えることによって、魂のいのちは、人からの栄誉を愛する愛と共に、キリストとその福音のために失われるからです。


  



  毎日十字架を負う


  
    毎日、自己を否み、自分の十字架を負いなさい。自分のいのち（魂）を救おうとする者はそれを失うからです。（ルカ九・二三、二四）

  


  使徒パウロが「いつでもイエスの死をこの身に帯びています」と言ったように、主も「毎日」と言われました！


  私たちはパウロの文書から、キリストの死との結合の存在を見てきました。その結合は私たちをいのちの新しい領域の中に導きます。その領域で、私たちは十字架を振り返ります。十字架は私たちと過去との間に横たわる深淵です。また、私たちはキリストの死への継続的同形化も見てきました。それは復活の力がますます実際に現わされるための必要条件です。


  主キリストは、ご自身に従う者たちに、毎日十字架を負うよう命じておられます。この命令は、後にパウロに啓示されたこの福音とも調和します。毎日私たちは自分がキリストと共に十字架につけられていることをはっきりと認め、十字架につけられたイエスの心で自分自身を武装し、死に至るまで従順にならなければなりません。毎日私たちは魂のいのちを意識的に失わなければなりません。それは、魂のいのちを主ご自身のいのちと交換するためです。毎日私たちは、自分自身のために十字架を造り出すのではなく、「道にある十字架」に直ちに服すことにより、喜んでますます彼の死に同形化されなければなりません。


  毎日！毎日！毎日！主は十字架に招かれます。それは主の子供たちを、貧しい世に対する、十字架につけられた主の真の使者にするためです。


  



  十字架とその要求


  
    わたしのもとに来て、自分の父、母、妻、子、兄弟、姉妹、そのうえ自分のいのちまでも憎まない者は、わたしの弟子になることはできません。自分の十字架を負わない者は、わたしの弟子になることはできません。あなたたちはだれでも、自分の持ちものをすべて捨てなければ、わたしの弟子になることはできません。（ルカ十六・二六、二七、三三）

  


  無条件の服従がこの節全体の基調です。なぜなら、私たちと持ち物すべてに対する、創造主・贖い主なる神の絶対的要求が、創造者・贖い主なる方ご自身によって、鮮やかに述べられているからです。


  どの言葉も意義深く、無制限です。父、母、妻、子、兄弟、姉妹は、一つ一つ、そしてすべて、贖い主に明け渡されなければなりません。そして今から後、主にあって、主のためだけに保持されなければなりません。それだけではありません。贖い主は贖った人のいのちそのものを要求されます。なぜなら、信者はいのちを主に負っているからです。信者は自分自身のものではありません。


  信者は、十字架をキリストに任せることも、それから逃げられると思うことも許されません。信者は自分の十字架――すなわち自分の生活に影響を及ぼすイエスの十字架――を負い、主の十字架の道を主に従ってどこまでも行かなければなりません。さらに、十字架を負うことは間違いなく、自分には何の能力もないことを学ぶ所に信者を導きます。信者は「自分の持ちものをすべて捨て」（ルカ十四・三三）ざるをえなくなります。なぜなら、恐るべき敵が遣わす勢力に対抗するのに、それは何の役にも立たないからです。


  「自分の持ちものをすべて捨てること」は、十字架の要求を要約しているように思われます。キリストは十字架で、ご自身の尊い血をもって、贖われた民を買い取られました。しかし、信者がすべてを「捨てる」のは、「今この時に百倍」を受け、「来たるべき時代では永遠のいのち」を受けるためにほかなりません（マルコ十・二九、三〇欄外）。これを忘れないようにしましょう。


  つまり、私たちは自分を否みます（放棄します）。さもないと、私たちを買い取ってくださった主を否むことになります。しかし、イエスの十字架が御霊の力によって私たちに啓示されるとき、私たちの「自分の十字架」は彼の十字架の中で視界から消え去ります。そして私たちは、この今の時の苦しみは、将来私たちに啓示されようとしている栄光に比べれば、取るに足りないものであることを喜んで認めるようになります。


  神の子供よ、十字架への招きは命令であり、十字架の要求は無制限であり、十字架の栄光は言い尽くせません。私たちはその招きを無視するのでしょうか？


  
    わたしのぶどうしぼり場の子よ、１

    わたしのために注ぎ出されなさい。

    ぶどう酒は熟成しつつあり、

    あなたはわたしの栄光を見る。

    

    ＊ ＊ ＊

    

    私を圧搾してください！私の父よ、

    「もはや私ではない」が実現されるまで、

    砕かれた空の器とされるまで。

    「おお、私を用いてください」が私の叫び。

    

    耐えられないほどに私を圧搾してください（二コリント一・八）。

    しかし、あなたの御心以上に圧搾しないでください。

    私を圧搾してください。あなたの溶かしが、

    私に涙を流させるまで。

    

    私を圧搾してください！世人は死にかけており、

    あなたの御名を知ることを願っています。

    私を圧搾してください、おお、私を十字架へ追いやってください、

    私が「宣べ伝え」なければならなくなるまで。

    

    私を圧搾してください、あなたは速やかに来られます。

    人々は押し入りつつあります。

    私はあなたの勝利にあずかるために押し進みます。

    主よ、あなたの圧搾が勝利しなければなりません。

    

    Ｍ．Ｍ．

  


  
    １ 詩篇八四篇の表題を参照。「コラの子たちのための賛美」。「コラ（Korah）」という言葉は「カルバリ」に相当する。「ギテトに」は「ぶどうしぼり場に関して」を意味する。この詩篇はおそらく、ぶどうからぶどう酒を圧搾する時期に歌われたのであろう。

  


  



  第十三章 十字架の宣べ伝え


  
    十字架のつまずきは取り除かれたのでしょうか？（ガラテヤ五・十一）

    私は、あなたたちの間で、イエス・キリスト、すなわち十字架につけられた方のほかは、何も知るまいと決心しました。（一コリント二・二）

  


  霊によって与えられるカルバリの啓示、神の御子と死にかけている世に対するカルバリの意味に関する啓示があります。その啓示は信者のうちに、十字架によって産み出された情熱を生じさせます。その情熱は、心の中で燃える炎のようであり（エレミヤ二〇・九）、カルバリの人がご自身の魂の苦しみを見て満足されることを願う強烈な願いです。この願いは人生を支配する力となり、いわば個人的な損得勘定をすべて飲み尽くします。


  このような情熱が、使徒パウロの生涯や言葉に表れており、彼のコリント人への手紙の中で著しく強調されています。彼は、「私は、あなたたちの間で、『イエス・キリスト、すなわち十字架につけられた方』のほかは、何も知るまいと決心したからです」と記しています。


  この決心は彼にとって完全な自己放棄を意味しました。ところが今日、私たちはこれをほとんど理解しません。なぜなら、キリスト教が十字架を美化してしまったからです。パウロの時代、十字架は「凶悪な犯罪者を罰する道具」（コニーベアの注解）でした。それは、「今日の絞首台という言葉のように、最も邪悪で、忌まわしく、恐ろしい、あらゆることと関係していました」。


  傲慢なパリサイ人が十字架に栄光を帰し、このように奇妙な福音を恥としなくなるには、確かに神からの啓示が必要でした。犯罪者をさらしものにする所が世の救いの場所とは！人々が彼を気違い呼ばわりしたのも不思議ではありません。


  それにもかかわらず、彼はコリント人に、「私は、あなたたちの間で、イエス・キリスト、すなわち十字架につけられた方のほかは、何も知るまいと決心しました」と書いています。


  コリントは知的にかなり啓蒙されていましたが、道徳的に退廃していました。それは哲学と文学で満たされていましたが、罪の中に沈んでいました。パウロはコリントとその民の状況を熟慮した時、「私はメッセージをコリント人に合わせるべきだろうか？人の知恵や知識を用いて、福音に耳を傾けさせるべきだろうか？」と心に問うたにちがいありません。


  使徒は、人の知恵という武器を用いてコリント人たちに対応する決心をすることもできたはずです。なぜなら、彼はタルソで一般教育を受けていましたし（タルソの学校はアテネよりも優れていたと考える人たちもいます）、エルサレムでヘブルの律法全般による訓練を受けていたからです。これに加えて、彼はローマ市民であり、支配的立場を取ることも、あらゆる点で彼ら自身の立場に立って文化的なコリント人たちに対応することも、しようと思えばできたはずです。


  そのうえ彼は、そうすることに失敗した場合、彼らが言うであろうことをすべて承知していました（鋭い洞察力を持つ鋭敏な人ならわかります）。十字架のメッセージは全く馬鹿げたものと思われ、彼自身も愚か者と見なされるでしょう。


  使徒はそれをすべて予見していますが、肉の武器への信頼を退けることを皆の面前で慎重に選び、「十字架の言葉」を「神の力」とする聖霊に全く拠り頼んで、十字架につけられたメシヤの評判の悪いメッセージを宣べ伝えることを決意します。それは、信じたすべての人たちが、「人の知恵の説得力ある（または、魅惑的な）言葉」（一コリント二・四、欽定訳欄外）にではなく、ただ神の力だけに自分たちの信仰の錨をおろすようになるためです。


  使徒のこの決心から、彼がそのメッセージのために自己を絶対的に放棄していることがわかります！彼はなんと完全に、個人的な自己の栄光をすべて退けていることか！今日、このような十字架の使者が必要です。なぜなら、二十世紀初頭、私たちは使徒が文化的なコリントで出会ったのとほぼ同じ状況に直面しているからです。神の使者たちは依然として、肉的な武器や「人の知恵が教える言葉」に信頼するのか、それとも神の力に拠り頼んで十字架のメッセージを証しするのか、決めなければなりません。生まれながらの人は今も、パウロの時代と同じように、十字架のメッセージを嫌っています。


  



  十字架の宣べ伝え


  
    さて兄弟たち。私があなたたちのところへ行ったとき、私はすぐれた言葉、すぐれた知恵を用いませんでした。私の言葉と私の宣べ伝えは、説得力のある知恵の言葉によりませんでした。（一コリント二・一、四）

  


  使徒はこの世界で御旨を成就するために神に用いられる者たちについて描写しました。神は、知恵ある者や強い者を辱めるために、愚かな者、弱い者、取るに足りない者、見下されている者を選ばれました。神は実に、「有るものを無いもののようにするため」、「無に等しいもの」を選ばれたのです！


  「さて兄弟たち」と使徒は記します。あなたたちのところへ行った時、私は「魅惑的な言葉」や「説得力のある知恵の言葉」を用いませんでした。私は人からさげすまれている者として、「あなたたちといっしょにいたとき、弱く、恐れ、とてもおののいて」、神の奥義を宣べ伝えました。神は、「御霊と御力の現われ」によって、私のメッセージを証ししてくださいました。


  聖霊によって証しされないなら、十字架の宣べ伝えはつまずきにさえなるでしょう。なぜなら、照らし、確信させる御霊の力がそのメッセージの背後になければ、肉的な思いはそれを拒んで「別の福音」（そのようなものはないのですが）に向かいかねないからです。あるいは、十字架に関する知的考察は良心を麻痺させる働きをするかもしれないし、盲目な人々はそのメッセージを物質化すらして、十字架の外側の象徴をあがめ、外面的形式に頼るかもしれないからです。十字架の敵は、聖霊の力によって十字架の真の意味を学んだことがない人々を、「十字架のしるし」という覆いの下で奴隷にしておけるのです。敵はこれをよくわかっています。


  それに、「十字架の言葉」がその力を現わすには、人の知恵の説得力ある言葉は必要ありません。使徒は、「言葉の知恵」は十字架を「無効にする！」（一コリント一・十七、欽定訳）とさえ言っています。


  これは、かくも多くキリストの死に関する知識が存在していながら、なぜ人々の生活が大して変わらないのかを説明しているのではないでしょうか？


  十字架は宣べ伝える人によって空しくされうるのでしょうか？なんと恐ろしいことでしょう！神・人は、人々の永遠の救いのために、魂を注ぎ出して死に渡されます。それなのに、彼の使者たちが十字架を「無効」にするのです！そんなことは断じて許されません。


  しかしどのようにして、十字架は宣べ伝える人の「言葉の知恵」によって「空しくされ」うるのでしょう？それは、宣べ伝える人が、死なれた方の死によってではなく、自分の言葉によって満たされないかぎり、「人の知恵が教える言葉」はまず存在しえないからにちがいありません。また「言葉の知恵」は、話よりも話し手に、内容よりも雄弁さに、主よりも僕に、注意を引かずにはおかないからにちがいありません。


  「カルバリのメッセージは、父なる神にとって最も聖なる主題でなければなりません。御父は、御子の死の宣べ伝えにおいて、人に一片たりとも栄光をお与えになりません」と、私たちは慎んで言わないかもしれません。


  悲劇的な恐ろしいカルバリの物語が、死にかけている世に対して宣べ伝えられなければなりません。「華々しい言葉」は、十字架の周りの花（かりに神・人の死を眺めていた人が花をまき散らしたとするなら）のように、メッセージを駄目にします。なおまた、十字架の主題は美辞麗句や詩的修飾には向きません。つまり、十字架の現実や宣べ伝えには、肉に栄光を帰す余地が全くないのです。


  実物教材である使徒パウロから、十字架の効果的宣べ伝えに必要な条件を見ることができます。カルバリのメッセージは、主の十字架の宣べ伝えそのものによって喜んで十字架につけられる人によって、宣べ伝えられなければなりません。


  十字架は、その力を知る人々によって宣べ伝えられなければなりません。その時、聖霊はそれを証しされ、「十字架の言葉」は人々に対して神の力となります。御霊がどのように神の御子の死と復活の宣べ伝えを証しされたのかは、使徒の働きからわかります。カルバリのそばに立った人々は、カルバリを宣べ伝えることができました。復活した主を見た人々は、彼の復活を証しすることができました。それは彼らにとって、歴史的事実、教理、根本的真理以上のものだったのです。


  「私はキリストが昨日死なれたかのように感じる」とマルチン・ルターは言いました！今日、十字架の使者たちにキリストの死を啓示することが、聖霊の特別な任務です。それにより、使徒たちにとって十字架が現実だったように、彼らにとっても十字架が現実となります。その時、聖霊は彼らを遣わして、人々の目の前に十字架につけられたキリストをはっきりと示すことができます。砕かれた心で、使者たちが神の御子の死を死にかけている人々に対する唯一の希望として宣べ伝える時、十字架によって産み出された情熱が、人の賞賛や批判を気にする思いを一掃します。


  こうして、「もし福音を宣べ伝えないなら、私は災いです」と叫ぶことしかできなくなるまで、それはパウロに啓示されました。神と、ご自身の前に置かれた喜びのゆえに「はずかしめをものともせずに十字架を忍ばれた」方の観点からカルバリを見て、自尊心はすべて一掃されます。そして彼は、たとえ自分の宣べ伝える十字架が自分の十字架となり、彼の主のように人々からさげすまれ、拒絶されるようになっても、十字架を宣べ伝えることを選びます。


  



  十字架のメッセージ


  
    十字架の言葉は神の力です。（一コリント一・十八）

  


  この節で力と訳されているギリシャ語は、デュナミス（dunamis）です。英語のダイナマイト（dynamite）という言葉は、この言葉に由来します！「十字架の言葉」は神のデュナミス、神の力です、と使徒は宣言します。その表現は、潜在的な力ではなく、活動中の力を意味します。神は、失なわれて破滅した世界を救うために、御力をカルバリの十字架に集中されました。「十字架の言葉」は、それを受け入れるすべての人にとって、神の「活動中の力」です。なぜなら、全能者がその背後におられるからです。主イエスは言われました、「わたしが地上から上げられるなら、わたしはすべての人をわたし自身に引き寄せます」。


  しかし、神の力であるのは「十字架の言葉」であって、「十字架に関する言葉」ではありません。十字架の意味に関する推測ではなく、パウロが宣べ伝え、復活した主ご自身によって教えられた、純粋で単純なキリストの十字架の宣べ伝えなのです。


  今日、神の僕たちは問いに直面する必要があります。彼らは、十字架のメッセージには神の力が宿っていると本当に信じるのでしょうか？それとも、私たちは神を制限して、「十字架の言葉」には多くの説明の言葉が必要だと考えるのでしょうか？それは、人々の心を開くために、全知なる創造主によって考案された鍵ではないでしょうか？ある人は、「鍵が鍵穴にぴったり合うように、それは私にぴったりです」と言いました。これは、異教徒であれ、いわゆるクリスチャンであれ、すべての人の心にあてはまります。


  全能の神が十字架のメッセージの背後におられ、その中におられます。なぜならそれは、罪を負う罪人だけでなく、「救われつつある私たちにとって」も神の力だからです。それは、人生のあらゆる点、霊的成長のあらゆる段階で魂の必要を満たし、必要を訴えるすべての叫びに応じます。それが無効だったり、使い尽くされたりすることは決してありません。それは神の力です。


  



  十字架への敵対


  
    私はしばしばあなたたちに言ってきましたし、今も涙をもって言うのですが、多くの人がキリストの十字架の敵として歩んでいます。彼らの思いは地上のことだけです。（ピリピ三・十八、十九）

  


  カルバリのメッセージを宣べ伝える時、そのメッセージによって強い敵対心を引き起こされて、その敵になる人々を、この御言葉は描写しています。なぜなら、十字架への敵意はみな、十字架がそれからの解放を宣言するすべてのものを愛することに、実際その源があるからです！地上のものを愛する人々は、自分の愛するものからの解放を与えるメッセージに憤慨します！


  知者が十字架につまずくのは事実です。しかし、罪人や救われた人が十字架に敵対するのは、もっぱら心の問題です。なぜなら、罪の束縛からの解放を望む人々、神の義に飢え渇く人々だけが、そのメッセージを喜んで受け入れるからです。


  十字架の敵！「言葉の知恵」を用いて宣べ伝える人は、十字架を宣言する時、十字架を空しくします。外面的な事柄に固執する人々にとって、この世の要素からの解放を告げるという点で、十字架は「つまずき」です。しかし、地上のものを愛する人々は、十字架の「敵」と呼ばれています。なぜなら、彼らはその生活により、十字架の目的自体と真っ向から対立する立場に自分自身を置くからです。なんと厳粛な事実でしょう！なんと恐ろしいことでしょう！彼の友であると告白しているかもしれませんが、私を自己から救うために死なれた方の敵なのです。また、おそらく十字架の使者でさえあるかもしれませんが、「言葉の知恵」によって自己の栄光を求め、地上のものを愛してそのメッセージを空しくするなら、彼の敵なのです。なぜなら、自己執着はすべて、事実上キリストの十字架の敵だからです。


  



  キリストを再び十字架につける


  
    彼らは、自ら神の御子を再び十字架につけて、さらし者にします。（ヘブル六・六）

  


  この節の文脈はさておき、この厳粛な御言葉に注目するだけで十分でしょう。この御言葉は、神の御子は再び十字架につけられうる、と告げています。しかも今回は、彼が贖った人々、いのちを味わった人々（彼が来たのは、彼の召しに従うすべての人にいのちを与えるためです）によってです。


  キリストはこの世と悪魔の力を超越されました。そして今、血によって買い取られた者たちだけが、小羊を再び十字架につけることができます。彼らは聖霊にあずかっていながら恵みの霊を侮り、かつて逃れた「この世の汚れ」に逆戻りすることを選んで、自分たちを買い取ってくださった主を「さらし者」にする人々です。


  聖書のこの節は、光に対する責任について警告しています。使徒ペテロは厳かに、「伝えられた聖なる命令にそむくよりは、義の道を知らなかったほうがよかったのです」と述べています（二ペテロ二・二〇、二一）。


  ああ、どうか聖霊が、神のすべての子供たちに十字架上の死を解き明かし、カルバリの光の中で罪の極度の罪深さを見せてくださいますように。この終わりの時代にあって、死に至るまでも罪に抵抗することが、贖われたすべての者たちのしるしとなりますように。彼がご自身の血をもって買い取られた者たちが今罪にふけることは、神の御子―――「彼は罪のために一度苦しみをお受けになりました。正しい方が悪い人々の身代わりとなったのです。それは私たちを神のみもとに導くためでした」（一ペテロ三・十八）―――を「再び十字架につけ、再び縛り、再び釘付けにし、再び拷問にかけ、再び苦しめ、再び殺す」（ディーン・ボーハン）ことであることを、どうか彼らが深く理解しますように。


  「だれかが彼に、『あなたの両手の間にあるこの傷は何か？』と聞くなら、彼は、『わたしの友人の家でつけられた傷です』と言おう」（ゼカリヤ十三・六欄外）。私たちが彼の十字架の交わりから身を引くのを彼がご覧になる時、そして、彼の死によって解放されたものに私たちが心の中や生活の中で執着するのを彼がご覧になる時、確かに私たち神の子供は彼の傷口を再び開いているのです。罪を軽視したり、契約の血を俗なものと見なして恵みの霊を侮るなら（ヘブル十・二九欄外）、確かに私たちは彼の傷口を再び開いているのです。


  ああ、神の子供よ、罪の欺きに用心しなさい。神の恵みを当てにして、「自分はいつでも赦してもらえる」と考え、誘惑に屈することのないよう気をつけなさい。罪を「弱さ」という名で呼んではいけません。失敗に対して、どんな言い訳もしてはなりません。キリストが死なれたからには、あなたは完全な勝利を得ることができるのです。しかしあなたは、敬虔な畏れをもって主の御前に歩み、あなたにとって清くないものに触れないようにしなければなりません。


  



  第十四章 御座の中央の小羊


  
    ご自身の血によって、まことの聖所にはいり、私たちのために永遠の贖いを獲得してくださいました。（ヘブル九・十二）

    見よ。天に一つの門が開かれた。私は御座の中央に、ほふられたばかりのように立っている小羊を見た。（黙示録四・一、五・六）

  


  黙示録は、主イエス・キリストの「再来」「出現」について、パノラマ的な展望を与えます。主はその日、彼の御力の御使いたちを従えて天から現われ、「福音に従わなかった」すべての人を厳かに裁かれます。


  その書の巻頭言で、その啓示は「すぐに起きるはずの事」を彼の僕たちに示すため、神によって御子イエス・キリストに与えられたこと、そして「彼はそれを彼の僕ヨハネに送り、しるしによって示された」ことを、私たちは告げられます。


  栄光を受けた主は、パウロにご自身の十字架を解き明かされました。それにより、パウロは死にかけている世に、十字架を神の愛のメッセージとして宣べ伝えることができました。しかし今、主は使徒ヨハネに現われて、彼に示されることをすべて書き記すよう命じられます。彼に与えられたその啓示は、カルバリの天的展望と、世の罪を担って十字架で死なれた神の小羊を拒絶することの永遠の結果を、私たちの前に鮮やかに示します。


  使徒は、三一の神の御名により、「七つの教会」に宛てて手紙を送りました。彼はメッセージの冒頭で、「死者の中から最初に生まれた方」である主イエス・キリストについて語り、私たちをカルバリに連れ戻します。ヨハネの手紙の受取人は、イエスに愛されている人たち、十字架上で流された彼ご自身の血によって罪から「解放された」人たちです（黙示録一・四～六）。しかし、彼は死者の中から復活して多くの兄弟たちの長子となり、彼らの先駆者として天で幕の内側に入られました。彼は、彼に贖われた人々の代表として、そこにおられます。贖われた人々は、自分たちのための彼の死と彼と共なる自分たちの死を通して、最初のアダムの種族から召し出され、今や天の王族、「神のための王なる祭司」、神の相続人、キリストと共同の相続人です。


  使徒ヨハネは、主の命令により、七つの教会にメッセージを送ろうとしています。次に彼は、そのメッセージを与えられた時の、栄光を受けたカルバリの人との会見を描写します。目が燃える炎のような方の足もとに倒れる時、彼はかつて地上で聞き慣れていた声が語るのを聞きます、「恐れるな。わたしは生きている者である」「わたしは死んだが、見よ、いつまでも生きている」（黙示録一・十七、十八欄外）。


  この栄光のキリストは、使徒が恥の十字架上に見たイエスその方です。刺し通されたその御手が、今彼に触れます。復活した主が弟子たちに両手と脇腹を示された時、彼がエルサレムの二階の部屋で見たその体は、同じ体のまま栄光の中にあります。弟子たちは彼が天に昇って行かれるのを見ましたが、今、天が開かれています。そして死なれた方が、御力によって、死とハデスのかぎを持つ、いつまでも生きている方として示されます。


  使徒に与えられた諸教会へのメッセージの中で、主は艱難の中にある人々に対して、再び優しく、「死んで復活した者」（黙示録二・八欄外）としてご自身を示されます。苦難を受けてその中で勝利した者として、彼は「死に至るまで忠実でありなさい」と彼らに命じられます。それは、彼らもまた彼らの冠を受けるためです。


  「ご自身の血をもって買い取った」人々に対して与えられたメッセージの中で、再び栄光の主が啓示され、次いで「天に一つの門が開かれ」ます（黙示録四・一）。そして使徒は、カルバリの人の刺し通された御手の接触により力づけられて、「御霊によって」天の中心に引き上げられ、ただひとり死のない方であり、近づくことのできない光の中に住まわれる方を見ます。彼は、「全能者にして主なる神」の御座を見、「御座からいなずまと声と雷鳴が起こる」のを聞きます。また、創造者にして万物の主なる方の御座を昼も夜も取り巻いている礼拝を目撃し、天の生き物たちが「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな。神であられる主、全能者。あなたは万物を創造し、あなたのみこころのゆえに万物は創造されました」（黙示録四・八～十一）と言うのを聞きます。


  創造者である主なる神の御手に「巻き物」が見えます。地上の罪の杯は、その縁まであふれています。創造者は、恵みの時代を終わらせて、反逆的な人に対する裁きの時代を開始するべき時が来たことを決断されました。


  「巻き物を開くのにふさわしい者は誰か？」という布告が天全体に響きわたります。御使いたちですらその前で顔を覆って、「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、万軍の主」と叫ぶ方の永遠の御旨を執行するのにふさわしい者は誰でしょう？天にはふさわしい者がひとりも見つかりません。神の最高の大天使ですら、ふさわしくありません。


  それでは、誰が巻き物を開くのでしょう？天の大天使がふさわしくないなら、いと高き神はいったい誰に、反逆的な世界を裁く厳粛な務めをお委ねになるのでしょう？


  すると突然、ヨハネは神ご自身の御座のまさに中央に、


  
    「ほふられたばかりのように立っている小羊」（黙示録五・六）

  


  を見ます。


  父は「すべてのさばきを子にお委ねになりました。それは、すべての者が、父を敬うように子を敬うためです」（ヨハネ五・二三）。罪人のための代価としてご自身のいのちを捨てた方だけが、「福音に従わない」（二テサロニケ一・八、九）すべての人が受けるべき裁きを執行するのにふさわしい（適している）のです。


  御座の中央の小羊は「ほふられたばかりのように立っている」と述べられています。つまり、カルバリの十字架でささげられたいけにえは、常に新鮮で、常に新しいのです。それは天の中心に秘められ、天の全群衆の目の前に鮮やかに保たれています。


  小羊に「七つの角と七つの目があった。その目は、全地に遣わされた神の七つの霊である」。創造者の御座の幻では、「七つの霊」が「御座の前」に見えます。しかし御父は、彼のキリストの中に「神たる方の全豊満が肉体のかたちをとって宿る」ことを喜ばれました。ですから、天で御座についているほふられた小羊が、聖霊の豊満、力の豊満、光と幻の豊満の中心です。そして、ほふられた小羊から、聖霊は「全地に遣わされ」ます。なぜなら、聖霊は常に、御父から、御子を通して、人の世に流れるからです。聖霊は、自己に絶望し、罪を嫌ってカルバリに向かう心の中に入ることを求めておられます。聖霊はいつでも、各々の人に神の御子の死の力を適用し、ご自身の尊い血をもって彼らを買い取った方のために、各々の贖われた人を満たしてくださいます。


  



  裁く小羊


  
    そして彼は来て、巻き物を受け取られた。（黙示録五・七、欽定訳）

  


  罪深い人々のために死なれた方―――この方がご自身の刺し通された御手に巻き物を受け取られました。彼は、救うことを望んできた人々に対して、それが何を意味するのかをすべてご存じでした。


  天にいる贖われた者たちは、御父の御旨を成就するために小羊として再来される方を見つめつつ歌いました、


  
    あなたは、巻き物を受け取るのにふさわしい方です。あなたは、ほふられて、その血により、あらゆる部族、国語、民族、国民の中から、神のために私たちを贖ってくださったからです。（黙示録五・九、欽定訳）

  


  万の幾万倍の御使いたちが、その調べに応じて言いました、「ほふられた小羊はふさわしい方です」。一方、すべての造られたものが言うのが聞こえました、「御座に座しておられる方と、小羊とに、賛美と誉れと栄光が永遠にあるように」。


  使徒ヨハネに対してこのように天が開かれたことにより、私たちは天の観点からカルバリを見ます。


  地上でほふられた小羊は、天で御座についておられるのです！


  十字架につけられた方は栄光を受けた方です。彼はカルバリの小羊として栄光を受けておられます。彼は小羊として、天のすべての礼拝の中心です。


  今、彼の御業について天で啓示されているいっさいのことから、すべては十字架上の彼の犠牲に基づくことがわかります。彼は、カルバリから凱旋した征服者として、そして十字架で勝利した小羊として、天におられます。彼に封印を解く務めが与えられます。各々の封印は、彼を拒絶する世界に対する恐ろしい裁きに先立ちます。御父は、世の罪のためになだめとなった方の御手に、裁きを委ねられます。


  このことから、聖なる神の目に罪が言語を絶するほど憎むべきものであることが多少わかります。とりわけ、人々の罪のために神によって用意されたいけにえを無視し、拒絶することが、はなはだ大きな罪であることがわかります。小羊は罪人を愛して、罪人のために死なれました。小羊は、多くの人の代価としていのちを与え、未曾有の悲しみと恥をお受けになりました。この小羊が、今、罪深い世界に対する裁きの時代を始めなければならないのです。これは、義なる神は決して罪を見過ごせないことを示しています。キリストは、罪人のためにいのちをささげることにより、罪で荒廃した地のために「恵みの日」を獲得されました。しかし今、それは終りました。彼は敵対する「支配と権威と力」をすべて滅ぼさなければなりません。「そして、万物が彼に服従させられる時」、彼は王国を父なる神に渡されます（一コリント十五・二四～二八、欽定訳参照）。


  裁きが下される時、地上の人々は恐怖に打たれます。だれも彼らに、「十字架につけられた神の小羊を拒絶したことが決定的な罪だったのだ」と告げる必要はありません。なぜなら、彼らは山や岩に向かって、「創造者からだけでなく、『小羊の怒り』からも私たちをかくまってくれ」と本能的に叫ぶからです。


  ああ、いったい誰が、傷つけられた愛の怒りの深さを伺い知ることができるでしょう！さげすまれ、拒絶されたあわれみの怒りを？


  



  導く小羊


  
    御座の中央におられる小羊が、彼らを導かれます。（黙示録七・十七）

  


  地上でほふられて、天で御座についておられる小羊は、天の礼拝の中心であり、地上に対する裁きの封印を解く者であるだけではありません。私たちはまた、人々の間から贖った様々な群れを天で導く者としての小羊の姿を、次々と見せられます。


  恐怖に打たれた地上の人々は、自分たちが小羊を傷つけたことを知っています。しかし、天にいる贖われた人々は、彼のおかげで自分たちが天にいることを知っています。


  「四つの生き物と長老たち」の箇所で描かれている第一の群れは、小羊が巻き物を受け取って、はじめの六つの封印を解くのを見る時、自分たちが小羊の血によって「神のために買い取られた」（黙示録五・九、欽定訳と改訂訳）ことをためらわずに告白します。


  次に、「あらゆる国民、部族、民族、国語の中から」集められた、「だれにも数えきれないほどの大群衆」（黙示録七・九～十七参照）として描かれている別の群れに出会います。彼らは神の御座の前に立ち、「昼も夜も神に仕える」と述べられています。御座についておられる方は、彼らの上に幕屋（または、彼の現された臨在の覆い）を張られます。彼らは小羊の血で「その衣を洗った」人々です。ご自分の前に置かれた喜びのゆえに十字架を忍ばれた方ご自身が、彼らの牧者となり、彼らを常に新鮮ないのちの水の泉に導かれます。彼らの苦難は終わりました。神ご自身が彼らの目の涙をすっかりぬぐい取ってくださいます。


  もう一度、私たちは別の群れの先頭に立つ小羊を見ます。今回は人数が定まっています（黙示録十四・一～四）。彼らもまた、「地から買い取られ」、「人々の間から買い取られ」、「小羊の行く所には、どこにでもついて行く」者として、描かれています。


  



  戦う小羊


  
    この者どもは小羊と戦いますが、小羊は彼らに打ち勝ちます。（黙示録十七・十四）

  


  封印が解かれ、災いのラッパが鳴り響くたびに、裁きに次ぐ裁きが地上に下されます。不義はますます増大し、ついに天においてさえ、金の祭壇の四つの角からの声が復讐を求めて神に叫びました（黙示録九・十三）。


  「旧約の型では、青銅の祭壇でささげられたいけにえの血を金の祭壇の角が受け、その金の角から、血の声が神にあわれみを求めて叫びました。しかし今、その声は裁きの力を解放するよう叫び求めます」（シース）。


  「これは、神の定めた赦しの道が（地上で）放棄されたこと、恵み深い贖いの神聖な秩序と救いが拒絶されたことを意味します」「罪深い人類は、不敬虔にも、神の和解の計画に反対しました。地上の邪悪さは、特に十字架への敵対という点で、積み重なって非常に高くなりました。（中略）そのため、そうでなければあわれみだけを求めて叫ぶはずの祭壇が、復讐を求めて叫ぶことを余儀なくされます」（シース）。


  悪魔の勢力の手先として働く、反逆的な人類の恐ろしい行いの描写が、次々と続きます。しかし、その罪深い争いに「打ち勝って」、そこから出る人々もいます。ついに、小羊が指導者として再び登場するのを私たちは見ます。今回は戦士の軍勢の指導者です。「地上の罪悪」は、聖徒たちの血に酔いしれる奥義的な大バビロンにおいて頂点に達しました。地上の権力者たちの反逆は頂点に達したようです。彼らは今、「小羊と戦う」ために団結します。しかし、十字架でほふられた小羊は「主の主、王の王」です。カルバリから凱旋した征服者として、彼は必ず勝利されます。最後の大いなる戦いで彼と共にいる戦士たちは、彼が特別に「召し」、「選んだ」人々であり、「忠実な」者たちです（黙示録十七・十四）。


  小羊は、神とその油注がれた者に逆らうすべてのものと戦われます。この最後の戦いの後、天で大水の音のような大群衆の声が言うのが聞こえました、


  
    われらの神である主、全能者が治められる。（黙示録十九・六）

    彼に栄光を帰そう。小羊の婚姻の時が来たのだから。（黙示録十九・七）

  


  キリストは十字架で勝利して、彼の買い取った者たちがあらゆる国民の中から召し出されつつある間、ずっと待っておられました。しかし今、彼は最終的に勝利して、あらゆる権威と力をご自身の足の下に置かれました。


  最高の目的――彼はそのためにご自身のいのちを渡されました――が成就される時が近づいています。彼は「教会を愛して、教会のためにご自身をささげられました。それは、しみや、しわや、そのようなものが何一つない栄光の教会を、御前に立たせるためです」（エペソ五・二五～二七）。今や教会は、「光り輝く、きよい麻布の衣で装うことを許されました。その麻布とは、聖徒たちの正しい行ないです」。


  再び天が開かれて（黙示録十九・十一、十二）、「燃える炎」のような目を持つカルバリの人がやって来られます。彼に従う軍勢は、まっ白な清い麻布を着ていました。彼は征服した地上を最終的に所有するためにやって来られます。今、彼は地上を治めなければなりません。悪魔は千年間縛られ、この世の王国は私たちの主およびそのキリストの王国になります。人々の間から贖われた王―祭司たちは、「彼と共に千年間治めます」（黙示録二〇・一～六）。


  これらの事の後、大いなる白い御座の裁きと最後の敵である死の滅びを越えて、使徒は永遠を見つめます。彼は幻の中で、花嫁―都が「夫のために飾られた花嫁のように整えられて」神のみもとから下って来るのを示されます。最初の天と最初の地は過ぎ去りました。「御座についておられる方が言われた、『見よ。わたしはすべてを新しくする』」 。今、「事は成就しました」。カルバリは忘れ去られるべきでしょうか？いいえ。死んで復活した方の御名は依然として、


  



  小羊


  



  です。


  キリストの栄光が幻の中に完全に示されている今、キリストの様々な面を啓示する他の名は必要ありません。それらは、あらゆる名の上にあるこの御名の中に合併されています。「代々に」至るこの御名は、歴史の中で御父のひとり子が地上を訪れて、十字架上でそのいのちを捨てられた驚くべき時のことを、天の一団の前に常に新たにはっきりと示し続けます。小羊に贖われた者たちの光は、今や「水晶のように透明」であり、彼らは彼らの御父の王国で太陽のように輝きます。


  地上での彼の試みの間、彼とずっと一緒にいた選ばれた使徒たちの名が、花嫁―都の「土台石」に刻まれています。なぜなら彼らは、冷笑的で反逆的な人々の面前で十字架の言葉を宣べ伝えた時、教会の土台を据えたからです。花嫁―都にいるのは、「世の基が据えられた時からほふられていた小羊のいのちの書」（黙示録十三・八）に名を記されている人たちだけです。彼の十字架を誉め讃え、彼の死を通していのちを受けた人々は、小羊と同じすがたに変えられました。


  
    私は、その中に神殿を見なかった。それは、全能者である主なる神と、小羊とが都の神殿だからである。（黙示録二一・二二）

    神の栄光が都を照らし、小羊が都のあかりだからである。（黙示録二一・二三）

    神と小羊との御座が都の中にあって、そのしもべたちは神に仕え、神の御顔を仰ぎ見る。（黙示録二二・三、四）

  


  



  付録：抜粋


  



  １．キリストの十字架


  



  信者の個人的経験、教会生活全般、この世での教会の働きにおいて、聖霊の喜びと力がこんなにも少ししか知られていないのは、いったいどういうことでしょうか？


  これは、真の十字架――信頼されるべき十字架だけでなく、担われ、その殺しの力を経験されるべき十字架――が知られておらず、受け入れられていないことではないでしょうか？


  肉の磔殺を宣べ伝えること、そして、キリストの十字架をそのあるべき場所に回復することが、私たちの時代の教会の大いなる必要です。


  キリストの十字架をこの世で高く上げ、それを敬い、それを宣べ伝え、特にそれを担って生きるという聖なる委託が、キリスト教会に委ねられています。


  「世の人々の心を説得し、納得させることにより、十字架を受け入れさせることができる」という思想で人を迷わすかわりに、人々の心が生来持っている神への敵意を示す十字架を、福音は大胆に宣言します。


  神の僕たちが十字架に関する神の御思いの何たるかを知ろうとしさえするなら、彼らは心への道を切り開く十字架の十全性を信じるようになるでしょう。そして、キリストと共に十字架につけられた生活を通して、神ご自身によって、十字架の奥義へと導かれる必要性を見るようになるでしょう。


  十字架、十字架だけが、担われてその殺しの力を経験された十字架だけが、御座、神の霊へと至る唯一の道です。


  信者よ、あなたの内には生ける神の霊が住んでおられます。十字架、十字架につけられた生活、そして肉の磔殺について、私たちがあなたに告げることはみな、あなたのなすべきことをあなたに告げているのではなく、聖霊があなたの内で行ってくださるとあなたが期待してもよいことを告げているのです。


  十字架はあらゆる奥義の中で最大の奥義であり、それらの総計、中心です。十字架は死と生の奥義です。かつて死が支配しましたが、十字架は死を征服し、いのちの門を永遠に確立しました。十字架は贖いの奥義です。罪と恥を伴う十字架は罪人を征服する力です。


  十字架は罪に対する神の裁きです。神は肉とこの世を罪に定めて、十字架に渡されました。キリストとの結合により、私はその判決を受け入れました。そしてキリストのいのちの力により、私は彼と共に十字架につけられた者として生きます。


  キリストの救いの力が啓示されたのは、十字架の霊の中で、十字架の霊を通してでした。あの霊とあの力は、一つの性質、一つの生命原理として彼のうちに宿っていました。今、彼は天におられます。彼の救いの力は他の道では働きません。彼の救いの力は、聖徒を満たし、彼らを通して働く、一つの生命原理として働きます。


  十字架と御霊は、どちらも同じく神の力です。しかし、十字架はあの力の隠れ場であり、それゆえ「神の弱さ、神の愚かさ」と呼ばれています。十字架に力を求めようとは、だれも思わなかったでしょう。


  十字架とその死が意味するすべてに、私たちはあずからなければなりません。私たちが十字架の贖いの中で持つ分は、私たちの十字架の交わりによって試されなければなりません。なぜなら、十字架の交わりとは、その分に喜んであずかることだからです。


  人を十字架につけない十字架に人々を勝ち取ることなら、人の知恵でも容易にできます。


  （アンドリュー・マーレー）


  



  ２．十字架の二つの面


  



  十字架につけられたキリストは生けるキリストです。生けるキリストは十字架につけられた方です。この真理の二つの面は、さいわいな統一のうちに常に保たれなければなりません。死がなければ、決して復活のいのちはなかったでしょう。十字架とその恥がなければ、決して御座とその栄光はなかったでしょう。この二つがキリストにあって結合されているのと同じように、私たちは自分の知識と経験の中に両方ともしっかり保つ必要があります。十字架の力に対する洞察と、それへの明け渡しに欠けるなら、そのいのちを経験することにも欠けるでしょう。生ける救い主と彼の人格的な愛と交わりを信じる信仰、そしてそれを喜ぶ喜びの中で求めないなら、十字架を信じ、それを負い、その素晴らしい救いの力をすべて知ろうとする試みも、同じように失敗するでしょう。


  復活のいのちの宣べ伝えが新しい啓示のように多くの人に臨んだのは、遠い昔のことではありません。生けるキリストは常に私たちと共におられ、私たちのためにすべてを成してくださいます。十字架が勝ち取ったものは、すべて私たちのものです。主ご自身こそ私たちの救いであり、救いの保証です。このような知らせは、前は知らなかった喜びと希望で心を満たしました。しかし、その希望は常に実感されるわけではありませんでした。そこで疑問が生じました。主を信じる私たちの信仰の力を妨げているのは何でしょう？私たちは、生ける、栄光を受けた方として、主を知らなければなりません。この疑問への答えはどれも、この世の霊がひそかに自分を現す何らかの形を指し示します。この世を征服しうる唯一の道、神の道、すなわち十字架の道が忘れられているのではないでしょうか？「この十字架によって、この世は私に対して十字架につけられ、私もこの世に対して十字架につけられました」（ガラテヤ六・十四）。


  十字架につけられたキリストは神の力です。彼の弟子たちが、「私たちを主にあってあなたが十字架につけた人々とみなしてください。今、私たちはあなたに対して十字架につけられています。キリストと共に十字架につけられることが私たちの栄光です」とはっきり宣言してこの世に立ち向かうなら、パウロのうちに働いた力が私たちのうちにも働くでしょう。カルバリはキリストの生涯の至聖所であり、彼の死は栄光の門です。


  私たち自身を新たに主に明け渡しましょう。主は死なれましたが、永遠に生きておられ、決して分離されえない二つの祝福を私たちに豊かに与えてくださいます。その祝福とは、いのちと死です。いのちの中で、罪とこの世に対する死の力が常に働きます。そして死は常に、いっそう深いいのちへの入口です。


  （アンドリュー・マーレー）


  



  ３．自己のいのちからの解放


  



  三つの段階があります。十字架、御霊、復活したキリストを見つめることです。今、これらの段階を考慮することにしましょう。どうか神の霊が、一人一人にこのさいわいな秘訣を啓示してくださいますように。


  第一は十字架です。十字架上でイエス・キリストは、全世界の罪のためのなだめの供え物となられました。しかし、十字架には重要な第二の意味があります。ローマ人への手紙八章三、四節を見ましょう。「律法が肉のゆえに弱くてできなかったことを、神はなしてくださいました。神はご自身の御子を、罪のために、罪深い肉の様で遣わし、肉において罪を処罰されました。それは、肉にしたがってではなく、御霊にしたがって歩む私たちにおいて、律法の義の要求が満たされるためです」。神はご自身の御子を、罪のために、罪深い肉の様で遣わされました。「罪のために」は身代わりです。キリストのパースンにおいて、神は私たちの罪深い肉の様を十字架に釘づけられました。私はこれをあなたたちにこれ以上説明できません。しかし、私はこれを知っています。私は言いましょう、「私の罪深い自己の肖像を、罪のない、死にゆく救い主のうちに見ることは、イエスを私の犠牲として見ることに次いで、私の生涯に大変革を起こした」と。


  神は私の自己のいのちの様を十字架に釘づけられました。十字架は堕落と呪いの象徴です。十字架にかかる者はみな呪われています。罪のないキリストが私の罪深い自己の様を担われた時、もし神がそれを呪いを受けるべきものとして扱われたとするなら、私自身がそれを抱きしめ、それを受け入れ、その中に生きることは、神の目にどれほど忌まわしいことでしょう！


  おお、素晴らしい十字架！しかし、それで終わりではありません。


  キリストと私は一つです。彼にあって私は十字架にかかりました。私はキリストにあって自己の終わりに達しました。そして、彼の十字架でひざまずき、彼の死によるキリストとの合一の立場を取り、私の自己のいのちを十字架に渡しました。それはあたかも、私の自己を、その情熱、その選択、その完全さへのあこがれ、その苦闘、その気まぐれさ、人々に対するその判断、その無慈悲さと共に、重罪人として引き渡し、こう言ったかのようでした。


  「お前は呪われている。お前は死ななければならない。私の神はお前をあの十字架に釘づけられた。来い、お前は来なければならない。私は自分の選択、自分の意志、自分の信仰でお前を十字架につける。十字架にかかれ」。


  あなたたちはガラテヤ人への手紙の「キリストのものである者たちは、肉をその情と欲と共に十字架につけてしまったのです」という御言葉がアオリスト時制であることを覚えておられるでしょう。あの瞬間から、私の人生のあの決定的瞬間から、「私の自己のいのちは十字架上にあります。キリストの死が私とそれとの間に横たわっています」と私は絶えず認めてきました。


  しかし、あなたたちは言います、「私はどうやってそう生きればいいのかわかりません。私はいつも針のむしろの上に座ることになるでしょう。これは自己なのかどうかと常に苦しむことになるでしょう。どう生きればいいのか、私にはわからないのです」。


  ああ、私はあなたたちがそう言うだろうと思っていました！私は自分自身のことを言ったのです。ここで第二の点、聖霊にやって来ます。


  「御霊によって体の行いを殺すなら、あなたたちは生きます」。「御霊の願うことは肉に逆らいます」。


  キリストが傷のないご自身を神にささげられたのは、永遠の御霊によってでした。そして、あなたたちと私の生活の中で、呪われた自己の霊と戦われるのも永遠の御霊です。


  しかし、あなたたちは言います、「私が常に自己のいのちを対処するなら、それは私を傷つけるでしょう。私はこれを恐れます。私はあたかも、棺のそばに立って、死が体を腐敗させるのを眺めているかのようでしょう」。


  これは私を第三の点に導きます。私は答えましょう（これはその麗しい点です）、「神の霊があなたの心の深みで自己のいのちと戦っておられる間、彼はそれを、イエス・キリストを生ける輝かしい現実とすることによってなさるのです。彼はあなたの思いをイエスにつけさせます。あなたは御霊を思いません。自己をほとんど思いません。あなたはあなたの主を多く思うようになるのです」。


  おお、紳士淑女のみなさん、私を許してください！これは、聖書の中で最も深遠な奥義を述べる、とてもざっくばらんな方法ですが、「イエスを生活の源、中心とすることがどういうことか、どうか聖霊があなたたちに知らせてくださいますように」と祈ることしか私にはできません。これまで、あなたたちの生活の源泉、源は自己ではなかったでしょうか？おお、呪われた自己！バラバよ、バラバよ、十字架へ行け！この世は言います、「キリストではなく、バラバ（自己）を」と。クリスチャンは言います、「バラバではなく、キリストを」と。


  どうか神が、御名のために、これをあなたたちに解き明かしてくださいますように。


  （Ｆ．Ｂ．マイヤー、アメリカ・ニューヨークでの講演）


  



  ４．死への同形化


  



  私たちのなすべき分は、キリストの死の中に下ることです。彼のなすべき分は、ちょうど水が泉から湧き出すように、ご自身のいのちを私たちの中で生かし出すことです。その時、「キリストが私の内に生きておられます」と使徒が言った時、彼が何を意味したのかを私たちは知ります。このように妨げられずにキリストが働いておられる所には、着実な成長、絶え間ない新鮮さ、豊かな結実があります。そして、人生は平穏でのびのびとしたものになります。なぜなら、それが自然になるからです。


  このことから、彼の死の重要性はどんなに強調しても強調しきれないことがわかります。


  私たちは、彼の死に下らずに、そのいのちにあずかろうとしているのではありません。聖化における十字架の力を見ることに失敗したせいで、過去の失敗や霊的力の不足が生じたのではないでしょうか？「死は義認に影響を及ぼすだけであり、聖化は全く彼のいのちによる」と考えるよう、私たちは誘惑されてきました。そしてこれは、次のような考えに至りました。「十字架につけられたキリストのもとに来て、十字架の贖いと義認の面を見たので、今、私たちはそれを通過し、それを後にしました。なぜなら、私たちは復活したキリストとの生ける結合の中に入ったからです」。この考えは多くの人の心を多かれ少なかれ占めています。


  「キリストが十字架で罪に対して死なれた時、私たちはキリストと一つにされた」という事実を信者が理解する時、信者の経験と実際の歩みに、しばしば突如として重大な結果が生じます。それは、以前の人生行路から突然私たちを分離します。そして、私たちは罪の力とその仕業からの輝かしい解放を見いだします。しかし、この効力は突然、即座に働きますが、発展的・継続的働きがそれに続きます。キリストと共なる信者の死とその結果を初めて理解することに続いて、今、十字架につけられたキリストに心と精神を同化させる深い働きが進行します。


  この働きが深まるにつれて、死にゆくキリストとの一つが経験上ますます現実となるにつれて、いのちは増し加わります。生ける復活した主は、御力を現して、ご自身の豊かさで魂を満たされます。信者の真のいのち、すなわち信者の内にあるキリストのいのちは、その時、常に死から生じるいのちです。


  （エバン・ホプキンス）


  



  ５．キリストの贖いの働き


  



  「贖い（atonement）」という語は、欽定訳の新約聖書中、ローマ人への手紙五章十一節にしか現れません。しかし、それは厳密な訳ではありません。改訂訳では「和解」と訳しており、正確な意味を伝えています。「贖い」という語はおもにレビ記の中で用いられており、そこでは供え物に関して何度もこの言葉が現れます。しかしこれすら、ある聖書注解者が指摘しているように、ヘブル語の原語の正確な訳ではなく、「ヘブル語で『覆う』、『覆い』、『覆うこと』を意味する語を訳すために使われている」英単語なのです。それは、「純粋に神学上の概念であり、（中略）神学において、キリストの犠牲と贖いの働きをすべて網羅するために用いられている用語」です。ですから、レビ記の型の成就である十字架が神と人を「一つにしたこと（at-one-ment）」は確かに事実ですが、ヘブル語原語には「一つにすること（at-one-ment）」という思想はありません。


  「贖い」と訳されているヘブル語は「覆い」を意味します。レビ記の供え物は、十字架を予期しつつ、十字架の時までイスラエルの罪を「覆い」ました。著者は言います、「十字架において、イエス・キリストが『なだめ』として公に示されるまで、神はそれらの罪を『過ぎ越された』（ローマ三・二五）のである」。


  翻訳者たちが贖いと訳した言葉で神が何を意味されたのかを、ヘブル語聖書は明らかにします。そのヘブル語の単語は非常に明確であり、その用途は聖書全体を通して一貫しています。


  あるヘブルの学者によると、互いに置換可能なものとして用いられていて、八個以上の英単語、すなわち「贖う（redeem）」、「贖い主（Redeemer）」、「贖い（redemption、atonement）」、「代価（ransom）」、「解放する（deliver）」、「和解（reconciliation）」等というように広く訳されているヘブル語には、三つの言葉しかありません。セセニウスによると、この三つのヘブル語は次のようにまとめられます。


  
    ・ゴエル（またはガアル）：（１）取り戻すこと、買い戻すこと、（２）血に復讐すること、（３）近親者、など。

    ・パダ：解くこと、（１）代価を払って取り戻すこと、（２）去らせること、（３）自由にすること、など。

    ・コファ（またはカファル）：（１）覆うこと、すっぽり覆うこと、（２）何かをかぶせること、（３）罪を覆うこと、すなわち罪を償うこと、など。

  


  まず最初に、この著者は言います、「この言葉が現れる箇所では、旧約聖書全体を通して、それは近親者という独特な思想を表現している。たとえば、イザヤ書四三章十四、二五節、イザヤ書四五章二二節の『贖い主』、『贖われた』という語は、原語ではゴエルである。エホバは、この名でご自身を呼ぶことにより、彼は我々の『近親者』１だったので、エデンの園で我々が罪に『売られた』２時、我々のために介入する権利を持っていたことを、我々に告げておられる。その時、神は人類の『ゴエル』になられたのである。彼はご自身を贖い主と呼んでおられる。この方は、しかるべき時に、贖いの代価を払って、罪と違反をぬぐい去ってくださったのである」。


  
    １ その理由は以下の御言葉を参照。創世記一・二六、二七、五・一、九・六、ルカ三・三八、コロサイ三・十、エペソ四・二四

    ２ イザヤ五二・三、ローマ七・十四、一ペテロ一・十八、十九を参照。

  


  二番目の言葉「パダ」も、「代価を払って取り戻す」ことを意味します。しかし今、代価を支払われた者たちを「去らせること」、「自由にすること」という意味を含んでます。この語は、「贖う（redeem）」と英訳されることもありますし、「解放する（deliver）」と訳されることもあります。


  「ゴエル」という語には、取り戻す権利という思想があります。しかし「パダ」には、権利だけでなく、「解放する意志と力」という思想もあります。


  三番目の言葉「コファ（またはカファル）」は、「贖い（Atonement）」と訳されることもあれば、「代価（Ransom）」（出エジプト記三〇・十二、ヨブ三三・二四など）、「和解する（Reconcile）」（レビ記六・三〇、十六・二〇など）、「和解（Reconciliation）」（レビ記八・十五、エゼキエル四五・十五、十七、ダニエル九・二四など）と訳されることもあります。それには、「すっぽり覆うこと」、償いという思想があります。これは、「贖い」の真の意味を明確に保持している言葉です。それは、「近親者―贖い主が解放の働きを成就される方法を取り扱っている。この方は代価を払って、罪の下に売られていた者たちを贖い、自由にしてくださったのである」。


  レビ記の供え物は、十字架上の贖いの償いの働きを象徴し、予表していました。十字架で、「近親者―贖い主」、エホバ―イエス、肉において現れた神は、ご自身の尊い血という代価を支払ってくださいました。それにより、全人類の罪は「なだめ」である方によって償われました。そこから、「そういうわけですから、あなたたちの罪をぬぐい去っていただくために、悔い改めて立ち返りなさい」（使徒三・十九）というメッセージが万人に向けて宣言されえたのです。


  （Ｊ．Ｐ-Ｌ）


  



  注記


  



  本書は一九二九年に出版された"The Cross of Calvary and Its Message" 第六版 (Published by The Overcomer Book Room)を翻訳したものです。英語原文で使われている御言葉は、特に断りが無いかぎり、改訂訳からの引用です。Ｃ．Ｈ．という表記は、コニーベアとホーソンによるパウロ書簡の翻訳を指します。
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